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一般国道23号中勢道路 (9工区）建設事業に伴う

長遺跡発掘調在報告
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鈴鹿や布引•紀伊の山々から発する大小の河川は、肥沃な伊勢平野を潤し伊

勢湾に注いでいます。その平野では古来より人々の生活が連綿と営まれ、数多

くの遺跡が今日に残されています。中でも津市を流れる安濃川流域には弥生時

代の中心集落である納所遺跡や、弥生時代の水田が見つかった森山東遺跡など

があり、当時の文化の一端を見ることができます。

さて、今回報告する長遺跡は一般国道23号中勢道路建設に先立って調査され

たものです。遺跡は、安濃川左岸の丘陵上に立地する弥生時代中期の集落跡で

す。総数200棟もの竪穴住居が階段状に造成した丘陵斜面に整然と並んでいる

様には、一種の感動すら覚えました。

調査を終えたところにはすでに新しい道路が開通し、地域活動の新しい動脈

となっています。そのいわば代償として発掘された遺跡の膨大な記録を整理し

報告書として世に公開していくことが、私どもに課せられた璽大な責務である

と考えております。本報告書が地域の歴史を解明する一助となることを念願す

るところであります。

最後になりましたが、調査にあたって御協力いただきました関係諸機関およ

び地元の皆様に心からお礼申し上げるとともに、今後とも県民の皆様の文化財

保護への一層の御理解と御協力をお願い申し上げる次第です。

平成12年3月

三重県埋蔵文化財センター

所長大井輿生



例 言
1. 本書は、ミ菫県津市河辺町字池尻• 石立に所在する長遺跡の発掘調査報告書である。なお、遺跡の名称につい

ては、調査当時には「長（おさ）遺跡」と呼称していたが、平成8年度に「長（なが）遺跡」と改訂されている

ため、本書ではこれに従い「長（なが）遺跡」の名称を用いる。

2. 調査は、三重県教育委員会が建設省中部地方建設局の委託を受け、平成7年4月から10月に本調査を実施した。

また、整理・報告書作成業務を平成9年度から11年度に実施した。調査にかかる費用は、建設省中部地方建設局

の全額負担による。

3. 発掘調査は下記の体制で行った。

・調査主体 三重県教育委員会

・調査担当 三重県埋蔵文化財センター 調杏第二課第三係

・調査協力 津市教育委員会

鈴鹿市教育委員会

・現場作業 社団法人中部建設協会

4. 現地調杏は、池端清行 筒井昭仁が担当した。

5. 本書の執筆・編集は、池端清行が担当した。

6. 遺構写真は、池端清行・筒井附仁・米山浩之が撮影を行った。また、遺物写貞については中村光司（津市埋蔵

文化財センター）の協力を得た。

7. 室内での報告書作成業務については、市川嘉子・太田浩子・脇葉輝美・森川絹代・鈴木妙・黒川敬f・蒔田や
よい・新田智子の協力を得た。また、調査補助員として、川崎志Jり・杉蹄淳子・田中芙穂・中村友子が現地調査

及び整理作業に携わった。

8. 発掘謁杏ならびに整理・報告書作成の過程においては、以下の方々のご指導・ご教示を得た。記して感謝の意

を表したい。（順不同・敬称略）

青木哲哉（立命館大学） ・磯部克（三菫県立松阪高等学校） •石野博信（徳島文理大学） ・深澤芳樹（奈良国

立文化財研究所） •松本洋明（天理市教育委員会） •宮本長二郎（東京国立文化財研究所）

9. 本遺跡については、すでに『一般国道23号中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報VlII』（三董県埋蔵文化財センター19

96)、『中勢道路調査ニュースNo.24』にその調査途中の概要を報告しているが、本書をもって正式報告とする。

10. 本書に用いた地図および遺構実測図は、国t調査法の第VI座標系を基準とし、方位の表示は座標北を示す。な
ぉ、真北は座標北のNOO 17'W、磁北は座標北のN6°20'Wである。

11. 本書で使用した遺構の名称・番号は、調査時点の呼称を踏襲せず、新たに改称したものである。

12. 本書で使用した遺構表示略記号は下記の通りである。

SA: 柱列 SB: 掘立柱建物 SD: 溝 SH: 竪穴住居 SK: 土坑 P: 柱穴・小穴

13. 本書で報告した記録および出土遺物は、二菫県埋蔵文化財センターにおいて管理・保管している。

14. 本書で使用した土層および遺物の色調は、小山・竹原編『新版標準土色帖』 (9版1989)を用いた。

15. スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、スケールバーを参照ください。
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I. 前 言

1 . 調査に至る経過

中勢バイパスは、現国道23号の慢性的な渋滞の緩

和と総合的な地方都市交通体系の確立を図ることを

目的として、昭和58年 4月15日に都市計画決定され

た道路である。三菫県鈴鹿市玉垣町を起点とし、終

点の同一志郡三雲町小津に至る 6市町を通過する延

長33.8kmのバイパスで、交通渋滞の緩和のみならず、

バイパス周辺の適切な土地利用を図り、地域経済の

発展に寄与しようとするものである。

中勢バイパス建設計画にかかる埋蔵文化財保護に

ついては、昭和57年 1月に建設省から事業地内の埋

蔵文化財の有無についての照会（昭和57年 1月18日

付け建部三第70号）を受け、三重県教育委員会が主

体となり、関係市町村教育委員会の協力を得て、昭

和58年度に分布調査を実施した。昭和59年には建設

省に分布調査の結果を回答（昭和59年 5月23日付け

教文第67号）するとともに、建設省中部地方建設局

三重工事事務所、県道路建設課と今後の埋蔵文化財

の取り扱いについて協議を菫ねた。

この中勢バイパスのうち、津市大里窪田町（主要

地方道津関線）から同市大字神戸（都市計画道路雲

出野田線）にいたる7.2kmの区間が中勢道路として昭

和59年 4月1日に事業採択された。この区間は伊勢平

野とその丘陵部を南北に縦断するため、多くの埋蔵

文化財がその路線上に点在することとなった。この

区間で確認された埋蔵文化財は、遺跡数18件、遺跡

面積（調査対象面積）約115,000rrf(いずれも平成3

年現地確認調査時）である。これらの埋蔵文化財の

取り扱いについては、建設省中部地方建設局三軍工

事事務所と三重県教育委員会文化課との間で協議を

行い、現状保存が困難な遺跡については事前に発掘

調査を実施し、記録保存を図ることとした。

調査の実施にあたっては、作業員の安定確保と発

掘調査の適正かつ円滑な推進を図るため、現地作業

を建設省中部地方建設局が社団法人中部建設協会に

委託する方式を採用した。これを受けて、発掘調査

業務の分担に関する事項についても建設省中部地方

建設局と三菫県及び社団法人中部建設協会の三者で、

昭和63年4月8日付けで「埋蔵文化財発掘調査協定

書」を締結し、発掘調査を実施することになった。

その後、事業計画の進展に合わせて、平成 3年10

月31日付けで、建設省中部地方建設局・三璽県・中

部建設協会の三者で「協定変更書（第 1回）」を、平

成 5年 9月7日付けで「協定変更書（第 2回）」を、

平成10年 3月31日付けで「協定変更書（第 3回）」

を締結し、道路建設事業との調整を図りながら発掘

調査を推進している。

2 . 調在の体制

調査主体は三童県教育委員会で、昭和63年度は三

菫県教育委員会文化課が、平成元年度以降は県教育

委員会規則により設置された三菫県埋蔵文化財セン

ターが調査を担当している。

調査にあたっては、「県教育委員会・市町村教育

委員会職員人事交流実施要綱」に基づく協定を締結

して、津市教育委員会（昭和63年度～）と鈴鹿市教

育委員会（平成 7年度～平成9年度）から派遣職員

を得て、調査体制の充実を図っている。

本書に所収した長遺跡については、平成 7年度に

現地調査を、平成9-11年度に整理・報告書作成業

務を実施したが、その体制は以下のとおりである。

調査主体 三菫県教育委員会

調査担当 三重県埋蔵文化財センター

（平成 7年度〕

主幹兼

調査第二課長 伊藤克幸

主査兼第三係長 河北秀実

主 事 宮田勝功・山本義浩

技 師 穂積裕昌

主 事 池端清行・米山浩之

（津市教育委員会から派遣）

主 事 筒井昭仁

（鈴鹿市教育委員会から派遣）
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調査補助員

室内整理員

田中美穂・川崎志乃

（皇學館大學学生）

杉締淳子・中村友子

（奈良大学学生）

市川嘉子・脇葉輝美

太田浩子・黒川敬子

蒔田やよい• 森川絹代

鈴木妙

研修生 Eric Chen 

（カナダ、 McGill大学）

調査指導 青木哲哉（立命館大学）

赤塚次郎（愛知県埋蔵文化財センター）

石黒立人（愛知県埋蔵文化財センター）

石野博信（徳島文理大）

磯部 克（三重県立図書館）

金原正明（天理大学付属天理参考館）

椙山林継（国学院大学）

八賀晋（三璽大学）

深澤芳樹（奈良国立文化財研究所）

松本洋明（天理市教育委員会）

宮本長二郎（東京国立文化財研究所）

森浩一（同志社大学）

（順不同・敬称略）

〔平成9年度〕

主幹兼

調査第二課長 山田猛

主査兼第三係長 本堂弘之

主事 宮田勝功

技 師 西村美幸・水橋公恵

主 事 池端清行・米山浩之

主事

調査補助員

室内整理員

（津市教育委員会から派遣）

筒井昭仁

（鈴鹿市教育委員会から派遣）

田中美穂・池野香代

（皇學館大學学生）

酒井巳紀子（花園大学学生）

坂下真弓 （奈良大学学生）

下畑典正 （龍谷大学学生）

市川嘉子・太田浩子

黒川敬子・鈴木妙

-3-

森川絹代・蒔田やよい

新田智子

研修生 Neky Cheung 

（カナダMcGill大学）

調査指導 青木哲哉（立命館大学）

磯部 克（三璽県立松阪高等学校）

八賀晋（三重大学）

加藤元信（三重県農業技術センター）

山田陽稔（三重県農業技術センター）

藤原弘ー（三軍県消防防災課）

（順不同・敬称略）

〔平成10年度〕

主幹兼

調査第二課長 吉水康夫

主査兼第三係長 本堂弘之

主 事

技 師

主 事

調査補助員

室内整理員

宮田勝功

西村美幸

村木一弥・山口 格

（津市教育委員会から派遣）

池野香代

（皇學館大學大学院生）

酒井巳紀子（花園大学学生）

西脇智広（皇學館大學学生）

市川嘉子・太田浩子

黒川敬子・鈴木妙

森川絹代・蒔田やよい

新田智子

調査指導 青木哲哉（立命館大学）

山中章（三重大学）

磯部 克（県立松阪高等学校）

岡田 登（皇學館大學）

宮本長二郎（東京国立文化財研究所）

（順不同・敬称略）

〔平成11年度〕

主幹兼

調査第二課長 吉水康夫

主査兼第二係長 本堂弘之

技 師 川畑由紀子

主事 山口格

（津市教育委員会から派遣）





工
調査対象面積 (rrlり 調 杏 年 度

区
遺跡名

麟翻翻 本調査 附和63平成1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12以降
18 丸市遺跡 128 範

8 19 山王遺跡 128 範

20 内垣内遺跡 128 範
工
21 天堤古墳 55 範

区 22 河崎遺跡 256 範

23 六大A遺跡 448 13,220 範 範8,830 4,130 260 

24 六大B遺跡 456 26,235 範 17,525 3,420 範3,350 1,270 670 

25 橋垣内遺跡 176 12,000 範 7,000 4,925 75 

26 大古曽遺跡 680 12,435 範 範 5,160 範240 7,035 

27 新池2号墳 198 範， 
28 新池1号墳 20 範

29 西岡古墳 70 2,000 範 2,000 

30 西岡2号墳 30 範

工 31 山籠遺跡 208 1,100 範 1,100 

32 門脇北古墳 1,100 1,100 

33 コウゼンジ遺跡 80 範

34 宮ノ前遺跡 144 2,800 範 2,700 100 
区
35 森山東遺跡 240 5,230 範4.230 1,000 

36 太田遺跡 469 3,320 範3,320

37 松ノ木遺跡 144 7,800 範 7,800 

65 長遺跡

゜
3,700 3,700 

38 蔵田遺跡 1,356 16,340 範 5,600 範6,810 3,300 630 

39 位田遺跡 416 4,600 範 4,600 

10 
40 替田遺跡 432 [10,060] 範 範6,620 3,140 300 

工 41 弐ノ坪遺跡 320 5,100 範 5,100 

区
42 里前遺跡 256 1,280 範 範 1,280 

66 梁瀬遺跡 1,152 3,620 範 範 3,620 

43 鎌切3号墳

範囲確認調査 7,990 2,249 1,680 300 100 68 1,047 96 748 1,024 678 

本調査合計 131,940 7,550 20,700 22,450 8,655 5,590 8,405 15,100 14,640 14,780 8,240 4,900 630 300 

第 1表一般国道23号中勢道路 (8,-.; 10工区）内遺跡調査経過・予定表

範：範囲確認調査 〔〕一部調査済 本調査面積に下層含まず (2000. 3) 
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3 . 調壺経過

はじめに、長遺跡の調査に至るまでの経緯につい

て触れておく。長遺跡については、すでに昭和58年

宅地造成に伴い津市教育委員会により行われた発掘

調査によって、馬の背状のやせた尾根に造られた弥

生時代中期後半に属する集落跡であることが判明し

ていた。しかし、昭和58年度の分布調査の時点では、

この調査区が計画路線から東に約200mも離れてい

たことから、あまり意識はされず、当時は長遺跡が

それほど大きな広がりをもつとは考えられていなかっ

た。また、長遺跡の所在する丘陵は、周辺の自然丘

陵と変わりがなく、樹木による腐植土が厚く堆積し

土器の散布等の表面観察を困難なものにしていた。

このような状況の中、事前の分布調査及び範囲確

認調査等によって、中勢道路 9エ区には六大B遺跡

をはじめとして14か所の遺跡の存在が知られるに至っ

たが、路線内における長遺跡の存在については平成

5年度当時まだ認識されていなかった。このことは

後に、丘陵上における分布調査の難しさを痛感させ

られることとなった。遺跡発見の発端となったのは

宅地造成に伴う工事であった。長遺跡の所在する丘

陵は、西側が中勢道路建設に伴い、また、東側は宅

地造成に伴い削平される予定であった。そのため平

成6年、造成に先だって丘陵全体の樹木の伐採及び

抜根作業が行われたところ、ここに至ってようやく
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士器等の遺物の散布が認められたのである。

これを受けて平成6年5月、津市教育委員会によっ

て宅地造成部分の試掘調査が行われた。調査面積は

600吋であったが、中勢道路部分と宅地造成部分の境

界が明らかでなかったため、中勢道路部分にも多く

の試掘坑が入れられる結果となった。調査方法は、

丘陵全体に試掘坑を52か所（うち16か所224面が中勢

道路部分）設定して行い、試掘坑は 4mX4mを基

本とし、地形等を考慮し適宜大きさを変更して行わ

れた。（津市教育委員会 長遺跡試掘調査報告によ

る）この結果、ほとんどの試掘坑から竪穴住居やピッ

ト、弥生土器等の遺構や遺物が認められ、丘陵全体

に弥生時代の遺跡が存在することが確認された。

この資料をもとに平成6年 6月、建設省と協議を

行った結果、長遺跡については2,000面が本調査対象

となった。本調査は、平成 7年4月17日に丘陵頂部

より開始したが、非常に高い遺構密度と斜面ゆえの

厚い堆積土に作業は難航した。調査の進展に従い遺

跡範囲が広がることが判明したため、調査区の拡張

を行った。最終的に調査面積は3,700吋となり、 9月

29日に空中写真測量を実施した。 10月 7日には現地

説明会を開催したところ、約300名の参加を得た。そ

100 m 



調査日誌（抄）

2月20日 丘陵頂部より表土除去作業開始。

北斜面地区表土除去作業

2月27日 西斜面の表土恩直下より須恵器甕出土。

4月11日 国土座標による地区杭設定。

4月12日 建設省 ・三担県 ・中部建設協会の三者協

議を行い、今後のスケジュールについて

話し合う。 地区杭設定完了。

4月17日 丘陵瑣部より包含脳掘削作業および迫構

検出開始。

4月20日 SH1~4検出、埋土袋詰め作業。包含

層より石斧出J::。

4月28日 S H13埋土上屈より ヒスイ製の勾玉出土。

5月9日 切り合い確認のためSH14~、16トレンチ

淵査。断面実測図作成。この頃、雨天が

多く作業ほとんと進まず。

5月25日 三者協議を行い、調杏区を拡張すること

を決定。

5月26日 天理rl1教育委員会 松本洋明氏による調

杏指導（弥生土器について）

5月301=:J 国学院大学 椙山林継氏による調査指導。

（竪穴住居について）

6月2日 徳島文理大 石野博信氏調査指羽。

6月7日 S Hl7埋土除去作業。床面より士錘 8個

がまとま った状態で出土。

6月12日 研修生ェリックチェン調査区東西土昭断

面実測実習。~16日

6月14日 突然の雨により作業中止。現場プレハプ

にて安全講習会とこれまでの調杏結果に

ついての説明会開催。

6月16日 細長いテラス状の遺構 (Gテラス）を検

出。ピ'J 卜が多く 見られるが建物として
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はまとまらない。柱列か。

6月27日 幅の広いテラス状逍構 (Hテラス）と布

掘り状の柱穴を検出。立壁を持つ住居か。

7月12日 S H26検出。床面より石斧出土。

7月26日 大型のSH56検出。埋土除去作業の結果、

深さ Imを測り、残存状態良好。

7月31日 北西部事業地内、逍構の有無確認のため

試掘調査実施。逍構なし。

8月3日 高田高校地歴部体験発掘。~48

8月4日 丘陵地区迫構検出ほぼ終了。 スカイマス

ターによる全景写真撮影実施。木日より

北斜面地区調在開始。

8月8円 柱列SA143検出。ピット多数検出され

るも規格性見られず。

8月10日 北斜面裾部において掘立柱建物SB142 

検出。

8月22日 北斜面地区辿構検出終了。辿物佃少。

8月28El 逍構写真撮影。 ~9月5日

9月8日 環濠の打無を確認するため、谷部 ・水田

部の トレンチ調杏。

9月27日 迫構清掃作業。 ~2()[(

9月29日 空中写真測吊実施。（朝日航祁）

10月4日 県庁にて記者発表。

10月7日 現地説明会を開催。約300名の参加あり。

現地説明会

10月19日 東京国立文化財研究所 宮本長二郎氏調

査指祁 航測図面校正作業。~27日

10月23日 奈良国立文化財研究所深澤芳樹氏調沓指荘

10月24日 愛知県埋蔵文化財センター石黒立人氏調

査指祁。

10月30日 柱穴 ．炉などの断ち割り涸査。

10月31日 現地調査終了



4 . 調壺の方法

(1)地区設定

中勢道路の発掘調査にあたっては、調査区全体に

国土座標による縦・横各 4m単位のメッシュをかけ、

南北にアルファベット、東西に算用数字を用いて個

別のグリッドを表す「地区設定法」が多く用いられ

ている。今回の調査でもこの方法を用いたが、調査

区が南北に長く、アルファベットに限界があるため、

調査区を 2地区に分割する大地区割りを行うことに

より、この欠点を回避した。すなわち調査区全体を

X = -139,120から南側をA地区、北側を B地区に

分割して大地区名とした。さらに調査区全体を縦横

各 4m単位で東西に16等分、南北に35等分して小地

区割りとし、アルファベットと算用数字を組み合わ

せて小地区名とした。地区名は、大地区名一小地区

名の順（例： A-F 10)に表記し、出土遺物の取り

上げや遺構略測はこれを基準に行った。

(2)作業方法

試掘結果から、流出土がかなり厚く堆積している

@ 
X = -139,060 

X = -13 9, 08 o 

X = -I !9, 100 

XO -139,120 

X = -13 9, 14 0 

A地区

X O - 13 9, I 60 

X = -13 9, 18 0 

40 m 

第3図調査区大地区割り図 (1:1,400) 
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ことは判明していたが、遺構密度の高いことが予想

されたため、万全を期して発掘作業はすべて人力を

もって行った。また、竪穴住居の埋土は、層別に分

けて水洗選別作業を行った。

(3)遺構名称

ピットのみ小地区毎の通し番号を与えたが、他の

遺構は調査区全体の中で通し番号を付した。（ただ

し、調査中の遺構番号は検出した順に付したもので

あり、そのままでは全体としてのまとまりに欠ける

ため、本報告では整理をして新たに番号の付け阻し

を行った。したがって、調査中の遺構番号と本報告

の遺構番号は必ずしも一致していない。）

(4)図面・写真

実測図は、土層断面図や遺物出土状況図等必要に

応じて1/10または1/20の縮尺で作成した。調査区

全体の実測及び測量は空中写真測量により行い、 1

/50縮尺 (5枚分割）と1/100縮尺（調査区全体）

の遺構図・等高線図• 平面図を作成した。

写真は主として 6X 9 cm判（ウィスタ SP)で

撮影を行ったが、菫要遺構や調査区全景等には必要

に応じて 4X 5インチ判（ウイスタ SP)を使用

した。また、すべての対象に対して補助的に35mm判

（ニコン F401• F 3)による撮影を行った。フィル

ムはモノクロネガとカラーリバーサルフィルムの両

方で撮影を行い、適宜35mmカラーネガも併用した。

(5)遺物整理

土器等の出土遺物は、洗浄・接合・注記などの作

業を行った後、実測すべき遺物とそうでない遺物に

選別される。実測されない遺物は、遺構ごとに分類

し袋詰めされてコンテナに収められる。コンテナに

は番号が付けられ一覧表を作成した上で収蔵され

る。

実測された遺物は、実測図との照合を容易にする

ため、遺物と図面の両方に「R」を頭に 3桁+2桁

から成る登録番号 (Rナンバー）が与えられる。例

えば、実測図 1枚目に書かれた 2番目の遺物は「R

001-02」となる。これらの図面はファイルに

収納し、報告書番号、出土地区、遺構、層位等を記

録したノートと共に保管される。
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II. 位置と環境
1 . 位置と地理的環境 2 . 歴史的環境
近畿地方東部に位置する三璽県は南北に長く、そ

の長さは180kmに及ぶ。西は鈴鹿山脈・布引山地が

南北に連なり伊賀地方・近江地方との境界をなし、

東は伊勢湾や太平洋に面する。伊勢湾に面した北中

部には多くの河川によって形成された南北90kmに及

ぶ広大な伊勢平野が広がり、長遺跡(1)の所在する

津市は、この平野のほぼ中央部に位置する。

津市は主に北部の志登茂川、中央部の安浪川、南

部の雲出川のそれぞれの流域からなる。津市の中央

部を流れる安濃川は、鈴鹿山系の一つ錫杖ケ岳（標

高627m)にその源を発し、東内方向に発達した台

地や丘陵に沿って東流して伊勢湾に注ぐ。流域には

沖積作用により形成された肥沃な平野が広がり、こ

れを基盤にして古くから文化が栄えてきた。この沖

積平野の北側で、東西に延びる標高50mほどの低丘

陵が長遺跡の所在する長岡丘陵(1)であり、地質的に

は第三紀層にあたる奄芸層群により形成される。長

遺跡は長岡丘陵中央部の奥まった所にあり、西側か

ら人り込んだ標高15......,18mの谷水田と谷地形により

画された標高42.3mの丘陵上に位置する。行政的に

は三重県津市河辺町字長・石立・池尻に属し、今回

の調査区は字池尻に該当する。

愛知県

和歌山県 60km 

第5図遺跡位置図

安濃川流域を中心に、長遺跡周辺の弥生時代とそ

の前後における遺跡の動向を概観してみたい。

旧石器時代 この時期の遺跡についてはほとんど

知られていない。志登茂川右岸の大古曽遺跡(2)では

旧石器時代後期のナイフ型石器が確認されているが、

安濃川流域ではわずかに安濃町平田遺跡で旧石器時

代に遡る可能性のある石器片が採集されているにす

ぎない。

縄文時代 早期から中期にかけては上・中流域の河

岸段丘上に多くの遺跡が見られる。主な遺跡として、

早期では押型文土器を伴う竪穴住居が検出された美里

村の西出遺跡、陥し穴が35基検出された安濃町西相野

遺跡(2)(3)などがある。中期では芸濃町大石遺跡(3)

や大里西沖遺跡(4)(4)などがあり、いずれも竪穴住

居が検出されている。この時期の竪穴住居は県内で

は多くの遺跡で検出され、住居の中央には石囲みや

土器敷きの炉が見られる。後期になると後期末の宮

滝式に比定される深鉢が出土した蔵田遺跡(5)(5) • 

安濃町多倉田遺跡(6)(6)・同町辻の内遺跡(7)(7)など

が安濃川が形成した沖積地に出現し、これらの遺跡

はさらに晩期へと継続する。晩期には、河道と竪穴

住居が検出された松ノ木遺跡(8)(8)・納所遺跡(9)(9)• 

橋垣内遺跡(10)(10)などのように沖積地に進出する遺

跡が多く見られる様になるが、殿村遺跡([1)(11) • 平

田遺跡(12)のように依然として丘陵上に立地する遺

跡も見られるなど二極的な様相を呈している。

弥生時代 伊勢湾西岸に到達した弥生文化は、伊

勢平野を形成する河川の流域において、その肥沃な

沖積平野を基盤として初期弥生集落を成立させた。

安渡川中下流域左岸の自然堤防上に立地する納所遺

跡(9)は、前期から後期に至る弥生全期間の遺物を出

士する遺跡として知られ、雲出川流域の三雲町中ノ

庄遺跡、鈴鹿川下流域の上箕田遺跡と並んで三菫県

を代表する拠点的集落のひとつに数えられている。

納所遺跡の成立から、やや遅れて安濃川右岸の半田

丘陵上に上村遺跡(12)(13)が出現する。弥生前期から後

期に至る遺物を出土し、半田丘陵における中心的な

集落と考えられている。他に安濃川流域で前期の土
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第6図 1 : 25,000」から）
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器が出土する遺跡として、殿村遺跡や森山東遺跡(13)

(14)などが知られるが、まだまだこの時期の遺跡数

は少ない。雲出川流域を含めても、左岸の段丘上に

位置する四ツ野B遺跡(14)や向山遺跡(15)から亜式遠賀

川式土器を伴う土坑が検出されたに過ぎず、遺構に

ついてはほとんど知られていない。

中期になると検出例は増加し、竪穴住届などの遺

構も多くの遺跡で確認されるようになる。中期前半

の遺跡として主なものに替田遺跡(16)(15)・弐ノ坪遺

跡(17)(16)・蔵田遺跡・平田遺跡(18)などがあげられ、

その多くは沖積平野の微高地上に立地する。替田遺

跡・弐ノ坪遺跡・平田遺跡からは竪穴住居が検出さ

れている。平田遺跡の竪穴住居がすべて円形プラン

であるのに対して、替田遺跡・弐ノ坪遺跡では円形

プランと方形プランが混在して見られる。また、南

東部に出人り口と考えられる張り出し部をもつのも

当地域におけるこの時期の竪穴住居の特徴である。

遺物では、貝殻腹縁による条痕文を施した尾張地方

の特徴をもつ壺などが多く見られる。

中期後半になると、それまで沖積平野の微高地上

に営まれていた集落はそのほとんどが姿を消し、代

わって安漉川左岸の長岡丘陵上に長遺跡(1)や山籠

遺跡(19)(17)などが出現する。長遺跡は三次にわたる

発掘調査により 200棟もの竪穴住居が検出された大

集落遺跡である。また、山籠遺跡は長遺跡の南約20

omの丘陵北斜面に営まれた集落遺跡で竪穴住居が1
0棟検出されている。この時期の竪穴住居は、長遺

跡でわずかに円形プランの残存が認められるが、そ

のほとんどが長方形プランで占められ、この時期を

境に竪穴住居の平面プランはその大勢が円形から長

方形に移り変わったことを示している。遺物でも貝

殻腹縁による条痕文を施した壺などは見られなくな

り、代わって櫛状工具による横線文・波状文・簾状

文で飾られた土器が盛行する。また、算盤玉状の体

部に、太い凹線文をもつ受け口状口縁の壺もこの時

期の特徴的な器形である。しかし、この時期に出現

した集落のほとんどは後期までは存続することなく、

比較的短期間の内にその役目を終えていく。

後期になると遺跡数は急増し、安濃川左岸では長

岡丘陵の裾部で、また、右岸では半田丘陵上で多く

の遺跡が確認されている。主な遺跡として、長岡丘

陵の裾部では竪穴住居や掘立柱建物が検出された大

城遺跡(20)(18)をはじめ、桐山遺跡(21)(19) • 森山遺

跡(22)(20)• 森山東遺跡・宮ノ前遺跡(23)(21) • 竹川遺

跡(24)(22)などが知られている。また、右岸の半田丘

陵上では29棟の竪穴住居が検出された高松c遺跡(25)

(23)をはじめ大ケ瀬遺跡(26)(24)・柳谷遺跡(27)(25)• 

平栄遺跡(2S)(26)・尺目遺跡C29l(27)などが知られてい

る。この時期の竪穴住居は、そのほとんどが正方形

に近い方形プランで占められ、中期後半に見られた

顕著な長方形プランはほとんど見られなくなる。ま

た、土器では後期前半の山中式と後期後半の欠山式

の広範な分布が確認されている。

この地域は、弥生時代の特徴的な祭祀具である銅

鐸の出土地としても知られる。安濃川右岸の半田丘

陵では神戸銅鐸出土地(28)と野田から、また、雲出

川左岸では高茶屋の四ツ野B遺跡から銅鐸が出土し

ている (30)。神戸銅鐸は外縁付紐式の流水文銅鐸であ

り、兵庫県倭文・大阪府恩智出土銅鐸と同箔である。

野田銅鐸と高茶屋銅鐸はいずれも突線紐式で、野田

銅鐸は三遠式に、高茶屋銅鐸は紐に飾耳をもつ近畿

式に属する。いずれも安濃川右岸からの出土で、左

岸からの出土例は知られていないが、太田遺跡(31)で

銅鐸形土製品が出土しており、両地域での銅鐸祭祀

のあり方が注目される。

弥生時代の墓制は、前期の段階についてはほとん

ど知られていないが、松ノ木遺跡から前期に遡る可

能性がある方形周溝墓が検出されている。また、土

坑墓の可能性があるものとして、四ツ野B遺跡や向

山遺跡で検出された亜式遠賀川式士器を伴う土坑が

あげられる程度である。中期になると、納所遺跡・

松ノ木遺跡・橋垣内遺跡など平野部に方形周溝墓が

出現し、倉谷遺跡(32)(29)では丘陵上に方形台状墓が

造られる。また、納所遺跡・亀井遺跡C33l(30)・橋垣

内遺跡・替田遺跡・弐ノ坪遺跡など多くの平野部の

遺跡で、土坑墓の可能性が指摘される土坑が検出さ

れている。土坑墓は、 61基が検出された替田遺跡に

見られるように集団墓的な様相を示し、規模的にも

大きな格差は見られない。後期になると、安濃町大

城遺跡・同前田遺跡(34)・大ケ瀬弥生墳丘墓(35)(31) • 

高松弥生墳丘墓(36)(32)・鎌切遺跡(37)(33)など、丘陵

上の遺跡に方形台状墓が出現する。これらは集団墓
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から隔絶した個人墓として造られたものである。こ

うした墳丘墓は次の古墳時代へと引き継がれ、安濃

第 7図 遺跡周辺地形図及び調査区位置図 (1: 5,000) 

川流域では最古の位置を占める坂本山古墳群(3S)(34) 

などの出現を見るのである。
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III . 調査の成果

1 . 基本層序

遺跡は標高42.3m、周囲との比高約30mの丘陵に

位置する。今回の調査区は頂部付近に平坦な地形が

わずかに存在するものの、大半が丘陵の西側と北側

の斜面に含まれることから、調査区全体で一定した

層序というものは見られない。また、遺構検出は基

本的に地山面で行ったが、遺構面までの深さは場所

によって大きく異なる。頂部平坦地や北斜面地区な

ど傾斜の緩やかな場所では30-40cmであるが、傾斜

の急な丘陵地区では斜面全体が階段状に造成されて

いるため、テラス部分に流出土が厚く堆積し、平均

で50-60cm、厚いところでは 1m以上にも達してい

る。このような状況であるが、調査区の層序全体を

概観した場合、以下のようにまとめることができる。

ほぼ平坦な丘陵頂部においては、第 I層：褐色士

（表土）•第 II 層：褐灰色土（遺物包含層） •第 m

層：地山の順でほぽ水平に堆積し、通常の堆積状況

を示すが、東西断面のように傾斜のきつい部分では、

テラスごとに堆積状況が異なるため、連続した層序

は認められない。しかし、調査区内でも南北断面の

ように最も傾斜の緩やかな部分から北斜面地区にか

けては、第 I層：褐色土（表士）、第 II層：黄褐色

土、第m層：褐色土（包含層）、第w層：地山とな

り、比較的安定した層序が認められる。また、遺構

については全体的に第II層以下の遺物包含層によっ

て良好に被覆されている状況である。以上のことか

ら、この集落は廃棄された後、斜面ゆえの度重なる

流出土により自然埋没し、以後は客土が持ち込まれ

ることもなく、また、開墾等による大きな削平を受

けることもなく、良好な状態で今日まで保たれてき

たことが、遺構の残存状況からも推察される。

2 . 検出された遺構と遺物

(1)調査結果の概要

調査区は標高42.3m、谷水田との比高約30mの丘

陵に位置し、谷地形によって竪穴住居の密集する丘

陵地区と北斜面地区に分かれる。丘陵地区は斜面を

数段のテラス状に造成することによって平坦な面を

確保し、そこに堅穴住居や掘立柱建物、柱列などを

配している。丘陵地区で検出された主な遺構として、

竪穴住居57棟、掘立柱建物 9棟、柱列76条、土坑 1

基、溝 3条などがある。また、丘陵地区の北に位置

する北斜面地区では掘立柱建物 1棟、屈曲する柱列

1条、溝 1条などを検出している。今回検出された

竪穴住居で最大のものは長辺12mX短辺8.4m (S 

Hll)で、最小は一辺2.7m(S H23)の規模である。

また、掘立柱建物はいずれも桁行きが 2,..._, 3間、梁

行きが 1間の小規模なものである。

遺物はコンテナ箱120箱分の量が出土したが、大

半が包含層からの出士である。そのため、ほとんど

は断片的な破砕片であり、調整技法や文様など不明

なものが多い。遺物には土器・石器・玉類・石製品

などがあり、大半が土器類で占められる。器種的に
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は壺・甕・高杯・鉢などが見られる。士器の中には

須恵器が 2点ほど含まれるが、それ以外の遺物はす

べて弥生時代中期後葉に属するものである。なお、

特筆すべき遺物としてヒスイ製の勾玉(236)とガラ

ス製品(235)がある。

(2)凡例

1. 本遺跡では、調査区が谷地形によって二つに分

断されるため、丘陵地区と北斜面地区に分けて記

述を行った。また、竪穴住居が全体に分布する丘

陵地区では、便宜上、各テラス又は同一平面上の

まとまりをひとつの単位として、丘陵の頂部から

下に向かってA---K地区の順に機械的に分割して

記述をすすめた。なお、 A地区では平成6年度に

津市教育委員会が行った調査区の残存部もあわせ

て図化を行った。

2 . 竪穴番号は地区の順に従って機械的に付与した

ものである。ただし、切り合いをもつ竪穴につい

ては古い順に番号を付し、床面が同レベルで 2辺
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平成6年度
律市教育委は会調牡区

第9図調査区分割図 (1: 500) ゜
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以上の共有する壁面をもつか、 SH2のように明

らかに拡張と見られるものについては、基本的に

前建物の拡張と記述し、竪穴番号は付していない。

3. 各竪穴住居の実測図には原則として平面図、断

面図を、また一部遺物出土状況図も記載した。平

面図には地床炉の焼土範囲を格子模様のスクリー

ントーンで示した。なお、切り合いをもつ竪穴住

居の平面図についてはできるだけそのまま、まと

めて記載した。

4. 断面図は、原則として主柱穴の中心を通るライ

ンで作成したが、柱穴のないものは各辺の中央を

結ぶラインで作成した。

5. 実測図の縮尺は1/100、遺物出土状況図の縮尺

は1/20で統一した。また、平面図は原則として

住居の各辺が版面の縦、横線に平行するよう配置

したが、方位はレイアウトの都合上統一していない。

6. 住居の平面規模は、隅が直角に近いものは壁長

を、隅に丸みを帯びているものについては竪穴中

央で交錯する十字線を想定し、各軸長を測定して

記載した。測定は遺構検出面で行った。

7. 竪穴住居の墜の高さは「壁高」で統一した。壁

高は本来掘り込み開始面から計測すべきものであ

るが、本報告では検出面から床面までの高さを壁

高としている。したがって、それぞれの残存状態

には差があり、本来の壁高は記述された数値以上

ということである。

8. 各遺構から出土した遺物量はコンテナ箱及びビ

ニール袋に換算して表示をしたが、コンテナ箱は

59cm X 38cm X 16cm、ビニール袋は40cmX 25cmの大

きさを基準としている。

E
 

ニ疇冒

F 
25.0m 

北斜面地区 南北断面図

A地区

G
 

H 
36.0m 

丘陵地区 東西断面図

A地区

J 
36.0m 

丘陵地区 南北断面図

第10図調査区断面図 (1: 450) 

-17-
゜

20m 



(3)土器の形態分類
本遺跡出土の土器に関する分類上の基準をまず明

らかにしておく。資料は若干量の古墳時代後期の土

器（須恵器）を含むが、そのほとんどが弥生時代中

期後葉のものである。土器の器種は壺・甕・蓋・高

杯・鉢などである。遺存状態は良くなかったが、こ

こでは器種ごとに形態差による大まかな分類を行い、

さらに施文や法量による細分を行った。以下、その

分類基準を列記する。

壺 大きく 3つに分類した。 A類は広口壺で口縁

部が大きく開き、端部外面に明瞭な面をもち、体部

は算盤玉状になるものを一括した。さらに口縁端部

の形態差により Al,...,A5に分類、体部A7は法量

により細分した。 B類は口縁部が受口状を呈するも

のを一括した。形態差からBl,...,B3に大別し、さ

らに口縁部の形態差及び凹線文の有無により細分し

た。 C類は内湾状口縁をもつものである。

壺A1 口縁端部がほぼ垂直で、外面に櫛描波状

文、内面に矢羽根状の櫛剌突文が巡る。

壺A2 口縁端部はやや外傾し、外面に櫛描波状

文、内面に 1,..., 2条あるいは矢羽根状の櫛刺突文が

巡る。外面の波状文が不明なものも含む。

壺A3 口縁端部は大きく折り返し、やや外傾す

る端部外面に櫛描波状文、内面に櫛刺突文が巡る。

壺A4 口縁端部は小さく折り返し、やや外傾す

る端部外面に波状の押圧文が巡る。

壺A5 頸部の径に対して口縁部の開きが小さい

形態のもので、口縁内面に櫛刺突文が巡る。

壺A6 今回出土した士器の中では大型の部類に

人るもので、頸部に数段の櫛描横線文が巡る。

壺A7-1 算盤玉状の小型の壺体部である。櫛

状工具による簾状文や波状文が数段巡る。

壺A7-2 算盤玉状の体部で、櫛状工具による

横線文や波状文が数段巡る。

壺B1 -1 受口状の口縁部をもつ細頸壺で、ロ

縁部外面は無文である。 a類が大半をしめる。

壺81-2 形態的にはB1 -1と同様で、口縁部

外面に 1,..., 3条の凹線文が巡る。 a類が大半をしめる。

壺B2 受口状の口縁部をもつ太頸壺で、口径が

22cmをこえる大型のものである。口縁部外面に 3,..., 

4条の凹線文が巡る。 a類が大半をしめる。

壺B3 口径に対して頸部が太く短い形態のもの

で、頸部に数条の細い沈線が巡る。

壺C 内湾する口縁部をもつ細頸壺で、口縁外面

に数段の櫛描横線文が巡る。

甕 大きく 3つに分類した。 A類は口縁部がくの

字形に短く屈曲する甕を一括し、口縁の形態差によ

りA1,....,A 7に分類した。さらにA1は凹線の有無

により細分した。 B類は口縁部が緩やかに外反する

甕を一括し、口縁端部の刻みの有無によってB1と

B 2に大別した。さらに B1を口縁部の形態差から、

B 2を法量からそれぞれ細分を行った。甕Cは口縁

部が受口状の甕を一括した。口縁部の形態差により

C 1,...., C 4に分類し、 C2は法量により細分した。

甕A1-1 口縁部はくの字形に短く屈曲し、端

部に明瞭な面をもつ。

甕A1-2 形態的にはA1 -1と同様であるが、

端部に 1条の浅い凹線が巡る。

甕A2 口径が35cmをこえる大型のもので、口縁

部は立ち気味に短く屈曲し、端部に明瞭な面をもつ。

甕A3 口縁部が短く水平に近い形で屈曲する小

型の甕である。

甕A4 薄手の器壁で、端部の面は明瞭でない。

甕A5 口縁部は短く水平に近い形で屈曲し、ロ

縁端部をつまみ上げる。

甕A6 口縁部はやや外反気味に短く屈曲し、ロ

縁内面は粗いョコハケ調整がなされる。

甕A7 肥厚した口縁端部は明瞭な面をもち、刻

み目が巡る。

甕B1 -1 口縁部は頸部からゆるやかに外反し、

端部の面は明瞭でない。

甕81-2 口縁部はやや短く立ち気味に外反し、

端部の面は明瞭でない。

甕81-3 薄手の器壁で、口縁部は頸部から緩

やかに外反する。端部の面は明瞭でない。

甕82-1 口縁部は頸部からやや長めにゆるや

かに外反し、口縁端部に上下 2段の刻み目が巡る。

口縁内面には粗いョコハケ調整がなされる。体部に

は粗いタテハケ調整がなされた後、櫛状工具による

横線文・列点文・波状文を巡らす。

甕82-2 形態や施文は甕B2 -1とほぼ同様

で、口径が30cmをこえる大型の甕である。
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甕C1 口縁部は、ゆるやかな頸部からほぼ垂直

に立ち上がる。

甕C2-1 口縁部の立ち上がりはやや外傾し、

内面に粗いョコハケ調整がなされる。

甕C2-2 形態的にはC2 -1と同様であるが、

大型で口縁外面には上下 2段の刻み目を巡らす。

甕C3 口縁部の立ち上がりはやや内傾し、体部

外面には櫛状工具による剌突文や横線文、波状文を

巡らす。

甕C4 水平部からほぼ垂直に立ち上がる形態の

口縁部をもつ小型の甕である。体部外面には櫛状エ

具による刺突文や横線文、波状文を巡らす。

蓋A1 直径12cm以内の小型の蓋である。

蓋A2 匝径18cm前後の蓋である。

高杯A 口縁部が水平な杯部をもち、脚部は円筒

状の部分から裾が緩やかに開く。

高杯 B 内湾気味に開く杯部をもち、脚部は杯底

部から裾が緩やかに開く。

鉢A1 口縁部はくの字形に短く屈曲し、端部に

明瞭な面をもつ。

鉢A2 形態的にはAlと同様であるが、端部に

浅い 1条の凹線を巡らす。

壺底部A 底部から体部へ向かって緩やかに拡が

るものを一括する。

壺底部 B 底部からほぼ垂直な立ち上がり部をもっ

て緩やかに拡がるものを一括する。

甕底部A 壺底部に比較して立ち上がり角度の大

きいものを一括する。

甕底部 B 底部からほぼ垂虹な立ち上がり部をも

ち、壺底部より立ち上がり角度の大きいものを一括

する。

壺・甕底部A1 底部が平坦なものを一括する。

壺・甕底部A2 底部が平坦でなく、やや凹状の

ものを一括する。

壺底部A3 底部が平坦でなく、やや凸状のもの

を一括する。

壺・甕底部B1 底部が平坦なものを一括する。

壺・甕底部B2 やや凹状の底部を一括する。

壺・甕底部B3 やや凸状の底部を一括する。

甕底部84 底部が極端な凹状のものを一括する。

甕底部C 台付き甕の脚台部である。

壺底部C 台付き壺の脚台部である。端部に明瞭

な面をもつ C2ともたない C1がある。

鉢底部 高台状の鉢の底部である。
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(4)各説 1
ここではA~Kの各地区ごとに、辿構の概要と個々

の迫構を出土迫物と共に記述したが、石器および玉

類、石製品についてはそれぞれ別に氾述を行った。

また、出土追物についての記述は出上凩と形態分類

及による分類のみとし、法は、洞幣技法等について

は別紙観察表にまとめた。

A地区

A地区の概要 A地区は調査区内で最も邸く 、標

閥38.5mに位四する。ほぼ平坦な而を成し、建物等

を構築するには蚊適の場所である。今回の潤介で竪

穴住居16棟・ 掘立柱建物 1 棟・ 柱列 7 条 • 土坑 1基

などを検出した。竪穴住居はその規校から、長辺が

5m前後の小咆のものと Sm前後の中型のもの、さ

らに 9mを越える大型のものの 3つに大別できる。

また、その分布状況から、比較的近接した場所で切

り合う北側のSHl~SH4のグループと、ほぼ同

ー地点で切り合いを屯ねる一群 (SH5 ~ SH7 •

SH11~Sll13 • SH14~SH16)が切り合う南側

のグループと、東辺を揃え直線的に切り合う西側縁

,✓ 8 

第14図 A地区遺構図

（丘陵地区）
辺部のSH8 ~ S HlOのグループの 3つに分けるこ

とができる。北端部と南端部には斜面を切り込んで

テラスが辿られ、テラス」こでは柱列や溝が検出され

た。

SH  1 A地区の北側に位四し、互いに切り合う

4棟 (SHl~SH4)の中で最も古い竪穴住居で

ある。このグループは小型→中型→大型→小型とい

う規模の変忍が短える。 SH1は他の 3棟とは方向

が異なるが、床面の椋翡は SH2 • SH3 とほぼ同

じである。規校は東西辺4.6mX南北辺4.1mの長方

形プランをもつ。周堅は東半分がSH2・SH3に

切られ消滅しているが、北壁の蚊も残存状態のよい

部分で検出面から床面まで壁高25cmを測る。現状で

は、東辺を除く 三方に輻20~25cm、深さ 7~10cmの

閲溝が巡るが、レペルの団紅かった東辺の周溝はSH

2 • SH  3の削平をうけた可能性があり、当初は全
周していたと推測される。また、西辺では周溝と壁

而との間に20cmほど輻があることから、壁面のみの

拡張がうかがわれる。 t柱穴は4個検出した。いず
れも径50cm、深さ80cmを測る。床面中央やや西寄り

-23-



で70cmX 50cmの範囲で赤色に焼けた部分が認められ、

炉の痕跡と考えられる。

出土遺物 コンテナ箱半分ほどの量が出土した。

壺A4 (1)、壺A2 (2)、甕底部B1 (3)、甕底部C

(4)などがあり、その他は大半が壺と甕の体部細片で

ある。いずれも床面付近から出土している。

SH2 SHl を切り、 SH3•SH4 に切られ

る形で検出した。二重に巡る周溝の状況から拡張が

認められる。規模は、拡張前が南北辺6.4mX東西

辺4.7m、拡張後は南北辺7.5mX東西辺5.5mを測る

中型の竪穴住居である。いずれも長方形プランを示

し、拡張後の床面積は拡張前の約1.3倍に増加して

いる。周壁は、大型の SH3に切られ北壁の一部が

僅かに残存するのみで、壁高は20cmを測る。周溝は、

SH4に切られ消滅している北東隅以外は二重に全

周し、幅15,...__,20cm、深さ 6,...__, 10cmを測る。拡張前の

周溝には南辺から南東部の主柱穴に匝角に取り付く

溝が見られ、拡張後の周溝には排水溝と壁柱穴が見

られる。排水溝は長さ2.5mを測り、北西隅から西

の斜面側に延びる。壁柱穴は径12,...__,20cm、深さ20cm

を測り、東辺と南辺の壁際にほぼ等間隔に並ぶ 7個

が検出された。主柱穴は 4個検出した。いずれも径

60,...__,80cm、深さ80cmを測り、柱痕跡が明瞭に認めら

れた。柱痕跡は径17,...__,22cmを測り、柱穴の底部に逹

していた。床面中央やや北寄りでは灰混じりの土が

充満した長径85cm、深さ12cmを測る浅い楕円形土坑

を検出した。壁面に焼け締まった様子は認められな

いが、その位置から炉の痕跡と考えられる。

出土遺物 ビニール袋 1袋分の量が出土した。壺

や甕の体部破片が大半で、実測に耐えるものはなかっ

た。床面付近から多く出土している。

SH3 SHl•SH2 を切り、 SH4 に切られ

る形で検出した。南北辺9.6mX東西辺8.0mを測る

大型の竪穴住居で長方形プランをもつ。 4棟の中で

は最大のもので、今回検出した中でも第 2位の規模

をもつ。固壁は東壁の一部が残存するのみで、壁高

50cmを測る。現状では南辺と東辺の南側半分に幅15

,._,zocm、深さ 8,...__, 10cmの周溝が巡っている。西側は

削平を受けているため、周溝が消滅した可能性があ

り、当初はコの字型に巡っていたと推定される。主

柱穴は 4個検出した。一辺60cmの方形に近い掘り形

で深さ55cmを測るが、北西隅の柱穴だけがひじょう

に小型で浅く、いずれの柱穴にも切り合い関係が認

められた。床面には焼土など炉の痕跡らしきものは

認められなかったが、南東隅で一辺 1m、深さ40cm

と一辺70cm、深さ45cmの大小 2個の方形士坑を長さ

1.5m、深さ8,..._,lOcmの浅い溝で結んだ連結土坑を南

辺に平行する形で検出した。

出土遺物 コンテナ箱 1箱分の士器が出士した。

壺A2 (6)、壺体部A7 -1 (7)、甕A5 (5)、甕A

7 (8)、壺底部A1 (10)、甕底部B2 (9)、蓋A2 (1 

1・12)、高杯脚A(14)、ミニチュア甕の底部(13)など

がある。壺(6)は器表が荒れ、文様等の有無は不明で

ある。甕(5)はほぼ完形に復元され、底部は焼成前に

穿孔される。(9)は甕底部として分類したが焼成前に

穿孔される。この他の遺物は大半が壺と甕の体部破

片である。これらの遺物の中で明らかに遺構に伴う

と考えられるのは床面から出土した甕(5)・(8)と壺

(6)・(7)、ミニチュア甕の底部(13)で、他の遺物は

埋没途中に混入した可能性がある。また、士器以外

の遺物として石斧(194)・石鏃 (195) ・管玉 (233•234)

が出土している。

SH4 SH2• SH3を切る形で検出した。 4

棟の中では最も新しく、北側のA-1テラスが機能

を失い、廃棄埋没後に造られた竪穴住居である。南

北辺5.2mX東西辺4.5mの長方形プランをもつ。周

壁はよく残存し、南辺部で壁高52cmを測る。周溝は

全周し、幅15cm、深さ 5,..._, 8 cmを測る。西辺では周

壁と周溝の間にわずかに幅があり、拡張が行われた

ことを示している。主柱穴は 4個検出した。いずれ

も径50cm、深さ80,..._,90cmを測り、北側の 2個は切り

合い関係をもつ。床面中央やや北よりに炭・灰が充

満した径60cm、深さ31cmの土坑が検出された。壁面

に焼け締まった様子は認められないが、炉の施設と

考えられる。

出土遺物 コンテナ箱半分の量の土器が出土した。

壺A2 (15)、蓋A1 (16)、高杯脚A(17)などがある。

この他にも壺・甕の体部破片が出土しているが、い

ずれも埋没途中に混入した可能性があり、明らかに

遺構に伴う遺物は見られなかった。また、土器以外

の特筆すべき遺物としてガラス製品(235)が出土し

ている。
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SH5 A地区の南側縁辺部で検出した。ほぼ同

ー地点で切り合いを盾ねる一群 (SH5,.....,SH7)

の中で最も古い竪穴住居である。このグループは円

形→方形→長方形というプランの変遷が窺える。 S

H5 は SH6•SH7 に切られて東側の周壁と床面

が僅かに残存するのみである。検出した周溝の形状

から円形プランと考えられ、直径5.5m前後に復元で

きる。壁高はよく残存し、 30cmを測る。現存部分に

は幅15cm、深さ 6cmの固溝が弧状に巡り、主柱穴や

炉などは不明である。

出土遺物 ビニール袋 1袋分の量が出土した。壺

の体部破片が多く、実測に耐えるものはなかった。

SH6 SH5を切り、 SH7に大半を切られる

形で検出した方形プランの住居と推定される。現状

では、東辺に幅16cm、深さ 6cmの周溝が僅かに残存

する程度である。周溝底の標高と壁高は SH5とほ

ぼ同じであり、柱穴や炉などは不明である。遺物は

出土しなかった。

SH7 SH5•SH6 を切る形で検出した。 S

H6の床面を45cm掘り下げて造られている。 SH7

は周溝の形状から、長辺を北側に拡張した痕跡が認

められる。拡張前の規模は南北辺4.8cmx東西辺3.8

cm、拡張後は南北辺6.1cmを測り、いずれも長方形プ

ランを示す。周壁は流失した西側以外はよく残存し、

東辺で壁高85cmを測り、壁に半分食い込む形で径15

cmの壁柱穴を 6個検出した。周溝は西辺以外は拡張

前後とも全周し幅20.......,25cm、深さ10.......,15cmを測る。

主柱穴は全部で 6個検出した。北側の柱穴は拡張に

伴って心々距離で北へ 1m移動している。拡張前の

柱穴は径40.......,50cm、深さ60cmの平面円形を呈するが、

拡張後は一辺40.......,50cm、深さ60cmの平面方形を呈す

る。床面には40cmX 40cmの範囲で赤色に焼けた部分

が認められた。炉の痕跡と考えられ、拡張前は床面

中央やや北寄りにあった炉が、拡張後には床面中央

南寄りに位置を変えている。また拡張後の炉の東端

には、長さ30cmほどの細長い石が竪穴住居の長辺と

平行して据えられている。拡張後の炉は拡張前の床

面より 10cm高い面で検出されたことから、拡張に伴
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第17図 SH5-SH7実測図 (1: 100) 第18図 SH7遺物出土状況図 (1: 20) 
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い貼り床を行っていることが判明した。

出土遺物 コンテナ箱半分ほどの量が出土した。

壺A5 (18)、B2 -a (19)、甕B2 -1 (20• 21)、壺

底部B3 (22)、甕底部B2 (23)などがある。 (21)は

底部を欠くがほぼ完形の甕である。この他にも壺体

部・受口状甕の口縁破片などが多く出土している。

これらの遺物の中で(21)は周溝上、(20)・(22)は床面

からの出土である。また、他の遺物もほとんどが床面

付近からの出土であり、これらのほとんどは遺構に

伴う遺物と考えられる。また、士器以外の遺物とし

て石斧類(197,_, 199)・石鏃(196)が出土している。

SH 8 A地区の西側縁辺部で東辺を揃え、直線

的に切り合う一群 (SH 8 ---S H 10)の中で最も北

側に位置する。 SHlOに切られる形で検出した。南

側が切られ、西側は流失しているため全体の規模は

不明であるが、東西辺 8m以上 X南北辺2.8m以上

の長方形プランと推定される。周壁は東辺がよく残

存し、墜高70cmを測る。現状では北辺と東辺に、幅

20---30cm、深さ10---20cmの周溝がL字状に巡る。床

面にはいくつかのピットが検出されたが、いずれも

浅く規則的な配置は認められない。床面の北寄りに

は60cmx 40cmの範囲で赤く焼けた部分が認められ、

炉の痕跡と考えられる。断面観察により厚さ約10cm

の貼り床が認められた。 SH8は縁辺部に位置しな

SH 7 

がら長辺が 8m以上と非常に長く、南側には SB58 

（掘立柱建物）が存在することから、当初は掘立柱

建物を建てるためのテラスとして造られた可能性も

ある。

出土遺物 壺と甕の体部細片がビニール袋 1袋分

程度出土したが、実測に耐えるものはなかった。

SH 9 SH 10• SH 15と溝に切られる形で検出

した。全体の規模は不明である。周壁は南辺に僅か

に残存するのみで、壁高は 5cm程度である。柱穴の

配置から、やや平行四辺形のプランが窺われる。主

柱穴は 4個検出し、いずれも径30cm、深さ30cmを測

る。周溝は認められず、炉なども不明である。

出土遺物 ビニール袋に半分程度の士器片が出士

した。実測に耐えうるものはなかったが、壺頸部や

太い凹線が 5条以上巡る受口状口縁の破片などが見

られる。

SH10 SH8•SH9 を切る状態で検出した。

西側が流失しており、全体の規模は不明だが、南北

辺4.2mX東西辺2.8m以上の長方形プランと推定さ

れる。周壁は東辺がよく残り、墜高50cmを測る。周

溝は幅15,._,,30cm、深さ1o,._,, 30cmを測り、東辺と南辺

に逆L字状に巡る。主柱穴は 3個検出した。いずれ

も径30cm、深さ20,._,,40cmを測る。当初は 4本柱と推

定されるが北西の柱穴は確認できなかった。床面中

`
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第19図 SH7出土遺物実測図 (1: 4) 
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央付近には径30cmの範囲で赤く焼けた部分が 3カ所

認められ、炉の場所が移動したことを示している。

出土遺物 コンテナ箱半分の量が出土した。壺A

4 (24)、壺A6 (25)、甕B1 -1 (26)があり、いず

れも床面から出土した遺物である。 (25)は口縁部を

欠くが大型の広口壺である。

S 858 

この他にも実測はでき

なかったが、受口状の口縁部や、波状文をもつ壺体

部の破片などが見られる。

A地区の西側縁辺部に位置する。桁行き

3間(0.7m等間）

A
 

x梁行き 1間 (2.1m x 1.8m) 

E SB58 
37.5m 

量
第20図

SHIO 

SA67 

の

南北棟の建物である。妻側中央には、外側にわずか

にずれる柱穴が見られ、近接棟持柱建物に近い形態

をもつ。柱穴は棟持ち柱も含めて径25cm、深さ35cm

を測る。

S A67 

SH8•SH10に切られる形で検出したが、

当初この場所には SB58を建てるためのテラスが存

在した可能性が高い。

SHlOの東壁にほぼ平行し、

られる形で検出した。南北 3間 (2.1m) 

柱間は0.7mの等間である。柱穴は径20cm、深さ25

cmを測る。

37.fll 

言
S H 8~S H 10・S B 58・S A 67実測図 (1: 100) 
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SH 11 A地区の南側に位置する。ほぼ同一地点

で切り合いを重ねる一群 (SH 11......., S H 13)の中で、

最初に造られた大型の竪穴住居である。南北辺12m

x東西辺8.4mを測り、長方形プランをもつ。今回検

出した中では最大規模のものである。周壁は西側以

外はよく残り、東辺で壁高45cmを測る。現状では幅

20.......,30cm、深さ10.......,12cmの周溝が、南辺と東辺に L

字状に巡っている。主柱穴は 4個検出した。柱掘り

形は楕円形を呈し、長径2.2mX短径1.lm、深さ0.9

mを測る大型のものである。北西隅の柱穴は切り合

い関係より、わずかに北側へ柱位置の修正を行った

痕跡が認められる。床面中央がSH12• S H13によっ

て深く削られ、炉などは不明である。

出土遺物 ビニール袋 l袋分の量が出土した。壺

B 2 -a (27)、壺底部A1 (28)、甕底部B2 (29)な

どがあり、いずれも北西主柱穴からの出土である。こ

の他に、壺と甕の体部破片が床面から出土している。

SH12 SHllを切り SH13に切られる形で検出

した。南北辺8.lmX東西辺6.7mを測り長方形プラ

ンをもつ中型の竪穴住居である。周璧は、東辺で検

出面から墜高80cmを測る。現状では、幅20cm、深さ

10cmの周溝が北東隅と南辺の一部に認められるだけ

である。主柱穴は 4個検出した。いずれも径60.......,80

cm、深さ60cmを測る。床面中央やや北寄りには、 80

cm x 60cmの範囲で赤く焼けた部分が認められ、炉の

痕跡と考えられる。

出土遺物 壺か甕の体部破片が数片出土したのみ

で、実測に耐えうるものはなかった。この他に、土

器以外の遺物として石鏃(200)が出土している。

SH13 SHll• SH12を切る状態で検出した。

東西辺5.2mX南北辺4.3mの長方形プランをもつ。

周壁は検出面から璧高80cmを測り、床面の標高は S

H12とほぼ同じである。周溝は幅20cm、深さ 6cmを

測り、北辺と南西隅に僅かに残存する。主柱穴は 4

個検出し、径20.......,45cm、深さ50cmを測る。床面中央

東寄りには径60cmの範囲で赤く焼けた部分が認めら

れ、炉の痕跡と考えられる。

出土遺物 ビニール袋 1袋分の量が出土した。床

面に伴う遺物に甕底部A1 (30)がある。他には、壺

の体部破片が多い。土器以外の遺物では、特筆すべ

き遺物としてヒスイの勾玉(236)が出土している。

SH 14 A地区中央部で検出した。ほぼ同一地点

で切り合いを菫ねる一群 (SH 14,..,_, S H 16)の中で

最も古い竪穴住居である。 SH12の埋土上面から切

り込んだ部分だけが残存し、床面は地山まで達して

いない。墜高は20cmを測る。規模は、東西辺4.4rn X 

南北辺1.5m以上の方形プランと推定される。現状で

は幅20cm、深さ 5cmの周溝が現存部を全周し、南辺

では拡張の痕跡が認められる。主柱穴は南側の 2個

を検出したが、北側は SH15•16の柱穴と重複の可能

性があり、 2本柱か 4本柱かは断定し難い。南側の

柱穴はいずれも径50,..,_,80cm、深さ0.7,..,_,1.lrnを測る。

床面が削られ、炉等は不明である。

出土遺物 土器は出土しなかったが、磨石が 2

点 (201•202)床面から出土した。

SH15 SH14を切る形で検出した。 SH14の東

辺を踏襲している。規模は東西辺5.1rn X南北辺4.3

mの長方形プランをもつ。周嘩は北辺と東辺でよく

残存し、検出面より壁高35cmを測る。周溝は幅15,..,_,

20cm、深さ 8,..,_,10cmを測り、南東隅に検出できなかっ

た部分もあるがほぼ全周する。主柱穴は 4個検出し

吋

A
 

B 
38.0m 

゜
5m 

第24図 S H14実測図 (1: 100) 
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認められ、炉の痕跡と考えられる。焼けた部分の西

端には、長さ40cmの細長い石を据えた痕跡が認めら

れた。遺物は出土しなかった。

SH16 SH15の南北辺（短辺）を南に 1m拡張

したもので、規模は南北辺5.3mX東西辺5.lmの隅

丸正方形に近いプランとなっている。床面の標高は

S H15とほぼ同じである。この拡張は、すべての主

柱穴の移動を伴い、長辺が東西辺から南北辺に変化

している。周溝の規模はSH15と同じで全周するが、

南辺部に拡張が認められる。主柱穴は4個検出した。

いずれも径40cm、深さ50cmを測る。床面中央北寄り

には50cmX 40cmの範囲で赤く焼けた部分が認められ

た。炉の痕跡と考えられるが、石を据えた痕跡は検

出されなかった。

出土遺物 ビニール袋 2袋分の量が出上した。甕

底部B1 (31)の他、壺の体部破片がある。遺物の大

半は埋土掘削途中に出土したもので、明らかに遺構

に伴うものはない。

A-1テラス A地区の北端部に位置する。縁辺

部を匝線的に長さ 7m、深さ約40cm切り込んで造ら

れたテラスである。北側が流失するが、最大幅3.2

mを測る。テラス上では、近接する場所で切り合う

柱列 4条 (SA 68,..._, S A 71) ・溝・土坑などが検出

された。 SA68は直角方向にも柱穴が存在すること

から掘立柱建物の可能性もある。また、 2m X 1.lm 

の範囲で赤く焼けた部分が認められた。焼土の西側

には、周溝や排水溝状の遺構が認められることから

竪穴住居が存在したことも推測される。

S A68 テラス壁面に対して、やや斜め方向をと

る東西 4間 (4.4m)の柱列で、柱間は1.lmの等間

である。柱穴は径30cm、深さ60cmを測る。

S A69 東西 3間 (4.6m) の柱列で、柱間は両
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第25図 SH15• SH16実測図 (1: 100) 第26図 S H16出土遺物実測図 (1: 4) 
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端が1.2m、中央部は広く 2.2mである。柱穴は径30

cm、深さ40,..._,60cmを測る。

S A70 S A68に対して僅かに斜め方向をとる東

西 5間 (5.5m)の柱列で、柱間はほぼ1.1mの等間

である。柱穴は径25cm、深さ50cmを測る。

SA 71 SA 70とほぼ平行する東西 3間 (3.7m) 

の柱列で、柱間は両端が1.3m、中央部は狭く 1m 

である。柱穴は径20cm、深さ50cmを測る。

SK 139 A-1テラスの西側縁辺部で検出した

楕円形の土坑で、長径1.7mX短径1.lm、深さ 1.3m

を測る。遺物は弥生土器片が数片出土したのみで、

土坑の性格を究明するには至らなかった。また、東

側から排水溝状の溝が取り付き、関連性が窺える。

SD 140 A-1テラスの壁際で検出した。現存

部で長さ4.5m、幅0.8m、深さ0.2mを測り、柱列に

ほぽ平行することから関連が考えられる。

SA68 SA69 
A_ 

SA 70 
E_ 

B C 
38.!o 

SA 71 
G H 

鴻.Om

A Iテラス・柱穴・溝
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第27図 S A 68 "J  S A 71• S K 139• S D 140実測図 (1: 100) 
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A-2テラス A地区の南端部に位置する。斜面

を直線的に長さ 4m以上、深さ約50cm切り込んで造

られたテラスで、南側をA-3テラスに切られ、長

さ3m程度しか残存していない。テラスの壁際には

1.3m間隔で並ふ＼深さ40cmの柱穴が 2個と他にもい

くつかのピットが存在し、当初は 1条以上の柱列が

存在したことが推測される。また、テラスの西側縁

辺部では幅30cm、テラス面からの深さ30cmを測る溝

が検出された。

A-3テラス A-2テラスを切る形で検出し、

A-2テラスを約30cm切り込んで造られているが、

東側が撹乱のため長さ2.5m程度しか残存していな

い。テラスの壁際で 2条の柱列 (SA72• S A 73) 

を検出した。

S A72 等高線に平行する柱列で、南北 4間 (7.

5m)分を検出した。南側が調査区外のため全体の

規模は不明である。柱間は北から 3間目だけが広く

3 rnを測り、その他は1.5mの等間である。

SA 73 SA 72にほぼ平行する柱列で、南北 3間

(6.2m)分を検出した。南側が調査区外のため全体

の規模は不明である。柱間は 3間目が広く 3rnを測

るが、その他は1.6mの等間である。

A-4テラス SA 73の下に位置する。急な斜面

を等高線に平行して長さ6.1rn、深さ約20cm切り込

んで造られたテラスで、幅0.4rnを測る。柱穴や溝

などは検出されなかった。
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第28図 SA 72• SA 73• A -2,..,,, A -4テラス実測図 (1: 100) 
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B地区

B地区の概要 A地区から北西部ヘ一段下がった

標邸34~35mに位四する。壁際には急斜面を切り込

んで造られた竪穴住居やテラスが並び、その前面に

は比較的緩斜面が広がる。今回の潤在で竪穴住居7

棟 ・掘立柱建物3棟 ・柱列3条 ・溝などを検出した。

竪穴住居は基本的に上下 2段に 3棟ずつ配列され、

小型の住居だけで構成される。また、SI-121• SH  

22以外は切り合い関係を持たず、単独で存在する。

北東邪にはテラスがあり、壁面に,,z行して掘立柱建
物3棟 ・柱列3条 ・溝などを検出した。

第29図 B地区遺構図

゜
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SH 17 B地区の南東部に位置し、単独で存在す

る。丘陵の急斜面を深く切り込んで造られ、南北辺

6.3m X東西辺5.5mの長方形プランをもつ。周壁は

流失した西側と自然流路により削られた北側の一部

以外よく残存する。特に東側の壁高は、床面から切

り込み面までの比高差が1.7mにも及び、床面より高

さ1mの所に幅50cmのテラス状の部分を設けている。

テラスには南側半分に幅20cm、深さ10cmの周溝が弧

状に巡り、テラスの中央には 5個のピット列が、南

側には 7個のピット群が見られる。竪穴の周溝は幅

20cm、深さ 5-10cmを測り、北辺と西辺の一部で検

出できなかったが、それ以外は全周する。東辺と南

辺の周溝には拡張が認められ、東辺では拡張前後、

いずれの固溝にも径15-25cmを測る 3,....., 4個の壁柱

穴が見られる。南西隅には排水溝をもち、拡張前は

南辺の周溝から匝線的に、拡張後は斜め方向にそれ

ぞれ西斜面側へ延びる。主柱穴は拡張分も含め 6個

検出した。いずれも径50,.._,80cm、深さ70cmを測り、

東側の柱穴 2個は拡張に伴って柱の心々距離で50cm

外側に掘り直した痕跡が認められる。床面中央北寄

りには80cmX 70cmの範囲で赤く焼けた部分が認めら

れ、炉の痕跡と考えられる。焼土の南端には竪穴の

長辺と直交する形で長さ30cmの細長い石が据えられ

ていた。

出土遺物 検出された竪穴住居のなかで最も多く、

コンテナ箱で 4箱分の量が出土した。壺B1 -2a 

(32•33)、壺底部A 1 (35•37)、壺底部 A 2 (36)、壺

底部B2 (34)、甕Al-1(39)、甕A2 (40)、甕B2-

2(50)、甕C3 (38)、甕底部A2 (43)、甕B2 (41•42• 

44•45)、甕底部 B 4 (46)、甕底部C(47•48)、高杯脚

A (52)、高杯(51)、ミニチュア壺(49)、土錘(53,...,60)

などがある。士錘は 8個がまとまって床面から出土

墜柱穴

A
 

゜
5m 

第30図 S H17実測図 (1: 100) 
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した。それ以外の遺物は、すべて埋土掘削途中に出

土したものである。また、土器以外の遺物として石

斧(203)が床面から出土している。

＼ーーロニ二叫 ~a:il~

゜
5m 

第33図 S H18実測図 (1: 100) 
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第34図 S H18出土遺物実測図 (1: 4) 

SH18 SH17の排水溝下部に位置し、単独で存

在する。西側が流失のため、全体の規模は不明であ

るが南北辺3.5mX東西辺1.4m以上の長方形プラン

と推定される。周壁は、東壁がよく残存し壁高50cm

を測る。周溝は幅20cm、深さ 8......., 10cmを測り、東辺

から南辺に逆L字状に巡っている。西側縁辺部北寄

りの床面には40cmx 25cmの範囲で赤色に焼けた部分

が認められ、炉の痕跡と考えられる。主柱穴は検出

されなかった。この竪穴住居の西側斜面には、 6個

のピット列が認められ、盛り土の流出を防ぐための

施設に伴う杭列の可能性がある。

出土遺物 甕C1 (61)が出土した。他には壺・甕

の破片が数片出土したのみである。甕C1 (61)は接

合はできなかったが、櫛描横線文や波状文・列点文

をもつ体部破片がある。炉近くの床面から出土した。

SH 19 S H18の北側緩斜面に位置し、単独で存

在する。西側が流失のため全体の規模は不明である

が、南北辺4.8mX東西辺3.9m以上の長方形プラン

と推定される。北側には、南北辺を2.2m延長して

設けられたテラス状の張り出し部をもつ。周壁は、

東壁がよく残存し壁高70cmを測る。周溝は幅15.......,20

cm、深さ 5......., 10cmを測り、現存部を全周する。主柱

穴は 4個検出した。いずれも径30.......,40cm、深さ30cm

を測る。床面中央北寄りには60cmX 40cmの範囲で赤

く焼けた部分が認められ、炉の痕跡と考えられる。
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焼けた部分の南端部には長さ25cmの細長い石が長辺

と直交する形で据えられていた。

出土遺物 ビニール袋 1袋分の量が出土した。壺

や甕の体部破片に混じって、口縁端部外面に櫛描波

状文、内面に小さい瘤状突起を密にもつ広口壺のロ

縁部破片が見られる。

S H20 S H17の北側に位置し、 SH21に切られ

る形で検出した。東側半分がSH21や自然流路によっ

て削平をうけ、全体の規模は不明だが、主柱穴間の

距離や南北辺の長さがSH21とほぼ同じであること

から、東西辺4.3m(現状2.0m)X南北辺3.8mの隅

丸長方形プランと推定される。周壁は、残存状態の

よい西辺で璧高35cmを測る。周溝は幅15,...._,25cm、深

さ8cmを測り、現存部を全周する。主柱穴は 4個検

出した。西側の 2個は径25,...._,30cm、深さ25cmを測り、

切り合いが認められる。東側の 2個は深さ50cmと深

く、切り合いは認められない。床にば焼けた部分は

認められず、炉などは不明である。

出土遺物 壺か甕の体部破片が 2片出土したのみ

である。

S H21 S H20を切る形で検出したが、自然流路

により南側と東側の一部が大きく削られる。東西辺

4.3m X南北辺3.7mの隅丸長方形プランをもち、 S

H20とほとんど同じ場所で同規模の建て替えを行っ

ていることが判る。周壁は残存状態のよい東壁で墜

高20cmを測る。周溝は全周し、幅20,....,25cm、深さ 7

cmを測る。主柱穴は 4個検出した。いずれも径40cm

に対して深さ70cmを測り非常に深い。床面中央には

径40cmの範囲で赤く焼けた部分が認められ、炉の痕

跡と考えられる。

出土遺物 コンテナ箱 1箱分の量が出土した。大

半が壺と甕の体部破片である。壺A2 (62)は器壁が

荒れ、文様等の有無は不明である。周溝から出土し

た。他に、実測はできなかったが甕Al-1の口縁部

破片がある。

S H22 S H21の北西部緩斜面で検出した竪穴住

居で、単独で存在する。北側と西側が流失のため全

体の規模は不明であるが、東西3.5m以上 X南北3.3

m以上の方形プランと推定される。南辺の70cm外側

には平行する長さ2.5m、幅40cmの溝が検出され関

連性が窺える。周璧は、南辺がわずかに残存するのみ

で壁高30cmを測る。周溝は検出されなかった。主柱
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第35図 SH19実測図 (1: 100) 
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第36図 S H22実測図 (1: 100) 

穴は 2個検出した。他にも多くのピットが存在する

が規格性は乏しい。柱穴はいずれも径40cm、深さ50

cmを測り、当初は 4個の主柱穴であったと推定され

る。床面は流失や士坑による撹乱のため、炉と推定さ

れるものは検出できなかった。遺物も出土しなかった。

S H23 B地区の北東隅で検出した小型の竪穴住

居である。北側が流失のため、全体の規模は不明で

あるが東西辺2.7mX南北辺2.5m以上の方形プラン

と推定され、一辺の規模が判明している竪穴住居の

中では最小である。周壁は、南辺がわずかに残存す

るのみで墜高30cmを測る。周溝は幅20cm、深さ 7cm 

を測り、現存部を全固する。床面にはいくつかのピッ

SH 21 

三 ’620 
10 cm 

第37図 S H21出土遺物実測図 (1: 4) 
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トが存在するが規則的な配置は見られず、主柱穴は

不明である。床面中央には径35cmの範囲で赤く焼け

た部分が認められ、炉の痕跡と考えられる。遺物は

出土しなかった。

Bテラス B地区の北東部に位置する。急な斜面

を深く切り込んで造られたテラスで北側が流失する

が、長さ約14mX最大幅約 4m、切り込み面からテ

ラス床面まで比高差2.5mを測る。テラスでは壁面に

平行して建てられた掘立柱建物 3棟 (SB59• S B 

60• S B 61) ・柱列 3条 (SA 74• S A 75• S A 76) 

・溝 1条 (SD141)などを検出した。また、璧面に

は多くの柱穴が存在し、盛り土の流出防止などの施

設に伴うものと推定されるが、明確な規則性は認め

られない。

S 859 テラス西側に位置する。壁面から約1.2m

離れ、桁行きを壁面に平行して建てられた掘立柱建

物である。北西隅を自然流路で削られているが、桁

行き 3間x梁行き 1間 (3.4mX1.8m) の東西棟の

建物である。妻側の中央には外側にわずかにずれる

柱穴が見られ、近接棟持柱建物と呼ばれる形態をも

つ。柱穴は棟持柱を含めて径約25cm、深さ 40cmを測

る。また、建物の壁側には、桁行きに平行して長さ

5mX幅0.4m、深さ 15cmを測る溝 (SD141) が存

在し、掘立柱建物との関連が窺える。

S 860 S B59を同ー場所で建て替えた掘立柱建

物で、梁行きにわずかに拡張が認められる。桁行き

3間x梁行き l間 (3.6mx 2.4 m) の東西棟の建物

で、妻側中央から、 0.6とlm外側には柱穴が見られ、

棟持柱をもつ掘立柱建物と考えられる。柱穴は径25

cm、深さ30cmを測る。

S861 SB59と桁行きの柱筋を揃えて建てられ

た掘立柱建物である。北東隅が流失するが、桁行き

2間x梁行き 1間 (2.6mX 1.8m) の東西棟の建物

である。西側梁行きの中央には、外側に0.7mずれ

吋
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B 
35.0m 

‘、̀゜ 5m 

第39図 S H23実測図 (1: 100) 
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て柱穴が存在することから、棟持柱建物の可能性も

ある。柱穴は径25cm、深さ40cmを測る。

S A74 テラスの西側に位置し、ほぼ壁面に平行

する。 SB59• SB 60と重複するが前後関係は不明

である。南北 4間 (5.6m) の柱列で、柱間は1.4m

の等間である。柱穴は径30cm、深さ30cmを測る。

SA75 SB74を切る形で検出した。壁面に対し

て斜めに配置される。南北 4間 (4.4m) の柱列で、

柱間は1.lmの等間である。柱穴は径30cm、深さ 30c

mを測る。

S A76 テラスの東側に位置し、壁面にほぼ平行

する。 SB61と重複するが前後関係は不明である。

南北 3間 (3.9m)の柱列で、柱間は1.3mの等間であ

る。柱穴は径20cm、深さ30cmを測る。

SD  141 墜面に平行する溝で璧際で検出した。

長さ 5.0m、幅30~50cm、深さ 15cmを測る。 SB 59・

60の桁行きに平行し、屋根からの雨水処理などの用

途が推測される。
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C地区

C地区の概要 A地区から南西側ヘ一段ドがった

椋if:.i35~36mに位置し、念斜面を切り込んで造られ

た 3 カ所のテラス (C - l • C - 2 • C - 3) で構

成される。C-1テラスでは柱列数条とそれを切っ

て造られた竪穴住居2棟、C-2テラスでは柱ダIJ2 

条、C-3テラスでは柱列3条を検出した。

C- 1テラス C地区の北部に位閥する。怠斜I面

を深く切り込んで造られたテラスで、長さ13mX幅

5 m、切り込み而から平坦面までの比，凋差2.6mを測

る。壁際の柱ダlj2条 (SA 77 • S A 78)を切る形で

竪穴住居 2棟 (SH24・S H25)が検出された。

SA77 テラ ス壁面に平行し、 SA78に切られる

形で検出した。SH25と直複するため全体の規模は

第41図 C地区遺構図

不明であるが、南北511¥1分 (5.5m)を検出した。柱

間はUmの等間である。柱穴は径40cm、深さ50cmを

測る。

S A78 テラス墜ruiに平行し、SH24・SH 25に
切られる。全体の規模は不明であるが、南北21111分

(3 m)を検出した。柱H¥Jは1.5mの等間である。柱

穴は径25cm、深さ30cmを測る。

S H24 C -1テラス北側で、束辺が柱列を切る

形で検出した。単独でfi-tEし、南北辺5.0mX束西辺

4.0mのやや‘財行四辺形に近い長）j形プランをもつ。

周咽は、流失している西側以外はよく残存し、束辺

で整高60cmを測る。周溝はり晶20cm、深さ10cmを測り、

四辺をほぼ全周する。周溝には、西辺を除く 三辺に
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切り合い関係が認められ、僅かに壁の拡張を行って

いる。主柱穴は 4個検出し、径30cm、深さ50cmを測

る。いずれの柱穴も 3回の切り合い関係が認められ、

柱の建て替えが行われたことを示している。床面中

央北寄りには径45cmの範囲で赤く焼けた部分が認め

られ、炉の痕跡と考えられる。

出土遺物 コンテナ箱 1箱分の量が出土した。壺

B 2 -b(63)、壺底部A1 (64)、甕A4 (65)などが

ある。 (63)は太い 4条の凹線を施す太頸受口壺のロ

縁部で、図示できなかったが 2条の凹線を施す細頸

受口壺の口縁部も見られる。 (65)は器壁の薄いA4

類で炉近くの床面から出土した。その他の遺物はい

ずれも埋士の掘削途中で出土したものである。

S H25 C -1テラス南側、 SH24の 1m南で柱

列 (SA 77• S A 78)を切る形で検出した。単独で

存在し、南北辺5.0mX東西辺3.9mの長方形プラン

をもつ。周壁は、流失している西側以外はよく残存

し、東辺で壁高70cmを測る。周溝は幅15,....,20cm、深

さ5,....,10cmを測り、四辺をほぼ全周する。北辺では

周溝が二重に巡り、拡張の痕跡が認められる。主柱

SA 78 
A
 

SA77 

c_ D
 

5 m 

第42図 S A77・S A78実測図 (1: 100) 

穴は 4個検出した。いずれも径30,...__,40cm、深さ60cm

を測る。床面には他にもいくつかのピットが存在す

るが浅＜、竪穴住居が造られる以前のものである。

床面中央には50cmX 35cmの範囲で赤く焼けた部分が

認められ、炉の痕跡と考えられる。

出土遺物 コンテナ箱半分の量が出土した。壺B

2 -a(66)、壺底部A2 (68)、壺底部B2 (67)、甕

底部B3 (69)などがある。 (66)は太い 3条の凹線を

施す太頸受口壺で、図示できなかったが凹線を施さ

ない受口壺の破片 (Bl-la) も見られる。他に壺

の底部や体部破片がある。遺物は、いずれも埋士掘

削途中に出土したものである。

C-2テラス A地区南端部より一段下がった標

高36mに位置する。急斜面を約70cm切り込んで造ら

れたテラスで壁面は湾曲し、長さ9.5mX幅1.7mを

測る。柱列 2条 (SA 79• S A 80)と南端部では溝

を検出した。

S A79 テラスの壁側でSA80に切られる形で検

出した。南北 5間 (6.5m) の柱列で、柱間は1.3m

の等間である。柱穴は径40cm、深さ40,...__,70cmを測る。

SABO SA 79にほぼ平行するが、壁面に沿って

やや湾曲する。南北 6間 (7.0m)の柱列で、柱間は

北から 4間目と 5間目が1.5mでそれ以外は lmの等

間である。柱穴は径30,...__,40cm、深さ40,...__,50cmを測

る。

C-3テラス C-2テラスの一段下に位置する

が切り合い関係は不明である。長さ約14mX最大幅

約 2mで壁面は湾曲し、 C-2テラスとの比高差は

1 mを測る。柱列 3条 (SA 81• S A 82• S A 83) 

と南側で周溝を、また北側では排水溝状の遺構を検

出した。

S A81 テラスの墜側で検出した。壁に沿ってや

や湾曲する南北 5間 (7.5m) の柱列で、柱間は1.5

mの等間である。柱穴は径40cm、深さ70cmを測る。

S A82 テラスの中央部で検出した。壁面に対し

てやや斜めに配置された南北 4間 (3.6m)の小規

模な柱列で、柱間はほぼ0.9mの等間である。柱穴

は径30cm、深さ50cmを測る。

S A83 テラスの西側縁辺部で検出した。南北 5

間 (8.0m)の柱列で、柱間は1.6mの等間である。

柱穴は径30cm、深さ30,...__,50cmを測る。
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D地区

D地区の概要 B地区から西ヘ一段下がった標高

33~34mに位四する。 D地区北部は、今回の長査区

においてA地区を除き、最も頼斜の緩やかな地区で

ある。中央部から南部にかけては傾斜がきついため、

斜面を深く切り込んでテラス CDテラス）が造られ

ている。今回の調査で、北部の緩やかな傾斜面で堅

穴住居 2棟 (SH 26・S H 30)、Dテラスでは竪穴

住居 3 棟 (SH27 • SH28 • SH29)と掘立柱建物

2棟 (SB 62 • S B 63)、 柱列 3 条 (SA84 • SAS 

5 • S A86)などを検出した。

S H26 D地区北東部の緩斜面で検出した。単独

で存在する竪穴住居で、南北辺4.8mX東西辺4.6m

のほば正方形プランをもつ。周壁は、西辺が流失す

るが、東辺がよく残存し壁高65cmを測る。周溝は北

東隅に僅かに残存するが、床面が非常に軟弱な砂釘

土であり、とばしてしまった可能性もある。主柱穴

は4個検出した。いずれも径35~40cm、深さ40~70

cmを測る。床面中央やや北寄りには80cmx 70cmの範

囲で赤く焼けた部分が認められ、炉の痕跡と考えら

れる。焼けた部分の南端には、長さ21cmの細長い石

が南北辺に直交して据えられていた。

出土遺物 ビニール袋 1袋分の誡が出土した。甕

底部B1 (70) (71)、迎底部B2 (72)などがある。い
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ずれもB類の底部で、底の原いもの(72)と薄いもの

(70)があり、他に壺と甕の体部の破片がある。追物

は大半が埋土掘削途中に出土 したものであるが(72)

のみ床面に伴う辿物である。土器以外の辿物として

石斧(204)と不明石製品（敲石?)(205)がある。

Dテラス D地区中央部から南端にかけて位四す

る。比較的急な斜而を約80cm切り込んで造ったテラ

スで、壁面は丘陵に沿ってくの字形に洒曲し、長さ

15m X肩蘭 5mを測る。テラス中央部で竪穴住居 3棟

(SH27 • SH28 • SH29) ・掘立柱建物 1棟 cs
B62)、南側で掘立柱建物 l棟 (SB 63) ・柱ダlj3 

条 (SA 84・S A 85・S A 86)を検出した。 とくに

南側で検出した迫構群は柱列3条が掘立柱建物 (S

B 62)を囲むように配岡され密接な関辿が窟える。

S H27 Dテラスの南側に位廣し、近接した楊所

で切り合いを重ねる 3棟 (SH27~ S H29)の中で

最も古い竪穴住居である。SH28 • S H29に切られ

る形で検出し、東辺部が僅かに残存するのみである。

現存する規模は南北辺4.3m以上 X東西辺0.9m以上

で長方形プランと推定される。壁高は東辺部で30cm

を測る。周溝は検出されなかった。床面には、いく

つかビットは存在するものの規格性に乏しく 、主柱

穴としてはまとまらない。辿物は出土 しなかった。



S H 28 S H 27• S B 62 (掘立柱建物）を切る形

で検出し、南北辺4.3mX東西辺3.7mの長方形プラ

ンをもつ。周壁は西側が流失するが、最も残存状態

のよい南辺で壁高30cmを測る。固溝は幅20cm、深さ

8 cmを測り、流失した西辺を除き全周する。また、

北西部の主柱穴から西斜面側に 2条の溝が延びる。

主柱穴は 4個検出した。いずれも径30,...._.,40cm、深さ

50cmを測るが、他にも規則性をもったピットが存在

することから、ほぼ同じ場所で何度か建て替えを行っ

ていることが推定される。床面中央やや北寄りには

径30cm程の浅い窪みが存在するが、焼けた様子は認

められない。

出土遺物 ビニール袋 1袋分の量が出士した。壺

B 1 -lc(73)、甕A7 (74)、蓋A1 (75)などの他、壺

と甕の体部破片がある。甕(74)はA7類で口縁端部

に刻み目を巡らす。いずれも埋士掘削中に出土した

ものである。

S H 29 S H 27• S H 28を切る形で検出し、東西

辺4.2mX南北辺3.9mのほぼ正方形プランをもつ。

周墜は南辺以外よく残存し、壁高60cmを測る。四辺

には幅15cm、深さ10cmを測る周溝が全周し、南西隅

から長さ 1mの排水溝が一部暗渠となって南西側斜

面に延びる。主柱穴は検出されなかった。床面中央

やや北寄りには径60cmの範囲で赤く焼けた部分が認

められ、炉の痕跡と考えられる。

出土遺物 コンテナ箱半分の量が出土した。壺体

部A7 -1(76)、台付壺C1 (79)、甕A1-1(77)、甕

底部A2 (78)、土錘(80)などがあり、 (77)と(78)は

同一個体の可能性がある。他には接合はできなかっ

たが、 (77)• (78)・(79)に伴う体部破片があり、 (8

0)を除きいずれも床面に伴う遺物である。他に士器

以外の遺物として石鏃(206)・不明石製品（磨製石鏃

の未製品?)(207)が出土している。

S 862 テラス中央部で SH28に切られる形で検

出した。テラス東壁面に対して桁行きを平行して建

てられた掘立柱建物である。桁行き 2間x梁行き 1

間 (4.5mX 2.5m)の南北棟の建物で、平面はやや

平行四辺形に近い。南側梁行き中央には、外側に50

cmずれて柱穴が存在することから棟持柱建物の可能

性もある。柱穴は径30cm、深さ30cmを測る。

S 863 テラス南端部で検出した、東壁面に対し

て桁行きをほぼ平行して建てられた掘立柱建物であ

る。桁行き 2間x梁行き 1間 (2.5mX1.7m) の南

北棟の小規模な建物で、平面はやや平行四辺形に近

く、 SB62のプランと共通する。柱穴は径30cm、深

さ30cmを測る。

o, 言 、二:

吋

A_ 

｀ 
10 cm 

第47図 S H26実測図 (1: 100) 

゜
5 m 
第48図 S H26出土遺物実測図 (1: 4) 
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S A84 テラス南側で検出した、 SB63の梁行き

に対して平行する柱列である。東西 3間 (2.4m) 

で、柱間は0.8mの等間である。柱穴は径20cm、深

さ40cmを測る。

S A85 テラス南側縁辺部で検出した、 SA84に

途中で直交する柱列である。南北 6間 (5.4m)で、

柱間は0.6m,....,1.2mとかなり差がある。柱穴は径25

cm、深さ30cmを測る。

S A86 S B63の西側で検出した、一段下の Gテ

ラスから SA85の南端に取り付く柱列である。南北

4間(6.8m)で、柱間はほぼ1.7mの等間である。柱

穴は径20cm、深さ25cmを測る。

S H30 S H26の西側縁辺部で検出した竪穴住居

である。西側が流失のため、全体の規模は不明であ

るが南北辺6.lmX東西辺3.4m以上で短辺が外側へ

ややふくらむ隅丸長方形プランをもつ。周壁は南西

部にわずかに残存し、璧高40cmを測る。周溝は東辺

の南側が途切れるがそれ以外は全周し、東辺と南辺

で二重に巡ることから拡張が考えられる。また、南

辺については内側と外側の周溝がつながっており、

拡張後も同時に機能していたことが窺われる。周溝

は幅20cm、深さ 5,...._,10cmを測る。拡張前の南辺と東

辺の周溝には小さなピットが存在し、壁柱穴の痕跡

と考えられる。主柱穴は、南西部の柱穴 2個が撹乱

のため検出できなかったが、拡張分も含めて 4個検

出した。南側の柱穴は拡張に伴い、柱の心々距離で

60cm南側に移動している。柱穴はいずれも径30,...._,40

cm、深さ50cmを測る。床面中央部北寄りと北東隅主

柱穴の北側の 2か所で50cmX 80cmの範囲で赤く焼け

た部分が認められ、炉の痕跡と考えられるが、北東

隅のものは炉としては不自然な位置である。また、

S H30は東側で竪穴状土坑と切り合うが、切り合い

関係は不明である。土坑は形態的には竪穴住居の可

能性もあるが、周溝や主柱穴等は検出できなかった。

出土遺物 コンテナ箱半分の量が出土した。壺B

1 -lb(81)• B 1 -2a(83)• B 1-2b(82)、甕Al-

1(84入高杯脚A(85)などがある。図示できなかった

が、 4条の凹線が巡る太頸受口壺の口縁破片も見ら

れ、出土した壺はいずれも受口状のB類である。遺

物の大半は埋土掘削の途中で出土したものである。

／： 、ノノr、’アしrt-（{ 9
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第53図 S H30実測図 (1: 100) 第54図 S H30出土遺物実測図 (1: 4) 
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E地区

E地区の概要 C地区の南側に一段下がった標高

33mに位四する。斜面を切り込んで造られた東西 2

カ所のテラスで構成される。西側のテラス CEテラ

ス）では先行する 5条の柱列を切る形で竪穴住居3

棟が検出され、東側のテラスでは竪穴住居 2棟が検

出された。

Eテラス E地区の北側に位四する。比較的緩斜

面を80cm切り込んで造られたテラスで、長さllmX 

最大幅2.5mを測る。テラス南側で、壁面にほぽ平行

する形で5条の柱列 (SA87~ S A91)と溝を検出

したが、竪穴住居3棟 (SH31・SH32・SH33)

によって切られるため、全体の規模は断定し難い状

況である。

S A87 最も壁側に位四する。南北3間 (2.4m) 

分を検出した。 小規模な柱列で、柱間は0.8mの等間

である。柱穴は径30cm、深さ60cmを測る。

S A88 南北3閏 (3.6m)分を検出した。柱間

は1.2mの等間である。柱穴は径30cm、深さは両端

の2個が 1m、中央の2個は40cmを測る。

S A89 南北4間(4.8m)分を検出した。柱間は、

S A90 南北4間 (4.8m)分を検出した。柱間

は、北 2間が1.lmの等間、残り 2間は1.3mを測る。

柱穴は径30cm、深さ50cmを測る。

SA91 Eテラス中央縁辺部に位置する。 5個の

柱穴がほとんど隣接して並ぶ。南北1.2m、柱穴は

径20cm、深さ40cmを測る。

S H31 Eテラス中央部に位屈し、テラス壁面に

対してやや斜め方向に配惜される。すべての柱列を

切り SH32に切られる形で検出した。西側が流失し、

全体の規模は不明であるが南北辺4.5mX東西辺3.5

m以上の長方形プラ ンと推定される。周壁は最も残

存状態のよい東辺で壁高60cmを測る。周溝は幅15~

20cm、深さ 5~10cmで現存部分をほぼ全周する。他

にも弧状の周溝などが存在するが、どの竪穴に伴う

かは明らかではない。主柱穴は4個検出した。いず

れも径20~25cm、深さ30cmを測る。床面中央部やや

北寄りには径30cmの範囲で赤く焼けた部分が3カ所

認められた。炉の痕跡と考えられるがSH32の炉が

混在している可能性が大きい。

出土遺物 土器は出土しなかったが、床面から石

斧(208)が出土 した。

第55図 E地区遺構図 ゜
IOm 
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S H32 S H31を切る形で検出した。ほぼ同一場

所で、テラス壁面に対してほぽ平行に建て替えが行

われ、床面も同じレベルである。西側が流失し、全

体の規模は不明であるが南北辺4.4mX東西辺3.5m

以上の長方形プランと推定される。周壁は最も残存

状態のよい東辺で壁高60cmを測る。周溝は幅10"-15

cm、深さ5cmを測り、現存部分をほぼ全周する。主柱

穴は 4個検出した。いずれも径30cm、深さ30cmを測

る。床面中央部やや北寄りには径30cmの範囲で赤く

焼けた部分が 3カ所認められる。炉の痕跡と考えら

れるがSH31のものと混在し、最も西側のものが S

H32に伴う可能性が高いと考えられる。

出土遺物 周溝内から壺と甕の体部細片がビニー

ル袋 1袋分出土したが、実測に耐えるものはなかっ
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第56図 S H31~S H33、SA87~S A91実測図 (1: 100) 
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た。この他に、土器以外の遺物として石鏃(209)が床

面から出土している。

S H33 Eテラス南端部に位置する。 SH31を切

る形で検出した。西側が流失し、全体の規模は不明

であるが、南北辺3.lmX東西辺2.5m以上の方形プ

ランと推定される。周壁は残存状態の最もよい東辺

で璧高50cmを測る。周溝は輻20cm、深さ10cmを測り、

現存部分を全周する。主柱穴や炉と考えられる遺構

は検出されなかったが、東辺の南寄り周溝壁に僅か

に焼土が認められた。

出土遺物 壺頸部を含む土器片がビニール袋 1袋

分出土したが、実測に耐えるものはなかった。

S H34 E地区の南東部に位置する。急な斜面を

切り込んで造られた長さ 7mのテラス上で、 SH35 

に切られる形で検出した。テラスの長辺と平行する。

西側が流失し、全体の規模は不明であるが、南北辺

四辺形プランをとり、いずれも径20......,40cm、深さ25

,..,_,,40cmを測る。床面中央部やや南寄りには、焼土壁

をもった深さ30cmの士坑を検出した。その位置から

炉の痕跡と考えられる。

出土遺物 土器は出土しなかったが、床面から砥

石(210)が出土した。

S H35 S H34を切る形で検出した。ほぼ同じ場

所で東辺を揃えて建て替えを行っている。西側が流

失し、全体の規模は不明であるが南北辺4.5mX東西

辺2.8m以上の長方形プランと考えられる。周壁は

最も残存状態のよい東辺で壁高50cmを測る。周溝は

幅20cm、深さ8cmを測り、現存部分を全周する。東辺

には内側にも周溝が巡り、拡張が行われたことが窺

える。主柱穴は 4個検出し、いずれも径30......,40cm、深

さ50cmを測る。床面のほぼ中央部では、埋士に灰を

含むピットを検出した。炉に伴う施設と推定される。

出土遺物 コンテナ箱半分の量が出土した。大半

が壺と甕の体部破片で、甕底部A2 (86)の他に実測

に耐えるものはなかった。遺物の大半は埋土掘削途

中の出土で、明らかに遺構に伴う遺物は見られない。
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第57図 S H34・S H35実測図 (1 : 100) 第58図 S H35出土遺物実測図 (1: 4) 
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F地区
F地区の概要 D地区の北側に位凶する。束側半

分を最大で比邸差約4m切り込んで平坦な地形を確

保している。東西に細長い地区で、標高は30m前後

である。翌穴住居を7棟 ・柱列5条を検出した。竪

穴住居は、 一部直複するものの、比本的には束西方

向に一列に配四されている。

S H36 F地区の東端部に位凶し、弔独で存在す

る。北西関が撹乱を受けているが束西辺5.0mX南

北辺3.4mで長方形プランをもつ。1乱壁は、流失す

る北辺以外はよく残,{j.し、南辺で壁;Di50cmを測る。

周溝は船20cm、深さ10cmを測り、北西の撹乱部を除

いてほぼ全周する。南辺には二重に、東辺には三重

に周溝が巡り、拡張が行われたことを窺わせる。拡

恨前の周溝には北東隈から排水溝が東側に延びる。

視存する主柱穴は拡張後の竪穴に伴うものであり、

当初は主柱穴をもたなかった可能性がある。また、

~ 

束辺では拡張前の周溝の途中に拡張後の周溝が取り

付いていることから、拡張後も拡吸前の周溝が機能

していたことが窺われる。主柱穴は 4個検出 した。

いずれも径40~50cm、深さ70cmを測る。床面rt,央や

や東寄りには径40cmと径20cmの範囲で赤く焼けた部

分が2か所認められた。炉の痕跡と考えられるが、

北辺周溝の外側にも焼土が認められ、この部分は拡

張後の床而であった可能性が高い。

出土遺物 コンテナ箱半分の駄が出土した。大半

が壺と甕の体部破片で、実測し得たのは壺体部A7-

1(87)のみである。(87)は器表が荒れ、僅かに櫛描

横線文の痕跡を留める。他にA類の甕口縁や無頸壺

の口縁の破片も見られ、迫物の大半は埋土掘削途中

に出土したものである。

S A92 S H36の床LI.tiで検出したが、SH36との

，前後関係は~明である。 S H36の南北辺にほぼ平行

10層

-55-



する南北 3間 (2.1m) の柱列で、柱間は0.7mの等

間である。柱穴は径25cm、深さ15,....,30cmを測る。

S H37 S H36の西側に位置し、 SH38に切られ

る形で検出した。長辺を等高線に匝交させる形で配

置されている。南北辺6.8mX東西辺5.3mのやや平

行四辺形に近い長方形プランをもつ。周墜は、 SH

36によって消滅した北西部を除きひじょうによく残

存し、南壁で壁高80cmを測る。周溝は幅20cm、深さ

7 ,..._,10cmを測り、現存部分を全周する。北東隅から

長さ 3mの排水溝が暗渠となって東側に延び、暗渠

の部分は径40cmを測る。主柱穴は 4個検出した。い

ずれも径50cm、深さ60cmを測る。床面からは炉と考

えられる遺構は確認できなかった。

出土遺物 ビニール袋半分の量が出土したが、大

半が土器の細片で実測に耐えるものはなかった。

S H38 S H37を切り、長辺を等高線に直交する

形で検出した。北西隅が流失するが、南北辺5.6m

x東西辺4.4mの長方形プランをもつ。周壁は残存

状態のよい東辺で壁高55cmを測る。周溝は西辺と南

辺の二辺にのみ巡り、南辺には拡張が認められる。

周溝は幅10,..._,15cm、深さ8cmを測る。主柱穴は 4個検

出した。いずれも径40cm、深さ50,....,60cmを測り、北

側の柱穴 2個は切り合い関係をもつ。床面中央北寄

りには径40cmの範囲で赤く焼けた部分が認められ、

炉の痕跡と考えられる。焼けた部分の東端には長さ

20cmの細長い石が長辺と平行して据えられていた。

出土遺物 コンテナ箱半分の量が出土した。大半

が壺と甕の底部や体部の破片である。壺B1 -la(88)、

甕底部B4 (89)がある。他に実測はできなかったが

A4類の甕口縁部破片がある。 (89)は甕底部として

分類したが、焼成後に穿孔が成される。いずれも埋

土掘削途中に出土したものである。土器以外の遺物

として砥石(211)が床面から出土している。

S H39 S H38の北西に位置し、長辺を等高線に

直交する形で配置されている。単独で存在し、北側

が流失するが、南北辺5.2mX東西辺4.5mで平行四

辺形に近い長方形プランをもつ。周壁は残存状態の

よい東辺で墜高45cmを測る。周溝は幅15cm、深さ5cm

を測り、流失した北辺を除いて全周する。主柱穴は

4個検出した。いずれも径30,.....,40cm、深さ65cmを測

る。他にも 2個のピットが存在するが、ひじょうに

浅くその位償関係から掘削途中で放棄された主柱穴

の可能性もある。床面中央北寄りには60cmx 40cmの

範囲で赤く焼けた部分が認められ、炉の痕跡と考え

られる。

出土遺物 壺A2 (90)が東辺の周溝上から出士し

たのみである。器表が荒れ、調整・文様等は不明で

ある。

A
 

〇

SA92 

5 m 

゜
10cm 

第60図 S H36• S A92実測図 (1: 100) 第61図 S H36出土遺物実測図 (1: 4) 
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第65図 S H38出土遺物実測図 (1: 4) 第64図 S H37• S H38実測図 (1: 100) 
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S H40 S H39の北西に位置し、 SH56に切られ

る形で検出した。竪穴の南西隅が僅かに残存するの

みである。東西辺 4m以上x南北辺2.5m以上で、

隅の角度がかなり開くことから平行四辺形に近い方

形プランと推定される。周璧はよく残存し、南辺で

壁高70cmを測る。周溝は、西辺で二重に、南辺では

三菫に巡り、数度の拡張が行われたことが推則され

る。南辺の当初の周溝には柱穴が認められ、壁柱穴

の存在が考えられる。柱穴や炉は不明である。

出土遺物 ビニール袋 1袋分の量が出士した。 A

類• B類の壺の口縁部や甕の底部などが見られるが

実測に耐えるものはなかった。

S H41 S H39の南側に位置し、辺の方向は SH

39の南北辺と同じである。 SH42に切られる形で検

出した。南西隅部が僅かに残存するのみである。東

西辺2.7m以上 X南北辺（不明）で、方形プランと

推定される。周壁は、南辺に壁高14cmほどが残存す

るに過ぎない。周溝は幅15cm、深さ8cmを測る。柱穴

や炉などは不明である。遺物は出士しなかった。

S H42 S H39の南側に位置し、 SH41を切る形

で検出した。辺の方向は、 SH41より約45度東に振っ

ている。南東隅部が僅かに残存し、南北辺2m以上

x東西辺2m以上で方形プランと推定される。周壁

は東辺で璧高20cmを測る。周溝は幅14cm、深さ 6cm 

を測る。柱穴や炉などは不明である。遺物は出士し

なかった。

S A93 S H41の南北辺に対してわずかに斜めの

方位をとる柱列である。南北 4間 (1.6m) の小規

~
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第66図 S H41• S H42• S A93~S A96実測図 (1: 100) 
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模な柱列で、柱間は0.4mの等間である。柱穴は、

径20cm、深さ30cm~50cmを測る。

S A94 S H39の西側で検出した東西2間 (2m)

の小規模な柱列で、柱間は 1mの等間である。柱穴

は、径20cm、深さ25cmを測る。

S A95 S H39の西側で検出した南北2間 (3m)

の小規模な柱列で、SH39の南北辺にほぼ平行する。

柱間は1.5mの等間である。柱穴は、径25cm、深さ2

5cmを測る。

S A96 S H39の西側斜面で検出した東西2間

(3m)の小規模な柱列で、柱間は1.5mの等問であ

る。柱穴は、径30cm、深さ20cm~30cmを測る。

G地区

G地区の概要 調査区南側にあたり 、 D • C • E 

地区から一段下がった所に位置する。標高は30~32

mである。急斜面を切り込んで造られた細長いGテ

ラスと、その南側に位置する竪穴住居2棟 (SH43 • 

S H44)より構成される。Gテラスで柱列 8条を、

西側の斜面では柱列1条を検出した。

゜
s. 

第67図 S H40実測図 (1: 100) 

S H43 G地区の南端部に位爵し、南側及び西側

が削り取られている。SH44に切られる形で検出し

た竪穴住居で、円形プランをもつ。全体の規模は不

明であるが、直径5.5m前後に復元できる。周壁は

よく残存し、東側で壁高75cmを測る。周溝は現存部

分を弧状に巡り、幅20cm、深さ 8cmを測る。床面が

。第68図 G地区遺構図
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S A97• S A98 テラス南側の壁寄りに位置する。

この両柱列は柱筋を揃え、墜面にほぼ平行するが、

柱穴の柱間と深さが異なるため、あえて別々に報告

する。 SA97は、南北 2間 (2.6m)の柱列で、柱間

は1.3mの等間である。柱穴は径30cm、深さ55cmを

測る。 SA98は南北 3間 (3.3m)の柱列で、柱間は

1.lmの等間である。柱穴は、径30cm、深さ40cmを測

る。 SA97の3.lm北側にも、柱筋を揃える 2個の

柱穴が存在することから、これらすべて一連の柱列

として機能していた可能性がある。

S A99 テラス中央部の壁際に位置する。璧面に

平行する南北 3間 (2.7m)の小規模な柱列で、柱間

は0.9mの等間である。柱穴は径15cm、深さ 20cmを測

二 SA 100 テラス北側に位置する。壁面に平行する

91 南北 6間 (6.6m)の柱列で、柱間は1.1mの等間で
5m O 10cm 

ある。柱穴は径30cm、深さ40,...,,,50cmを測る。

第69図 S H43•44実測図 (1 : 100) 第70図SH43幽土遺鰈趣(1:4) SA 101 テラス南側に位置する。壁面に対して

S H44によって削られ、主柱穴や炉などは不明である。 やや斜め方向をとる南北 2間 (2.2m) の柱列で、

出土遺物 ビニール袋 1袋分の量が出土した。甕

底部C(91)の他に、壺や甕の体部破片がある。 (91)

は台付甕の脚台部であるが、やや甕底部B4の面影

を留めている。

S H44 S H43を切る形で検出した。南側と西側

が削り取られ、全体の規模は不明である。東西辺2.

5m以上x南北辺1.7m以上で、隅の角度がやや開く

平行四辺形に近い方形プランと推定される。周壁は

よく残存し、東辺の検出時で墜高90cmを測る。周溝

は現存部分を全周し、幅15,......,20cm、深さ5cmを測る。

床面にはいくつかのピットが存在するが規格性は見

られない。床面の南縁辺部には40cmX 20cmの範囲で

赤く焼けた部分が認められ、炉の痕跡と考えられる。

遺物は出土しなかった。

Gテラス 急斜面を等高線に沿って約80cm切り込

んで造られたテラスで、長さ26m、最大幅3.1mを測

る。中央部やや北寄りの所でGテラスからDテラス

へ通じる通路状の部分をもつ。テラス北側で柱列 2

条 (SA 100• S A 103)、中央で柱列 1条 (SA99)、

南側で柱列 5条(SA97• S A98• S AlOl• S A102• 

SA 104)を検出した。また、南側の斜面でも柱列

1条 (SA105)を検出した。

る。

柱間は1.lmの等間である。柱穴は径30cm、深さ60

cmを測り、 SA102と柱筋を揃える。

SA 102 テラス南側に位置し、 SAlOlと柱筋を

揃える南北 3間 (3m)の柱列で、柱間は 1mの等

間である。柱穴は径50cm、深さ30,...._,60cmを測る。 S

AlOlと一連の柱列として機能した可能性がある。

SA 103 テラス北側に位置し、壁面に対してやや

斜め方向をとる。 SAlOl• S Al02とほぼ同じ方位

をもつ南北 6間 (6m)の柱列で、柱間は 1mの等間

である。柱穴は径30cm、深さ40cmを測る。 SAlOO 

と切り合うが前後関係は不明である。

SA 104 テラス南側の縁辺部に位置する。壁に

対してほぼ平行する南北 2間 (2.6m) の柱列で、

柱間は1.lmと1.5mで不揃いである。柱穴は径39cm、

深さ50cmを測る。

SA 105 テラス北側の斜面で検出した。等高線

に沿って斜め方向をとる南北 3間 (4.5m) の柱列

で、柱間は1.5mの等間である。柱穴は径20cm、深

さ20cmを測るが、それぞれ近くに別の柱穴が存在す

ることから、ほぼ同ー場所で造り替えを行っている

ことが認められる。斜面には、まだいくつかの柱穴

が見られ、他にも柱列の存在が推測される。
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H地区

H地区の概要 調査区の南西部に位四する。 G地

区の一段下にあたり、標高は29mである。急斜面を

深 く切り込んで造られた大規模なテラ ス (H-2テ

ラス）が、先行する北部の小規模なテラス (H- 1 

テラス）を切る形で検出された。 H-1テラ スで柱

列 5条、H-2テラスでは竪穴住居 1棟 ・掘立柱建

物 2棟 ・柱列11条を検出した。

H-1テラス H地区の北端部に位四する。斜面

を等高線に沿って直線的に長さ 6m、深さ40cm切り

込んで造られた小規模なテラスで、最大幅1.lmを

測る。壁面に平行する柱列5条 (SA106~ S AllO) 

と小規模な溝を検出した。

SA 106 テラス北側に位岡する。南北4間 (2.8

m)の小規模な柱列で、柱間は0.7mの等間である。

柱穴は径40cm、深さ40cmを測る。

SA 107 テラス南側に位置する。南北4間 (2.8

m)の小規模な柱列で、柱間は0.7mの等間である。

柱穴は径40cm、深さ50cmを測る。 SA106と柱筋を

揃えることから、中央問を広く取った一迪の柱列と

考え られる。

SA 108 テラス南側に位阻する。SA107を切る

形で検出した。南北2間 (3m)の柱列で、柱間は

1.5mの等間である。柱穴は径35cm、深さ35cmを測る。

SA 109 テラス南側の縁辺部に位樅する。南北

211¥](4m)の柱列で、柱問は2mの等問である。

-62-

(6 m)の柱列で、柱間は 2mの等間である。柱穴

は径20cm、深さ20cmを測る。

H-2テラス 急斜面を等高線に沿って深さ約2

m切り込んで造られたテラ スで、長さ20.5m、最大

幅5.2mを測る。比較的規模の大きなテラスである。

竪穴住居 l棟 (SH45)・ 掘立柱建物2棟 (SB64 • 

SB 65) ・柱列11条 (SAlli~ SA 121)を検出し

た。また、テラスの西斜面には多くの柱穴が存在す

ることから、盛り七の流出を防ぐための杭列の存在

も考えられる。

SA111 テラス北側で墜寄りに位脳する。壁面に

対してほぼ平行する南北11ro9(10.5 m)の柱列で、柱

間はほぼ 1mの等間である。柱穴は径30~40cm、深

さ50cmを測る。

SA112 SAlllの約80cm西側に位骰し、テラス

壁面に対してほば平行する南北 7間 (8.1m)の柱

列で、柱間は0.7~1.7mとかな り差がある。柱穴は

径35cm、深さ20~60cmを測る。

SA 113 テラス北部に位四する，壁面に対し、

やや斜め方向をとる南北 5「M1(5.5 m)の柱列で、

柱間はl.lmの等間である。柱穴は径40cm、深さ45

cmを測る。

SA114 テラス北部に位爵する。壁面に対して、

ほぼ平行する南北5闇 (5m)の柱列で、柱間はほ

ぼ1mの等間である。柱穴は径30cm、深さ45cmを測

る。

SA 115 テラス北側の最も西側の縁辺部に位府



する。壁面に対して、やや斜め方向をとり、 SAll

3に平行する。南北 3間 (3.2m)の小規模な柱列で、

柱間は南側 1間目が0.6mと狭く、その他は1.3mの

等間である。柱穴は径25cm、深さ40cmを測る。

SA 116 テラス中央部に位置する。壁面に対し

て斜め方向をとる南北 3間 (3.3m)の柱列で、柱

間は1.lmの等間である。柱穴は径25cm、深さ20,..._,3

5cmを測る。

SA 117 テラス南側に位置し、壁面に対してほ

ぼ平行する。南北 4間 (3.6m)の柱列で、柱間は

北側 1間目が1.2mと広く、他は0.8mの等間である。

柱穴は径30cm、深さ40cmを測る。 SAlllと柱筋を

揃えて配置されることから、柱穴の規模は異なるが

一連の柱列として機能していた可能性がある。

SA 118 テラス南寄りの最も墜際に位置する。

壁面に対してほぼ平行する南北 3間 (6.3m)の柱

列で、柱間は2.lmの等間である。柱穴は径35cm、深

さ35cmを測る。

SA 119 テラス南部で SA118と同じ方向をとり

重なるように位置する。南北 2間 (3.5m) の小規模

な柱列で、柱間は北側の 1間目が 2mと広く、 2間

目は1.5mで狭い。柱穴は径25cm、深さ30cmを測る。

SA 120 テラス南寄りに位置する。壁面に対し

てほぼ垂直方向をとる東西 2間(2.2m)の小規模な

柱列で、柱間は1.lmの等間である。柱穴は径25cm、

深さ30cmを測る。 SA119と直交し、柱穴の規模も

等しいことから、 L字形の柱列として機能していた

と考えられる。

SA 121 テラス南寄りの西側縁辺部に位置する。

壁面に対してやや斜め方向をとる南北 2間(2.8m)

の柱列で、柱間は1.4mの等間である。柱穴は径30cm、

深さ25cmを測る。

S H45 テラス南端部に位置する。テラス壁面に

対して長辺をほぼ平行し、掘立柱建物 (SB64• S 
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B65)と柱列 (SA117・S A119)に切られる形で

検出した。規模は、残存している周溝から南北辺3.

lm以上x東西辺2.lm以上のやや隅丸長方形プラン

と推定される。周壁はほとんど残存していない。周

溝は、現状では東辺と北辺に二軍に巡る。内側の周

溝は幅15cm、深さ8cmを測り、東辺には壁柱穴と考

えられる小さな柱穴が並ぶ。外側の周溝は幅30cm、

深さ10cmを測る幅の広いもので、東辺には 8個の壁

柱穴が並ぶ。主柱穴は 3個検出した。いずれも径45

cm、深さ60cmを測る。主柱穴は、当初は 4個存在し

たと考えられるが、北西隅の柱穴は検出できなかっ

た。床面中央やや北寄りには80cmX 60cmの範囲で赤

く焼けた部分が認められ、炉の痕跡と考えられる。焼

けた部分のほぼ中央には、長さ40cmの細長い石が長辺

に直交して据えられていた。遺物は出土しなかった。

S B64 テラスのほぼ中央部に位置する。桁行き

2間x梁行き 1間 (1.9mX 1.9 m) の東西棟の小規

模な建物である。梁行き側中央部には、やや外側に

ずれて柱穴が存在することから棟持柱建物の可能性

もある。柱穴は径40cm、深さ40cmを測る。

S B65 S B64のほぼ同一場所での建て替えと考

えられる。桁行き 2間X梁行き 1間 (1.9mX2m)

の東西棟の建物で、 SB64と同じ規模である。梁行

き側中央部には、外側に僅かにずれて柱穴が存在す

ることから SB64と同様に棟持柱建物の可能性もあ

る。柱穴は径30cm、深さ30cmを測る。
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I地区

1地区の概要 調査区の西側中央部に位置する。

D・G地区の一段下のテラスにあたり、標高は29~

30mである。調査の結果、北側で急斜面を大きく切

り込んで造られたテラス (I-1テラス）と柱列 4

条 (SA122~ S Al25) ・竪穴住居2棟 (SH46 • 

S H47)を、中央部では斜面を切り込んで造られた

テラス (I-2テラス）と柱列 2条 (SA126 • S 

A 127) ・掘立柱建物1棟 (SB66)を、 SH46・47 

の西側斜面で小規模なテラス (I-3テラス）を、

南部では竪穴住居3棟 (SH48~ S H50)をそれぞ

れ検出した。

I -1テラス I地区北端部に位置する。急斜面

を等高線に沿って長さ約15m、深さ約1.2m切り込ん

で造られたテラスで、西側が流失するが蚊大幅4.4

m を測る。中央部で柱列 2 条 (SA122 • SA 123) 、

北側で小規模な柱列2条 (SA124• SA 125)、南側

で竪穴住居2棟 (SH46・SH47)を検出した。

S H46 I -1テラス南端部に位置し、 SH47に

切られる形で検出した。西側が流失するため、全体

の規模は不明であるが、東西辺4.0m以上x南北辺3.

3mの長方形プランと推定され、長辺が等高線に対し

て直交する方位をとる。周壁は、東辺と南辺がよく

残存し、壁商40cmを測る。周溝は、西辺部と南辺の

一部で検出できなかったがそれ以外は全周し、幅20

cm、深さ 6~10cmを測る。床面にはいくつかのピッ

第76図 I地区遺構図

トが存在するが、規格性は見られず、主柱穴は不明

である。床面中央部やや北西寄りに径50cmの範囲で

赤く焼けた部分が認められ、炉の痕跡と考えられる。

出土遺物 コンテナ箱1/3程度の骰が出土した。

甕底部A1 (93)の他、壺と甕の体部破片があり、い

ずれも埋土掘削中に出土したものである。土器以外

の逍物として石斧(212)が出土している。

S H47 S H46と重複し、東辺を揃えほぼ同じ場

所で建て替えが行われている。 SH46を切る形で検

出した。西側が流失のため、全体の規模は不明であ

るが、東西辺4.0m以上x南北辺4.1mの正方形に近

いプランと推定される。周壁は、西側以外よく残存

し、壁高40cmを測る。周溝は、現存部を全周し、幅

25cm、深さ10cmを測る。主柱穴は4個検出し、径25

cm、深さ30cmを複ljるが、北東部の柱穴のみ他よ り規

模が大きく 、径40cm、深さ65cmを測る。床面中央や

や北寄りには、径50cmの範囲で赤く焼けた部分が認

められ、炉の痕跡と考えられる。

出土遺物 コンテナ箱 l箱分の絃が出土した。壺

B 2 (92)は大型の太頸壺で口縁部を欠く。頸部接合

部には刻みを入れた貼り付け突帯が巡る。他に若干

の小型の壺や甍A4類の破片が出土している。 (92)

は床面から押しつぶされた状態で出土したものであ

る。

SA 122 テラス中央部に位薗し、テラスの東壁面
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に平行する。 SH46に切られ全体の規模は不明であ

るが、南北 3間 (5.4m)分を検出した。柱間は1.8

mの等間である。柱穴は径40cm、深さ40cmを測る。

SA 123 テラス中央部でSA122に平行する。 S

H47に切られ全体の規模は不明であるが、南北 4間

(3.6m)分を検出した。柱間はほぼ0.9mの等間であ

る。柱穴は径35cm、深さ20.......,30cmを測る。

SA 124 テラス北端部の斜面に位置する。南北 3

間 (4.9m)の柱列で、柱間は1.lm.......,2.3mと差が大

きい。柱穴は小さく径20cm、深さ15cmを測る。

SA 125 テラス北端部でSAl24と平行する。南

北 4間 (4.3m)の柱列であるが、並びも柱間も不

揃いである。柱穴の規模は SA124と同じである。

S H48 I地区の南側に位置する。ほとんど同じ場

所で建て替えが行われ、 SH49に切られる形で検出

した。南東部がわずかに残存するのみで南北辺3.2

m以上x東西辺0.7m以上の方形プランと推定され

る。周壁は東辺部で25cmを測る。周溝や主柱穴など

は検出されなかったが、南東隅の床面からは60cmX 

30cmの範囲で灰が検出された。

出土遺物 甕の破片が若干出土したのみである。

S H49 I -2テラスと SH48を切る形で検出し

た。西側が流失するため全体の規模は不明であるが、

南北辺4.8mX東西辺3.7m以上の方形プランと推定

される。周壁は最も残存状態のよい北辺で壁高50cm

を測る。周溝は幅15.......,25cm、深さ10cmを測り、東辺の

南端で僅かに途切れるが、それ以外は現存部を全周

する。主柱穴は 2個検出し、径30,-.,40cm、深さ60cm

を測る。床面の西縁辺部中央には60cmX 45cmの範囲

で赤く焼けた部分が認められ、炉の痕跡と考えられる。

出土遺物 壺や台付甕の細片がビニール袋に半分

程度出土した。底部B2 (94)は、立ち上がりの角度

が緩やかなことから壺の底部と判断した。土器以外

の遺物として、不明石製品（敲石?)(213)があり、

遺物はいずれも埋土掘削途中に出土したものである。

SH 49 

10 cm 

第81図 S H49出土遺物実測図 (1: 4) 

S H50 I地区の南端に位置し、 SH49の南側に

単独で存在する。辺の方向は SH48とほぼ同じであ

る。西側が流失するため、全体の規模は不明である

が南北辺4.3mX東西辺3.5m以上で方形プランと推

定される。周壁は、最も残存状態よい北辺と東辺で

壁高20cmを測る。周溝は幅10,,..,,15cm、深さ 5,,..,, 10cm 

を測り、現存部を全周する。主柱穴や炉などは検出

されなかった。

出土遺物 ビニール袋半分の量が出土した。大半

が壺の底部か体部の破片である。

S B66 I地区中央部に位置する。急斜面を等高

線に沿って長さ6.9m、深さ0.9m切り込んで造られ

たテラスに建つ掘立柱建物である。西側が流失する

SA124 

A_ 

第80図 .S A 124• S A 125実測図 (1: 100) 5 rn 
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が桁行き 3間x梁行き 1間 (4.5mX 1.7m)の南北

棟の建物で、桁行きは1.5mの等間である。梁行き

中央に、外側に僅かにずれる棟持柱をもつ建物であ

る。柱穴は径30cm、深さ40~70cmを測る。なお、テ

ラス部分は規模 ・構造とも竪穴住居と同じ様相を呈

し、幅15cm、深さ8cmを測る周溝が現存部を全周する。

I -2テラス I地区中央部に位四する。 SB66 

を切る形で検出した。 SH49に切られるため全体の

規模は不明であるが、等高線に沿って長さ3.7m以

上、深さ約30cm切り込んで造られたテラスで、最大

輻は現状で1.5mを測る。柱列2条 (SA126・SA 

127)と溝を検出した。

SA 126 S H49に切られるため全体の規模は不

明であるが、西側壁面にほぼ平行する柱列で、南北

1間 (1m)分を検出した。柱穴は径30cm、深さ40

cmを測る。

SA127 SH49に切られるため全体の規模は不

明であるが、SAl26とほぼ平行する。南北2間 (1.

8m)分を検出した。柱間は0.9mの等間である。柱

穴は径25cm、深さ30~50cmを測る。

I -3テラス S H46•47の斜面下に位骰する。急

な斜面を等高線に平行して長さ 7m、深さ約30cm切

り込んで造られた小規模なテラスで、福30~50cmを

測る。柱穴や溝等は検出されなかった。

冒＜ 
旧
ほ
9
 

Sm 

第83図 I -3テラス実測図 (1: 100) 

J地区

J地区の概要 調査区の南西隅に位置する。 H地

区の一段下のテラス (Jテラス）で、標高は27mで

ある。柱列を 5条 (SA 128~ S A 132)検出した。

Jテラス 南側が削平をうけ、全体の規模は不明

であるが、斜面を等高線に沿って直線的に17m以上、

深さ50cm切り込んで造られたテラスで、最大幅2.5

mを測る。

SA 128 
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対してほぼ平行する。南北10間 (12.5m)の大規模

な柱列で、柱間は北から 7間目が lmと狭く、その

他は、ほぼ1.2mの等間である。柱穴は一辺40,.....,..50

cmの方形で、北端部では布堀状を里する。

SA 129 壁面に対してやや斜め方向をとる。南

北10間 (11.8m)の柱列である。柱間は1.2mの等間

である。柱穴は径35cm、深さ30,.....,60cmを測る。

SA 130 壁面に対してほぼ平行する。撹乱のた

め全体の規模は不明であるが、南北 5間 (6m)分

を検出した。柱間は、 1.2mの等間である。柱穴は

径30cm、深さ30--50cmを測る。

SA 131 テラス北側縁辺部に位置し、壁面に対

してほぼ平行する。南北 4間 (4.8m)の小規模な

柱列で、柱間は0.9--1.6mと差が大きい。柱穴は径3

0cm、深さ30cmを測る。

SA 132 テラス南側に位置し、壁面に対して僅

かに斜め方向をとる。南北 2間 (3m)の小規模な

柱列で、柱間は1.5mの等間である。柱穴は径35cm、

深さ60cmを測る。

A_ 

E_ 

SA130 F 

27.0m 

G_ 

SA 131 H 
Tl.Om 

SA132 J 
TT.Om 

k_ 
M_ 
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第85図 Jテラス・ SA128r.J SA 132実測図 (1: 100) 
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K地区

K地区の概要 凋査区北西隅に位置する。 F地区

の一段下にあたり、標品は26mである。今回の調森

で竪穴住居7棟 (SH5l~SH57) ・柱列 6条 (S

A 133~ S A 138) ・溝などを検出した。大型の竪穴

住居 (SH56)のまわりに小型の竪穴住居が配岡さ

れ、小型の竪穴住居は、ほぼ同一場所で 2~3回の

建て替えを行っている。

SA  133 竪穴住居に先行する南北2間 (4m)の

柱列で、柱間は2mの等間である。南端で直角に曲

がり逆L字形を呈する。西側が流失するため、掘立

柱建物の可能性もある。柱穴は径30cm、深さ25~50

cmを測る。等高線に沿って平行に配散されている。

SA  134 竪穴住居に先行し、SA135を切る形で

検出した。 SAl33と平行に配岡された南北3間 (3.

9m)の柱列で、柱間は1.3mの等間である。柱穴は

径40cm、深さ60cmを測る。

SA 135 南北3間(4.8m)の柱列で、柱間は1.6

mの等間である。柱穴は径30cmを測る。SA 133 • S 

Al34とは方向がやや異なる。

S H51 K地区南端の緩斜面に位骰する。 SH52 

に切られ、柱列 (SA 133• S A 134 • S A 135)を切

る形で検出した。西側が流失し、全体の規模は不明

であるが南北辺4.8mX東西辺1.7m以上の方形プラ

ンと推定される。周壁は最も残存状態のよい東辺と

北辺で壁高20cmを測る。周溝は北辺と南辺にわずか

に痕跡を留める程度である。床面には柱穴がいくつ

か見られるものの、主柱穴としてはまとまらない。

また、床面がSH52によって削平をうけているため

炉などは検出されなかった。

出土遺物 壺の体部破片がピニール袋 l袋分程度

出土したのみである。

S H52 S H51を切る形で検出した。ほば同ー場

所で建て替えを行っている。西側が流失し、全体の

規模は不明であるが南北辺4.1m X東西辺3.lm以上

S
 

第86図 K地区遺構図

゜
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の方形プランと推定される。周壁は最も残りのよい

東辺で50cmを測る。周溝は残存部を全周し、幅15--

30cm、深さ5cmを測る。 ピットはいくつか存在するが

規格性は見られず、主柱穴は不明である。床面の中

央西寄りには、径40cmの範囲で赤く焼けた部分が認

められ炉の痕跡と考えられる。床面の西縁辺部には

弧状の周溝が見られるが、円形プランをもつ別の竪

穴住居に伴う可能性もある。

出土遺物

S H53 

壺体部破片がビニール袋 1袋程度出土

したのみである。

S H52から北西の一段下がった場所に位

置する。同じ場所で拡張を繰り返す 3棟 (SH53• 

S H54• S H55)の中で最も規模が小さい。 S H54 

に切られる形で検出した。西側が流失し、全体の規

模は不明であるが南北辺3.2mX東西辺2.2m以上の

方形プランと推定される。周壁は、 SH54による削

平のため存在しない。周溝は、現状では幅15cm、深

さ6cmを測り、現存部を全周する。ピットはいくつか

存在するが主柱穴としてはまとまらない。床面から

炉の痕跡は検出できなかった。

出土遺物

S H54 

ビニール袋 1袋分の土器が出土したが、

大半が壺・甕の体部破片である。

S H53を拡張した竪穴住居で、 S H53を

切り SH55に切られる形で検出した。南北辺4.1m 

x東西辺2.9m以上の方形プランと推定される。周

壁はSH55によって削平をうけているが、西辺以外

は比較的よく残存し、壁高20cmを測る。周溝は南東

隅にわずかに痕跡を残す程度しか検出できなかった。

主柱穴は 3個検出した。いずれも径20cm、深さ30cm

を測る。北西隅の柱穴が検出できなかったが、その配

置から 4本の主柱をもつ構造であったと考えられる。

現存の床面やや西寄りには灰や焼土が充満した、長

辺1.5m、短辺0.8mの楕円形状に赤く焼けた浅い窪

みを検出した。その位置から炉の痕跡と考えられる。
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第87図 S H51• S H52• SA 133~SA 135実測図 (1: 100) 
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土器片が若干出土したのみである。壺

底部A3 (96)が焼土面から出土している。

出土遺物

S H55 S H54を切る形で検出し、南北辺5.lmX 

， ヽヽ

7
 

ぞ
＼
＼
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 疇[三コ

第88図 S H54• S H55出土遺物実測図 (1: 4) 

東西辺2.0m以上の方形プランと推定される。西側

が流失するが、周墜は最も残存状態のよい東辺で、

墜高50cmを測る。周溝は幅18cm、深さ 5,._, 10cmを測

り、消滅している南辺以外は現存部を全周する。東

辺には内側にもう一つ周溝の痕跡が認められ、拡張

に伴う残存のものと考えられる。北辺と南辺の内側

に隣接して径30cm、深さ30,.-.,40cmの柱穴が 2個ずつ

計 4個存在する。これがSH55に伴う柱穴と考えら

れるが、南北間の距離が長すぎることから、 I地区

で検出した SB66のようなテラスに建つ掘立柱建物

の可能性もある。炉は不明である。

出土遺物
20cm 

コンテナ箱1/3の量が出土した。甕B

1 -1(97)、甕B1 -2(95)甕底部A1 (98)などがあ

るが、いずれも埋土掘削途中で出土したものである。
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SA 136 東西 3間 (1.5m) の小規模な柱列で、

柱間は0.5mの等間である。柱穴は径20cm、深さ20

,.....,30cmを測る。現状では SH54の北壁内側に位置し、

壁柱穴の可能性もあるが、切り合い関係が不明なた

め、どの遺構に伴うものか断定し難い。

S H56 K地区のほぼ中央部に位置し、標高は26.

6mである。 SH40を切る形で検出したが、 SH40 

の床面を2.7mも掘り下げて造られている。南北辺9.

2m X東西辺7.3mを測る長方形プランの竪穴住居で、

今回検出した中で第三位の規模をもつ。周墜は四辺

とも非常によく残存し、墜高は南東隅で2.7m、南

辺で1.lm、東辺で1.0mを測る。周溝は南辺と東辺

及び西辺の南側 3分の 1を逆コの字形に巡り、幅20

,.....,30cm、深さ10,.....,15cmを測る。南西隅が最も低く、

南西隅から長さ3.6mの排水溝が暗渠となって西に

延びる。南辺と東辺の周溝では、それぞれ 3,.....,4個

の柱穴が検出された。径20,.....,30cm、深さ20cmを測り、

壁柱穴と考えられるが、壁面には柱痕跡は認められ

ない。主柱穴は 4個検出し、それぞれ径0.7,.....,1.lm、

叶

上瓢土

深さ80,_,90cmを測る。南東部の柱穴には 3回の切り

合いが認められた。また、主柱穴以外にもいくつか

の小さなピットを検出したが規則性は認められない。

また、床面中央部やや南寄りには径70cmX 55cmと径

50cmの範囲で赤く焼けた部分が二か所認められ、炉

の痕跡と考えられる。

出土遺物 コンテナ箱半分の量が出土した。甕A

7 (99・101)、甕C4 (100)、甕底部B3 (102)などが

ある。 (100)は南東部主柱穴から、 (101)は南辺周溝

上から、 (99)・(102)は埋土掘削途中に出士したもの

である。その他、埋土掘削途中で二段に刻み目を巡

らせ、内面に粗いョコハケ調整を施したB2類の甕

の口縁部や壺・甕の体部破片などが出土している。

S H57 S H56の北側緩斜面に位置し、等高線に

対して南辺を平行する形で配置されている。北側が

流失し全体の規模は不明であるが、東西辺4.8mX 

南北辺1.7m以上で方形プランと推定される。周壁

はよく残存し、南辺で壁高50cmを測る。周溝は、幅

15cm、深さ 5,_, 10cmを測り、現存部を全周する。南

辺には内側にも周溝が巡り、切り合いから拡張に伴

う残存のものと考えられる。主柱穴は南西隅の 1個

を検出した。径40cm、深さ50cmを測り、 3回の切り

合いが認められる。炉などは不明であるが、南斜面

からの流水を東側に逃がすめの排水溝と考えられる

溝が、南辺に平行して設けられている。また、 p1 

からは埋設された状態で壺体部破片が出士している。

出土遺物 コンテナ箱半分の量が出士した。甕B

1 -1 (103)、壺底部A3 (104)• B 2 (105)• A 2 (10 

6)などがある。いずれも埋士掘削途中に出土したも

のである。土器以外の遺物として石皿(214)が床面か

ら出士している。
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第92図 SH57実測図 (1: 100) 
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Kテラス 西側と南側が削られ、全体の規模は不

明であるが、現状では斜面を長さ14m以上、深さ0.

7m切り込んで造られたテラスで、最大幅2.5mを測

る。テラス壁面の中央部には、 SH56の暗渠排水溝

出口が開口し、その西側で溝や柱列 2条 (SA137• 

S A138)を検出した。前後関係は、溝が柱列に先行

する。

SA 137 テラス壁面に対して平行する柱列で、南

北 6間 (7.2m)分を検出した。柱間は、両端が広

A

＿
 

SA137 

く1.6mを測りその他は、ほぼlmの等間である。柱

穴は径25cm、深さ30cmを測る。

SA  138 テラス壁面に対して平行する南北 3間

(2.4m)の小規模な柱列で、柱間は0.8mの等間であ

る。柱穴は径25cm、深さ20,..._,40cmを測る。

SD 145 Kテラス壁際に位置し、 3本の溝を接

合する形で検出した。幅30cm、深さ10cmを測る。 S

H56の暗渠排水溝からの排水を、両側に逃がすため

の施設の可能性もある。
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第94図 S A 137• S A 138• S D 145実測図 (1: 100) 

包含層出土士器

コンテナ箱95箱分の土器が出土した。包含層出土

の土器は 2 点の須恵器(192)• (193)を除き、すべて

弥生時代中期後葉に属するものである。主な器種と

して壺・甕・高杯・鉢などがある。壺は広口壺(107)

,...._, (114)と受口壺(115),...._, (124)、内湾口縁壺(126)に

大別できる。広口壺のうち(107),...._, (109)は口縁端部

がやや外傾する A2 類に、 (110)• (111)は口縁端部

がほぼ垂匝なA1類に、(112)は大きく折り返す口縁

端部がやや外傾する A3類にそれぞれ分類でき、い

ずれも内面に櫛剌突文を巡らせる。頸部の施文とし

゜
5m 

て(107)に簾条文が、 (109)には櫛描横線文と竹管文

が認められるが、口縁端部外面の波状文については

器表が荒れて不明なものが多い。(114)は算盤玉形の

広口壺の体部でA7-2類に属する。頸部に 3条の

太い凹線が巡るが、器表が荒れて文様等は不明であ

る。下半部に穿孔が見られる。(113)はA7-2類の

体部破片で、櫛描横線文と波状文が交互に巡る。(12

5)は口縁部の広がりが小さい特徴的な形態を呈する

が、一応A5類の変形版として広口壺に分類した。

(115) ,_, (124)は受口状口縁の壺である。 (115)はロ
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縁部外面が無文のB1 -1 a類に、(116),....,(121)はロ

縁外面に数条の凹線文が巡る B1-2類の中で最も基

本的な形のB1-2a類に、 (122)はB1 -2類の中

で頸部に対し口径の大きい少数派のB1-2c類に、

(123)は口径が22cmを超える大型の太頸壺B2-a類

にそれぞれ分類される。(124)は口径に対して頸部が太

く短い形態のものでB3類である。頸部に数条の凹

線が巡り、口縁内面にヨコハケ調整を施す。(126)は

内湾口縁壺C類で、実測に耐えた唯一のものである。

(127),...., (138)は壺の底部である。 (127),....,(132)は

底部から体部へ向かって緩やかに拡がる A類の底部

で、 (127) は底部がやや凸状を里する A3 類に、 (128)•

(129)・(132)は底部がやや凹状を呈する A2類に、

(130)• (131)は底部が平坦なA1類にそれぞれ分類

される。 (133),....,(136)は底部からほぼ垂直な立ち上

がり部をもって緩やかに拡がる B類の底部である。

(133)は底部が平坦な B1類に、 (134)は底部がやや

凹状を呈する B2類に、(135)は底部がやや凸状を呈

する B3類にそれぞれ分類される。(136)は垂恒な立

ち上がり部をもっB類の底部で、底部が極端な凹状

のB4類に似るが、円盤充填技法を用いた特徴的な

底部である。(137)・(138)は台付き壺の脚台部で壺底

部C類に属し、いずれも脚の端部に明瞭な面をもつ

C 2類である。

甕は、口縁部がくの字形に短く屈曲する A類、ロ

縁部が緩やかに外反する B類、口縁部が受口状の C

類の 3つに大別することができる。

(143)・(147),....,(153)はA類に属する。(143)は口縁

部が短く水平に近い形で屈曲する小型の甕でA3類

に、(147)・(148)は口縁端部に明瞭な面をもつ Al-

1類に、(149)・(150)は口縁端部に 1条の浅い凹線が

巡る Al-2類に、(151)は口縁端部をつまみ上げる

A5類に、(152)は口径が35cmをこえる大型のもので、

口縁端部が立ち気味に短く屈曲する A2類に、 (153)

は口縁部がやや外反気味に短く屈曲し、口縁内面に

粗いョコハケ調整を施すA6類にそれぞれ分類され

る。 (141) ・ (142)• (145)• (146)• (154),...., (162)はB類

に属する。(141)・(142)は器璧が薄く、端部の面が明

瞭でないB1 -3類に、(145)・(146)はゆるやかに外反

し端部の面が明瞭でないB1 -1類に、 (154),....,(15

9)は口縁端部に上下 2段の刻み目が巡り、外面には

粗いタテハケ調整を、口縁内面には粗いヨコハケ調

整を施すB2 -1類に、 (160),_, (162)は形態的には

B 2 -1類とほぼ同様で口径が30cmをこえる大型の

B 2 -2類にそれぞれ分類される。

(139)・(140)・(144)はC類に属する。 (139)・(140)

は口縁部の立ち上がりがやや外傾し、内面に粗いヨ

コハケ調整を施すC2類で、(139)は口径25cmのC2-

1類に、(140)は大型で口縁外面に上下 2段に刻み目

を施すC2 -2類に分類される。(144)は口縁部の立

ち上がりがやや内傾する C3類である。

(163) ,_, (182)は甕の底部である。 (163),....,(173)は

底部から体部に向かって大きな角度で立ち上がる A

類で、 (163),_, (171)は底部が平坦なA1類に、(172)・

(173)は底部がやや凹状を呈する A2類にそれぞれ

分類できる。また、 (174) ,_, (181)は底部からほぼ垂

直な立ち上がり部をもっ B類で、 (174)-(176)は底

部が平坦な B1類に、 (177),....,(179)は底部がやや凹

状を呈する B2類に、(180)は底部がやや凸状を呈す

るB3類に、(181)は底部が極端な凹状を呈する B4 

類にそれぞれ分類できる。(182)は台付き甕の脚台部

で甕底部Cに分類される。

(184)は径10.4cmを測る小型のもので、A1類の蓋

である。

(188)・(189)は高杯である。 (188)は口縁部が水平

な杯部をもつA類に、(189)は内湾気味に開く杯部を

もち、脚部は杯底部から裾が緩やかに開<B類にそ

れぞれ分類される。

(190)・(191)は胴部が屈曲し、扁平化の進んだ鉢で

ある。(190)はくの字形に短く屈曲する口縁部をもち、

端部に明瞭な面をもつAl類に、(191)は口縁端部に

浅い 1条の凹線を巡らすA2類にそれぞれ分類され

る。(183)は高台状を呈する底部で、鉢の底部と推定

されるが、甕底部B4類の可能性もある。

(185)はミニチュアの高杯で、杯部を欠くがA類

を模倣したものである。

(186)・(187)は土錘である。焼成前に径 6mmほどの

穴が開けられている。

(192)・(193)は須恵器である。 (192)は杯身の破片

で、口径が大きく、立ち上がりの低い全体に浅く扁平

な形態のものである。 (193)は、ほぼ完形品の甕で、

外面に格子状、内面に同心円状の叩き目が見られる。
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第100図 包含層出土須恵器実測図 (1: 4) 

石器
丘陵地区では、竪穴住居の埋土や包含層から若干

量の石器が出土している。実測し得た石器は39点で、

その内訳は石斧類12点・石鏃 9点・石庖Tl点・磨

石 3点・石皿 1点・砥石 3点・不明 3点・一括出士

サヌカイト剥片16点中の 7点である。製品の他、一

括出土のサヌカイト剥片のように石器の素材と考え

られるものも見られるが、明らかに未製品と考えら

れるものは認められなかった。ここでは、出土石器

を遺構別に記述する。なお、法量については遺物観

察表に詳細を明記した。

SH1出土石器

製品はなく、サヌカイト製のフレイクが 1点存在

するのみである。

SH3 出土石器 (194•195) 

太型蛤刃石斧 l点(194)と石鏃 1点(195)、その他

サヌカイト製のフレイク 1点が存在する。太形蛤刃

石斧は砂岩製で刃部を大きく欠損し、基部の先端も

わずかに欠くため、全体の形状及び寸法は不明であ

る。石鏃はサヌカイト製の平基有茎式で、今回出土

した石鏃の中で最も小さい。いずれも埋土掘削途中

に出土したものである。

SH4出土石器

製品はなく、サヌカイト製のフレイク 4点が存在

する。いずれも床面出士のものである。

SH7 出土石器 (196• 197• 198• 199) 

石鏃 1 点 (196) ・小型石斧 2 点 (197•198)・太型蛤

刃石斧 1点(199)がある。石鏃はサヌカイト製の平基

無茎式で、片側に自然面がわずかに残っている。(19

7•198) はノミ形を里する小型の石斧で、 (197) は粘板

岩製で断面が台形状を呈する。刃部と基部を欠くた

め全体の形状及び寸法は不明である。(198)は凝灰質

砂岩製で扁平な断面形状を呈する。刃部はかなり磨

耗している。(199)は凝灰質砂岩製の太型蛤刃石斧で、

基部を大きく欠損している。刃先はつぶれ、使用に

よる磨耗が激しい。(198)・(199)は固溝内から、(196)・

(197)は埋土掘削途中に出士したものである。

SH 12出土石器(200)

石鏃 1点(200)のみである。サヌカイト製の凸基有

茎式で茎部先端を欠損している。埋土掘削途中に出

土したものである。

SH 14出土石器(201・202)

磨石 2 点 (201•202) がある。 (201) は凝灰質砂岩製

の細長い形状のもので、使用のため先端部分に磨擦

痕が認められる。(202)は砂岩製の丸い形状のもので、

全体に磨擦痕が認められ、中央部にも使用痕と考え

られる擦り減りが見られる。いずれも床面から出土

したものである。

SH 16出土石器

製品はなく、サヌカイト製のフレイク 1点が存在

するのみである。

SH 17出土石器(203)

太型蛤刃石斧 1点(203)とサヌカイト製のフレイ

ク2点がある。太型蛤刃石斧は砂岩製で基部を欠損

するが、折れた面の縁辺部を打ち欠いて補修をした

様子が窺える。刃部は微少な刃こぼれが見られるも

のの状態は良好である。石斧もフレイクも床面から

出土したものである。

S H26出土石器(204)

太型蛤刃石斧 1点(204)と不明石器 l点(205)があ
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る。 (204)は凝灰質砂岩製で、刃先は使用のためわずか

に刃こぼれが見られるが、ほぼ完形のものである。

(205)は用途不明の石器で、粒子の細かい砂岩製である。

扁平な断面形状と研磨の様子から、磨製石鏃の未完

成品の可能性がある。いずれも床面からの出土である。

S H29出土石器 (206•207)

石鏃 1点(206)と不明石器 1点(207)がある。(206)

はサヌカイト製の菱形鏃で、今回出土した石鏃の中

で最も長寸のものである。(207)は用途不明の石器で、

花岡岩製である。その形状から敲石の可能性がある。

いずれも床面から出土したものである。

S H31出土石器(208)

太型蛤刃石斧 1点(208)のみである。砂岩製で基部

を大きく欠き、刃部付近のみ残存する。刃は研ぎ直

しが認められ、刃先の状態は良好である。床面から

出土した。

S H32出土石器(209)

石鏃 1点(209)のみである。サヌカイト製の凸基有

茎式で木の菓形を呈する。床面から出土した。

S H34出土石器(210)

砥石 1点(210)のみである。キメの粗い砂岩製で荒

磨きに利用したものである。使用により表面が湾曲

している。また、もう一方の面は平らで、縦横 3,...,_, 

4本の筋状の傷が見られる。床面から出土したもの

である。

S H38出土石器(211)

砥石 1点(211)のみである。砂岩製で片面だけに研

ぎ減りの使用痕が見られる。床面からの出土である。

S H46出土石器(212)

扁平片刃石斧 1点(212)のみである。砂岩製で、刃

の部分を大きく欠損したため、研ぎ直しを行い、新

たに刃を作り出している。刃先は使用による刃こぼ

れがはげしい。埋土掘削途中に出土したものである。

S H49出土石器(213)

不明石器 1点(213)のみである。チャート製で、表

面はひじょうに滑らかである。その形状から敲石の

可能性もある。埋土掘削途中に出土したものである。

S H57出土石器(214)

石皿 1点(214)のみである。花岡岩製で、片面のみ

に使用による多数の凹みが認められる。使用した面

を上にして周溝付近の床面から出土した。

包含層出土石器(215,...,232) 

製品として、石鏃 4 点 (215,..._,218)• 太型蛤刃石斧

3点(219,..._,221)・扁平片刃石斧 1点(222)・石庖丁

1点(224)・砥石 l点(223)・磨石 1点(225)があり、

この他に、一括出土のサヌカイト製の剥片 7点(226

,.._,232)がある。

石鏃は(216)のみ安山岩（下呂石）製で、他はいず

れもサヌカイト製である。 (215)は、先端部の縁辺を

打ち欠いた様子がわずかに認められ、その形状から

制作途中での失敗品と考えられる。(216)は凸基有茎

式であるが、茎部先端を欠損している。 (217•218) は、

いずれも平基無茎式である。

太型蛤刃石斧はいずれも砂岩製である。(219)は刃

先と基部の先端を欠損し、基部には浅い扶りが認め

られる。 (220•221) はいずれも基部のみで、刃部を大

きく欠損するため全体の形状及び寸法は不明である

が、(221)は今回出土した石斧の中では最大級のもの

である。 (222)は砂岩製でほぼ完存する。基部は厚め

で断面形状はやや丸みを帯びるものの、刃の形状か

ら、ここでは扁平片刃石斧に分類した。

石庖丁(224)は結晶片岩製である。現存刃長は約 8

cm、厚さ0.8cmで全体のほぼ半分程度と推定される。

刃部は直線的で、背部には穿孔が認められる。全体

として穿孔の部分が突出した凸状の平面形を呈する

特異な形状のものと考えられる。

砥石(223)はキメの粗い砂岩製で、荒磨きに使用さ

れたと考えられる。底部は平らで使用された痕跡が

認められないが、表面は使用のため湾曲している。

磨石(225)は砂岩製で、平面・断面ともに楕円形状

を呈する。全体に磨擦痕が認められるが、片側に打

撃痕も見られ、敲石として利用された可能性もある。

サヌカイト剥片(226,..._,232)は、黄褐色の地山匝上

から出土したものである。ーか所からまとまって16

点が出土したが、ひとつとして接合できるものはな

かった。このうち(228,..._,231)には二次加工が認めら

れ、(229)は楔の可能性もある。遺構埋土及び包含層

から出土したサヌカイト剥片のほとんどが長さ 4C 

m以下のフレイクで、製品の素材としての可能性が

低いのに対して、この剥片集中区出土のものは長さ

が平均 9cmで厚く、石鏃や石錐などの小型石器の素

材剥片として十分なものである。
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第109図 包含層一括出土サヌカイト剥片実測図 1(2: 3) 
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第110図 包含層一括出土サヌカイト剥片実測図 2 (2: 3) 
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玉類・石製品
丘陵地区では、竪穴住居の埋土から 4点の玉類と

1点の石製品が出土している。内訳は管玉 2点、勾

玉 1点、不明ガラス製品 1点の計 4点と紡錘車の破

片 1点である。玉類その他が遺物に占める割合はひ

じょうに小さいが、管玉と不明ガラス製品は竪穴住

居の埋土水洗選別作業により発見されたものであり、

水洗選別を行わなかった包含層の中にはさらに玉類

が存在した可能性もある。

SH3 出土の玉類 (233•234)

2 点の管玉 (233•234) がある。灰白色を呈する硬玉

製で、長さはいずれも0.6cm、直径は(233)が0.26cm、

(234)が0.34cmの小さな管玉で、片側から穿孔がなさ

れている。いずれも竪穴住居の床面付近の埋土から

出土したものである。

SH4出土の玉類(235)

不明ガラス製品(235)1点のみである。淡い青色を

呈し、内部には気泡が見られる。長さ0.55cm、幅0.3

SH 3 SH4 

3
 
3
 
2
 

◎

間

皿
4
 
3
 
2
 

◎
訂
3

且煽い）
1
0 235 

SH13 

〗口［口

cm、厚さ0.14cmの小さなもので、中央に径0.8mmほど

の穿孔が見られる。埋土中層からの出土で、竪穴住

居が埋没する過程で混人した可能性もある。

SH 13出土の玉類(236)

勾玉(236)1点のみである。乳白色の地に緑色が鮮

やかな良質の硬玉製（ヒスイ製）で、長さ 1.8cm、幅

1.3cm、厚さ0.3cmの扁平な勾玉である。菫さは1.2g 

で、中央からやや偏った位置に片側から穿孔がなさ

れている。埋士の上層から出土したもので、竪穴住

居が埋没する過程で混人した可能性がある。

S H56出土の石製品(237)

紡錘車(237)1点のみである。褐色を呈する結晶

片岩製で、全体の1/4の破片であるが、復元径4.5cm、

厚さ0.4cmの円盤型である。中央には復元径0.7cmの孔

が片側から穿たれている。重量は3.5gであるが、

復元すれば14g程度と推定される。竪穴住居の床面

から出土したものである。

SH56 

/. 一、
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第111図 SH 3• SH 4・SH 13・S H56出土玉類・石製品実測図 (1: 1) 
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(5)各説 2
北斜面地区の概要 調査区の北側に位阻する標高

18m......,29m、斜度およそ12度の比較的緩やかな傾斜

面で、南側の丘陵地区とは谷地形によって分断され

ている。また、東側にも小さな谷が入り込み、北側

は東西方向に人り込んだ標高14mの谷水田へと続い

ている。調査の結果、標高20mの地点で掘立柱建物

1棟 (SB142)、標高22mの地点で屈曲する柱列 1

条 (SA143)、標高21mの地点で溝 1条 (SD144)、

S D144から斜面上部にかけて多数のピットを検出

した。ピットは斜面の東側に偏って分布する傾向が

見られるが、規則性を見いだすのは困難な状況であ

る。また、環濠の存在を想定し、谷水田のトレンチ

調査を行ったが、自然の堆積層が見られたのみで濠

などの遺構は検出されなかった。この地区の特徴と

して、傾斜が緩やかな割には竪穴住居などの居住施

設が見られないこと。また、調査区をほぼ南北に 2

分割する柱列SAl43の存在など、明らかに丘陵地区

s 

（北斜面地区）
とは異なった様相が見られる。

SB 142 調査区の北側、標高20m付近の谷水田に

近い所に位置する。南側桁行き中央の柱穴は撹乱の

ため不明であるが、桁行き 2間x梁行き 1間 (4m 

X 2.6m)の規模をもち、棟方向を地形の等高線に対

して北へ約45度振って建てられた掘立柱建物である。

柱穴は径20cm、深さ20,..__,30cmを測る。妻側中央には

北側で1.2m、南側で0.8m離れた位置に柱穴が見ら

れることから独立棟持ち柱をもつ建物であったと考

えられる。棟持ち柱の柱穴は径30cm、深さ26,..__,36cm

を測り、側柱の柱穴よりやや大きめである。

SA 143 調査区の中央部、標高22,..__,23m付近で検

出した東西方向に延びる柱列である。中央部で屈曲

する、くの字形を呈する柱列で総延長24.6mを測る。

中央より西側は東西 5間 (12.6m)で、柱間は2.4m

の等間であるが、最も西端の柱間のみ 3mとやや広

い。東側の柱列は東西 5間 (12m)で、柱間はわず

0
 6
0
 

第112図北斜面地区遺構図 (1: 350) 
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第114図 S D144断面実測図 (1: 100) 

かにばらつきが見られるが、ほぼ2.3m ""2.5 mの等

間である。柱穴は径20""40cm、深さ22""30cmを測る。

SD 144 調査区の北寄り、SB142とSA143の中

間で検出した。調査区を等高線に沿って東西に横切

る小規模な溝で、東西の両端は地形に沿って回り込

んでいる。輻40""50cm、深さ14""22 cmを測る。遺物

は出土しなかった。

包含層出土土器

コンテナ箱 1箱分の土器が出土した。大半が壺と

甕の体部破片であり、 Al類の壺口縁部やA2類の

壺底部などが見られる。(238)はA7-2類の広口壺

体部で口頸部と底部を欠く。器表も剥離が激しいが、

櫛状工具による数条の横線文とその下部に 2条の波

状文が認められる。遺物のほとんどは表面の剥離し

た細片であり、調整法や施文などを観察できるもの

は少ない。また、石器や玉類は出土していない。
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IV. 結
長遺跡は標高42.3mの丘陵に立地する弥生時代中

期後半を盛期とする大集落遺跡であり、その立地状

況から高地性集落の範疇に入るものである。今回の

発掘調査では57棟にも及ぶ竪穴住居の他、掘立柱建

物10棟・柱列73条・土坑 1基・溝4条などを検出し、

それらに伴うコンテナ箱換算で120箱ほどの土器・

石器・玉類などが出土した。調査結果は丘陵上立地

の集落構造や当地域における当該期の土器群につい

て良好な資料を星示している。ここでは集落の立地

や構造、また、遺構や遺物について若干の考察と検

討を加え結語としたい。

1 . 集落の立地状況
弥生時代の集落のうち生産基盤である水田面から

程遠く、水の確保、風当たりの面などの日常生活を

営む上で、不便ともいえる高地に立地する弥生時代

の集落を一般的に高地性集落と称している (39)。周

知のように高地性集落の機能については、軍事的防

禦集落としての側面が強調されている。このような

視点に立って、本遺跡の立地状況を概観してみたい。

津市内の中央部を流れる安濃川の流域には、当地

域における弥生文化の発展を支えてきた肥沃な沖積

平野が広がっている。この平野の北側には、よく開

析されて谷密度の高い第三紀奄芸層群に属する標高

30-40mの低丘陵が南東方向に延びている。本遺跡

はこの丘陵のほぼ中央部に位置し、東西225mX南

北150m、標高42.3mの主丘を中心として尾根支脈

上の東部（標高40m)と北東部（標高35m)の丘陵

にまで及んでいる。周囲には谷水田が入り込み、丘

陵頂部と水田化可能な谷水田との最大比高は約30m

である。丘陵からの眺望は、西側は比較的規模の大

きな谷水田が人り込み、安濃川まで望むことができ

るが、西側以外は標高約40mの丘陵で囲まれ、ほと

んど眺望はきかない。さらに、本遺跡は竪穴住居な

どの遺構が丘陵全体に高い密度で分布するが、丘陵

頂部の比較的平坦な部分を除けば、地形的には平均

斜度25度、最大斜度30度を超えるほどの急斜面で、

常識的にはそこに集落が営まれたとは想像もつかな

いほどの地形である。以上のように本遺跡は、眺望

視野が狭い上に水稲耕作を営むための居住地として

語
も、建物等を構築する場所としても、また水の確保、

風当たりの面などの日常生活を営む上でも適地とは

言えない丘陵に立地している。都出比呂志氏は高地

性集落を急峻な山頂または尾根上に立地し、水稲栽

培に不便な場所に営まれる例 (Aタイプ）と、標高

60m前後、比高30m前後に立地し、平地との距離も

さほど遠くない場所に立地する例 (Bタイプ）に分

けられた (40)。六甲山麓の会下山遺跡 (41)、南河内東

山遺跡 (42)はAタイプ、和泉観音寺山遺跡 (43)、田辺

天神山遺跡 (44)などは Bタイプに該当する。この分

類にしたがえば、標高42.3m、比高30mに立地する

本遺跡は、標高が若干低めであるがBタイプの範疇

と考えて差し支えないであろう。

2 . 集落構造について
本遺跡における最大の特徴は、丘陵全体を居住区

として利用している点にある。丘陵頂部には比較的

平坦な地形が存在するものの、居住区の大半は平均

斜度25度、最大斜度30度を超える傾斜面に立地する。

そのため、丘陵斜面を等高線方向に大きく掘り込み、

地形の低い側に埋めだすことにより階段状のテラス

を何段も造成して、居住に耐える平坦面を確保して

いる。ただし、現時点では埋めだした部分はすべて

流失しているため、当初のテラス幅や形状などは不

明と言わざるを得ない。しかし、傾斜角度やその下

に存在する遺構との関連性を考慮すれば、流失した

部分は現存している幅の半分程度か、あるいはそれ

以下と推定される。造成されたテラスは一定の標高

で丘陵全体を巡るのではなく、同じ様な標高の独立

したテラスがいくつか連続して巨視的なひとつのテ

ラスを形成しており、それぞれのテラスの規模や形

状は自然地形に強く規制されている。傾斜の急な調

査区南部では幅の広いテラスを造成するのが困難な

ため、 C•G•H•J テラスのように帯状の細長い

4段のテラスで構成されるが、傾斜の緩やかな北部

では B•D•E•K地区に見られるように、その地

形を利用して幅の広いテラスが造成されている。こ

のように地形に応じて造成されたテラスには、竪穴

住居が配置されるが、各段ごとに竪穴住居 2,..._, 4棟

単位のまとまりをもった住居支群を構成し、それら
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が合体して長の大集落を形成していると考えられる。

今回の調査区では、こうした住居支群が 8支群検出

されているが、それらはおおむねA,_,K地区に対応

すると考えられ、同時存在の棟数は重複や切り合い

を考慮すれば25棟程度であったと推定される。

竪穴住居の分布を見ると、大型の竪穴住居は丘陵

の頂部平坦地 (A地区）、あるいは傾斜が緩やかで

広いテラスの存在する北部 (E• K地区）に集中し

て見られる。 A地区には今回検出した中で最大規模

の竪穴住居が含まれており、村おさを含むかなりの

有力者の居住区と推定される。これに対して傾斜の

急な南部では、幅の広いテラスを確保するのが困難

であったため、小型の竪穴住居ばかりで構成されて

いる。したがって、居住区の位僅関係には、それぞ

れの支群単位の力関係が強く反映しているといえよ

う。これらの竪穴住居は、基本的には丘陵斜面の等

高線の走る方向に沿って長辺をほぽ平行して建てら

れており、山籠遺跡でも指摘されたように斜面での

住居造営にあたっての床面積の確保と長方形平面プ

ランの関係は、極めて当然の結果といえよう。

また、斜面の遺跡といえども通路は存在したはず

である。しかし、調査区南部の細長いテラスが段々

畑のように連なる傾斜の急な地区では、階段状遺構

など通路と考えられるような遺構は確認されていな

い。もし、当時存在したとしても、斜面の遺跡ゆえ

に流失はまぬがれなかったであろう。そのような通

路は存在した可能性がある程度にとどめておきたい。

また、 SA105など斜面にピットが並んで検出され

た所も見られるが、これとても通路には容易には結

びつけられそうもない。おそらくはK地区から E地

区を経由してD地区.B地区という比較的傾斜の緩

やかな場所が通路として利用されていたものと考え

られる。そして、南部の急傾斜地区には、 B• D• 

I地区を経由して各テラスに到逹したと考えるのが

もっとも合理的であろう。

また、雨水の処理についても疑問が残る。これだ

けの傾斜地ゆえに、ひとたび大雨に見舞われれば盛

土の流失や竪穴住居内部への流人など被害は相当な

ものであったと考えられ、雨水のすみやかな排水は

当時の人々にとっても甫大な関心事であったにちが

いない。これだけ大規模な宅地造成を実施した人々

であってみれば、当然各段ごとに、しっかりとした

排水施設を整備していたはずである。しかし、発掘

調査の結果、テラスはおろか遺構全体を見渡しても

竪穴住居に伴う周溝及び排水溝以外は、ほとんど検

出されなかったのである。土累状に土手を築いて雨

水の流人を防いだのか、または自然の成りゆきにま

かせたのか、調査が終了してもいまだに釈然としな

い問題である。

また、この丘陵地区の北側には、谷地形を挟んで

北斜面地区が存在する。ところがこの地区には竪穴

住居が 1棟も建てられていない。傾斜が調査区の中

でもっとも緩やかな場所であることから、地形的な

問題ではなく、おそらくは防禦面の問題から居住地

として利用されなかったものと考えられる。なぜな

らこの地区の北側は、標高14mの谷水田へと続いて

いるが、トレンチ調蒼の結果、この地区を守るべき

環濠などは存在しないことが判明している。したがっ

て、北斜面地区の東西ほぼ全体を横切る SA143は

丘陵地区を防禦するための防衛ラインと考えられ、

なおかつ深く扶られた谷地形が自然の濠の役目を果

たすことにより、丘陵地区を二頂に防禦していたと

考えられる。この自然の濠も、トレンチ調査を行っ

たところ、部分的にではあるが断面V字形を呈する

ことから、ある程度は人為的に手を加えた可能性も

否定はできない。また、最も重要な丘陵地区の防禦

ラインについてであるが、標高27mの位置までの調

査しか行われていないため、これより下の遺構につ

いてはまったく知られておらず、したがって環濠な

どの有無もまた不明である。なお、本遺跡の周辺に

は当該期の墓と考えられる遺構や遺跡は知られてい

ないが、北西 1kmの所に同時期の方形台状墓が検出

された倉谷遺跡がある。しかし、距離や地形などを

考慮すれば本遺跡との直接的な関連は薄いと考えら

れる。

3. 遺構について

(1)竪穴住居

今回の調査では、丘陵地区において57棟の竪穴住

居を検出した。平面プランには円形・長方形・方形

の3種類が存在するが、大半が長方形プランで占め

られている。平面プランが円形の住居は SH5•S

H43の2棟のみで、長方形または方形の住居に切ら
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れ全形は不明であるが、いずれも復元径5.5m前後

の規模である。これらは長遺跡における初期の住居

と考えられ、長方形プランの住居によって多少消滅

したものがあるにせよ、当初から少数しか存在せず、

長方形プランや方形プランの住居と混在していたと

考えられる。このような平面プランの混在は、納所

遺跡や替田遺跡でも確認されており、弥生時代中期

における当地域に顕著な住居プランといえよう。竪

穴住居の大半を占める長方形および方形プランの竪

穴住居の規模については、長辺の長さが 4m以下の

小型、 4m---5m前後の中型、 9mを超える大型の

3つに大別できる。今回検出した最小のものは長辺

の長さ2.7mのSH23、最大のものは長辺12mを測

るSHUであるが、本遺跡の場合、長辺が4.0m,....,5.

4mの規模のものがもっとも多くを占めている。

竪穴住居の内部施設としては、周溝・柱穴・炉な

どがある。周溝は、遺構の流失によって部分的に不

明なものも見られるが、ほとんどの竪穴住居では床

面を全周する。しかし、 SH 3• S H 11• S H 56の

ような大型の竪穴住居では全周せず、いずれも長辺

の途中で途切れるという特徴をもつ。また、 SH2• 

S H 17• S H 29• S H 37• S H 56では周溝から斜面

側に延びる暗渠排水溝が見られ、 SH2•SH7•

S H45の周溝には墜柱穴が見られる。しかし SH45 

の壁柱はかなり密に配置され、形態的には切妻大壁

住居の遺構に似た様相を呈する。

主柱穴については、大半の住居において 4個を検

出した。 SHUのような大型の建物では、主柱穴の

形状から断面長方形の柱も想定 (45)される。しかし、

S H 29• S H 33• S H 50のように主柱穴をもたない

小型のものも若干存在する。また、拡張に伴う主柱

穴も SH7• S H30で検出されているが、長遺跡第

一次調査で検出された SBllのような 6個の主柱穴

をもつ竪穴住居 (46)は確認されていない。

炉は、床面の中央部に焼土として確認された程度

であるが、焼けた部分にはわずかな窪みが認められ

る。また、焼土の端に細長い石を 1個据え付けた炉

が6棟の竪穴住居で検出されており、その方向は S

H 17• S H 19• S H 26• S H 38• S H 45では長辺に

直交する形で、 SH7のみ長辺に平行する形で据え

られている。このように細長い石を据え付けた炉を

もつ竪穴住居は、雲出川左岸の四ツ野B遺跡や明和

町北野遺跡 (47)などに類例が見られるが、いずれも

弥生後期以降のものである。しかし、その用途につ

いて詳細は不明である。

a. 竪穴住居の設計について

本遺跡の遺構は、第三紀奄芸層群の頑丈な地盤を

掘り込んで造られているため、ひじょうに良好な状

態で多くの竪穴住居が検出されている。それらの竪

穴住居全体を眺めた場合、平面形は長方形プランで

整然と並ぶ 4個の主柱穴をもち、床面には周溝が全

周するといったようなひじょうに画ー的な様相が認

められる。そこで、これらの竪穴住居がどのような

設計に基づいて造られているのか、また、全体を貫

く設計思想のようなものが存在するのかといった疑

問を解くために、プラン全体がほぼ判明している29

棟の竪穴住居について実測図の検討を行った。

その結果、顕著な長方形プランを示す平面プラン

については短辺を 1とした場合、長辺の比率は平均

値が1.24となる。しかし、その比率は1.04から1.61

まで広い範囲に分布 (118図参照）し、ある特定の

比率で設計されたものではないことがわかる。ただ

し、比率1.15,...._,1.3の範囲に大半が集中することから、

この付近の比率が一応の設計の目安となっていたと

いうことは言えるであろう。

次に主柱穴の位置関係について検討を行った結果、

29棟のうち23棟について共通する設計法が使用され

ていることが判明した。すなわち整然と並ぶ主柱穴

は第117図 (a)のように床面の対角線上に正しく

のっており、交点からの距離 1: 1の位置に正確に

掘られていることがわかる。このような位置決めは

第117図 (b)のように各辺を 4等分する方法でも

可能ではあるが、対角線を使用する方が作業も容易

で正確なことから、実際の作業では対角線を使って

主柱穴の位置が決められたと考えられる。対角線の

交点からの距離が 1: 1でない主柱穴でも対角線上

にのっていることや、 SH24のように平面形が平行

四辺形の場合でも対角線上に主柱穴がのってくるこ

とから見ても、対角線方式が使用されたことは明ら

かである。なお、床面に対角線を張る作業は当然、

周溝掘削以前に行われたと考えられる。以上のこと

から竪穴住居の竪穴部分の作業順序を想定すれば、
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(a)長遺跡における竪穴住居設計法 (SH26) (b)長遺跡における基本設計パターン

第117図 長遺跡における竪穴住居設計法と基本設計パターン

長辺の比率1.15,....,,1.3の竪穴を掘る→床面に対角線の 期後半から古墳時代後期の資料をもとに、安濃川流

糸を張る→交点から 1: 1の位置に柱穴を掘る→周

溝を巡らせる→完成となる。なお、主柱穴の配置が、

本遺跡のように対角線の交点から 1: 1の比率をと

るものは山籠遺跡の SHl•SH5 や四日市市上野

遺跡の SB 10 (4B)などにも認められる。

人口については、先にも述べたように本遺跡の竪

穴住居は奄芸層群の頑丈な地盤に掘り込まれ、残存

状態はひじょうに良好である。しかし、それぞれの

竪穴住居について人口と考えられるような遺構は全

く確認されなていない。ただし、これまでの他の遺

跡の検出例では、人口のある側から地床炉を見た場

合、中心よりやや奥まって位置する傾向が認められ

る。これを考慮すれば、本遺跡の竪穴住居は、その

大半が長辺を南北方向にとり、床面中央やや北より

に地床炉が見られる。このことから、入口は南辺側

に存在した可能性が高いと考えられる。また、本遺

跡の竪穴住居では、南辺の中央部付近の床面に 1個

のピットをもつ（第117図参照）住居が多く認めら

れることから、出人り口の施設に伴うものである可

能性もあり、今後の類例が待たれる。

b. 平面プランと主柱穴位置の関係について

近年の調査例の増加により、安濃川流域における

竪穴住居平面プランは、弥生時代中期前半の円形プ

ランから中期後半には長方形プランヘと変化し、弥

生後期以後は正方形プランに統一されていくことが

明らかとなってきた。また、弥生時代中期後半以後

の方形プランの竪穴住居については、平面プランの

変化に伴って、主柱穴が外側に移動（床面積に占め

る主柱穴間面積の増加）する傾向が認められる。そ

こで、時代によるこれらの変化を検証するため、長

遺跡を中心として、比較的検出例の多い弥生時代中

域における竪穴住居の平面プランと床面積に占める

主柱穴間面積の割合の関係について検討を行った。

その方法は、竪穴住居の短辺を 1とした場合の長辺

の比率を縦軸に、床面積（周溝を含む）に占める主

柱穴間面積の割合を横軸にグラフを作り、その相関

関係から、時代による竪穴住居平面プランおよび床

面積に占める主柱穴間面積の割合の傾向を読み取ろ

うとするものである。なお、資料は発掘調査により

確実に平面プランの判明している竪穴住居の中から

平面形が長方形を含む方形プランで、 4個の主柱穴

をもつ定形的な竪穴住居に限定した。第118図は安

濃川流域の遺跡で検出された弥生時代中期後半から

弥生時代後期後半の竪穴住居のそれぞれの数値デー

タをグラフ化したものである。このグラフから中期

後半と後期の竪穴住居では、明らかに異なる分布域

をもつことがわかる。中期後半では長辺の比率が1.

04,_, 1.61で平均1.24と高い数値を示し、この時期の

竪穴住居に長方形プランの意識が強く働いていたこ

とを示している。これに対し、ほぼ同じ分布域をも

つ後期前半と後期後半では、比率は1.00,_,1.13で平

均1.04と低い数値を示し、後期の竪穴住居には正方形

プランの意識が働いていることを示している。また、

床面積に占める主柱穴間面積の割合では、弥生時代

中期後半は14.5,......,26.2%で平均19.1%に対して後期で

は22.6,......,37.4%で平均31.5%と大幅に増加している。

第119図は安濃川流域の遺跡で検出された古墳時代

の竪穴住居について、同様にグラフ化したものであ

る。資料は古墳時代前期から後期にまでおよぶが、

時期や遺跡による特徴的な傾向はあまり見られない。

長辺の比率1.00,_,1.18、床面積に占める主柱穴間面

積の割合22.3%,_,37.0%で、古墳時代の分布域は弥
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第120図 竪穴住居平面プランと主柱穴間面積の割合（弥生時代中期後半～古墳時代）

生時代後期の分布域と完全に一致し、平面プランや

主柱穴の位置など、竪穴住居における基本的な設計

プランがほとんど変化していないことを示している。

以上の検討結果に考察を加えると、安濃川流域にお

ける弥生時代中期後半の竪穴住居の特徴は、長方形

プランが顕著であり、長辺の比率が1.13をこえるも

のは中期後半の可能性が高いと言える。また、弥生

時代後期に比較して、床面積に占める主柱穴間面積

の割合が小さいことなどがあげられる。弥生時代中

期後半の堅穴住居においても、正方形に近いプラン

をもつものがわずかに認められるが、主柱穴間面積

の割合を考慮すれば、弥生後期では22.6%以下は見

られず、これにより時期を区別することができる。

弥生時代後期になると長辺の比率が1.13以上のもの

は見られず、正方形プランが顕著となる。後期後半

の資料に、若干中期後半と分布域の璽複するものが

見られるが、この分布域には中期後半の資料が 1点

しか存在していないことから、長辺の比率が1.13以

下で、床面積に占める主柱穴間面積の割合が22.6%

以上のものは弥生後期の可能性が高いと言える。 ま

た、後期前半の竪穴住居の平均面積は30.4rrfであり、

中期後半の平均面積30.3rrfと比較すると、規模的に

はほとんど変化していないのに対して、平均主柱穴

間面積は中期後半が4.96吋、後期前半になると8.40

面に増加し、中期後半の1.7倍にも逹する大きな変

化が見られる。 この大きな変化は何に起因するので

あろうか。おそらく、この時期を境に竪穴住居内に

おける生活様式が変化し、それに伴って、主柱穴で

囲まれた部分とその外側の部分の利用法や役割にも

変化が生じたと考えられる。また、この時期から南

辺中央部の床面に、貯蔵穴と呼ばれる土坑をもつ竪

穴住居が多く見られるようになるのも、生活様式の

変化と無関係ではないと考えられる。後期後半にな

ると、竪穴住居の平均面積は26.8rrfとなり、規模的

には縮小傾向が見られる。平均主柱穴間面積も、減

少して7.08吋となるが、竪穴住居の平均面積に占め

る平均主柱穴間面積の割合は後期の前半・後半いず

れも約27%であり、設計プラン自体は変化していな

い。古墳時代に入っても前代に引き続き、正方形プ

ランが主流をなす。 グラフにおける分布域は、弥生

時代後期と完全に一致しており、長辺の比率および

主柱穴間面積の割合のみのデータでは弥生時代後期

と古墳時代の竪穴住居を区別するのは困難である。

しかし、規模的に見ると、古墳時代前～中期の竪穴

住居の平均面積は28.7 m2、後期の平均面積は25.0m2 

で縮小傾向が見られる。平均主柱穴間面積も古墳時
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代前～中期が8.1面、後期は縮小して6.9面となるが、

竪穴住居の平均面積に占める平均主柱穴間面積の割

合はいずれも28%であり、設計プランに変わりはな

い。 弥生時代後期前半以後の竪穴住居は、規模的

には次第に縮小傾向をたどりながらも、古墳時代ま

で基本的な設計プランをほとんど変化させることな

く連綿と造り続けられてきたのである。

以上、安濃川流域における竪穴住居の平面プラン

と主柱穴間面積の関係について考察を加えてきたが、

他地域の竪穴住居についても、その実態と傾向を把

握するため、長遺跡とほぼ同時期と考えられる弥生

時代中期後半の四日市市上野遺跡、弥生時代後期初

頭の松坂市川原表B遺跡 (49)、古墳時代前期の四日

市市上野遺跡の資料を用いて検討を行った。第120

図はそれぞれの竪穴住居の数値データを、これまで

と同様にグラフ化したものである。弥生時代中期後

半の四日市市上野遺跡の竪穴住居は、長辺の比率が

1.37,......, 1.40と高い数値を示し、長方形プランが顕著

に見られる。また、床面積に占める主柱穴間面積の

割合は20.8,.......,26.9%で安濃川流域の中期後半の分布

域と一致する。弥生時代後期初頭に位置付けられる

松坂市川原表B遺跡の竪穴住居は、床面積に占める

主柱穴間面積の割合が16.8,.......,22%と低く、弥生時代

中期後半の分布域に属する。しかし、長辺の比率は

1.05,.......,1.06と低い数値を示し、正方形に近いプラン

への意識が感じられ、中期後半から後期前半に至る

過渡期の形態として捉えることができる。また、古

墳時代前期の四日市市上野遺跡の竪穴住居は、長辺

の比率1.00の正方形プランをもち、床面積に占める

主柱穴間面積の割合は25.0,.......,29.5%で、安濃川流域

の古墳時代前期の分布域と一致する。

以上のように、松坂市や四日市市など他の地域の

竪穴住居についても、弥生時代中期後半から古墳時

代前期にかけて安濃川流域とほぼ同じ様な傾向が見

られることが判明した。資料の数が不足しているた

め断言はできないが、三重県北中部地域という広い

範囲においても、定形的な竪穴住居については安猿

川流域で今回検証された内容とほぼ同様の傾向が見

られる可能性があることを指摘しておきたい。

(2)柱列

今回の調査で C•G•H•J などの各地区におい

て等高線の走る方向に沿って、ほぼ平行に配置され

た柱列が多数検出された。この遺構が集落内におい

ていかなる機能を担っていたかが問題となるが、岡

山県用木山遺跡 (50)ではこれに近い遺構を長方形住

居と考えている。本遺跡でも、埋め出した部分の流

失を考慮すれば掘立柱建物の可能性がない訳ではな

いが、その柱間の狭さと桁行きの長さを考えれば建

物とするには疑問が残る。流失士をせきとめるため

の施設なのか詳細は不明であるが、やはり柵とした

ほうがより妥当と思われる。ただし、最も傾斜の急

な場所に存在することや、全体を取り囲まないこと

から防禦的な施設でないということはいえよう。

(3)段状遺構

高地性集落のうち丘陵斜面に立地する遺跡に見ら

れるもので、小規模なテラス状遺構を意味する。独

立施設の場合と住居の付属施設になる場合の両様が

見られる。前者の例は、兵庫県三田市奈カリ与遺

跡 (51)で検出されている。また、後者の典型例は、

兵庫県神戸市頭高山遺跡 (52)などに見られる。本遺

跡においては前者の例がA地区A-4テラスや I地

区 I-3テラスで、後者の例がB地区SH19に付属

するものである。これらは、あくまでも傾斜地に平

坦地を得ることを目的とした施設と考えられる。

4 . 遺物について
今回の調査では、コンテナ箱換算で約120箱分の

遺物が出土した。遺物には土器・石器・玉類・石製

品などがある。遺存状態の悪いものが多かったが、

極力実測図示を試みた。実測し得た遺物は総数238

点で、比率的には土器82%• 石器16%• 玉類と石製

品2%で、その大半を土器が占める。

(1)土器および遺跡の年代

土器はコンテナ箱で116箱分の量が出土した。しか

し、調査区の大部分が丘陵の傾斜面に立地している

ため、これらの土器の大半が、自然流失による流土

の堆積土層内から二次移動した状態で発見されたも

のである。そのため、ほとんどの土器は断片的な破

砕片となり、調整技法や文様等の不明なものが多い。

また、遺構からはコンテナ箱で20箱分程度の土器が

出土しているが、遺構との直接的な共伴関係が明ら

かなものはSH7やSH47などごく一部であり、大

半は竪穴住居の埋土掘削途中に出土したものである。
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このような状況ではあるが、出土した土器を総合的

に見た場合、丘陵地区西斜面表土層直下から出土し

た古墳時代後期の須恵器甕・杯身の 2点を除いては、

ほとんどが弥生第IV様式（弥生時代中期後葉）に属

するものである。したがって本遺跡で検出された遺

構はすべてこの時期のものと考えて差し支えない。

器種としては壺・甕・高杯・鉢・蓋・ミニチュア土

器などがあるが、全体に占める割合を見ると壺40%•

甕45%• 高杯 5% ・鉢 2% ・蓋 5%• ミニチュア土

器 3%となり、甕が最も多く、甕と壺でその大半を

占める。ただし、百分率を出すには資料の絶対量が

不足しているが、おおよその傾向は知ることができ

る。壺には広口壺・受口壺・内湾口縁壺の 3種類が

存在する。これらは、伊勢湾西岸地域における当該

時期の壺の基本形式といえるものであり、比率的に

は受口壺が全体の54%を占めもっとも多く、広口壺

44%がこれに次ぎ、内湾口縁壺にいたっては 2%し

か存在していない。受口壺は口縁部を受口状に屈曲

させて、その外面に第IV様式の指標となる凹線文を

施したもので、口径の小さい受口細頸壺 (B1類）

と口径の大きい受口太頸壺 (B2類）がある。これ

らは体部は基本的にハケ調整のままであり、文様も

見られない。これらの土器は県下では納所遺跡・上

村遺跡・亀井遺跡・永井遺跡・上箕田遺跡などで見

られ、北勢・中勢地域では比較的よく見られる器種

である。広口壺は、口縁部が大きく開き、端部外面

には櫛描波状文、内面には櫛刺突文を施したものや、

体部上半を櫛描き文で飾ったものが多く見られる。

ほとんどが第IV様式に収まるものであるが、口縁部

内面に瘤状突起を密にもつ第皿様式末の特徴をもつ

ものもわずかに見られる。これらの土器も納所遺跡

をはじめ受口壺とほぼ同様の分布を示す。内湾口縁

壺は、本遺跡のみならず、当地域においては納所遺

跡や橋垣内遺跡など一部の遺跡でわずかに出士して

いるのみで、ほとんど見られない形態のものである。

口縁外面に数段の櫛描き横線文が巡る大型の口縁部

破片 1点のみが唯一の出土資料である。

甕も大別して、口縁部がくの字形に短く屈曲し体

部に文様の無いA類、口縁部が緩やかに外反する B

類、口縁部が受口状の C類の 3種類が存在する。こ

れらの土器は従来より、 B類は当地域の在地型のも

の、 A類は畿内からの、 C類は近江地方からの流れ

を汲むものとされている。しかし、畿内からの流れ

を汲むA類の中には、体部下半にミガキを施した東

海地方に特徴的な調整法をもつものも見られ (53)興

味深い。比率的にはA類が全体の44%を占めもっと

も多く、 B類41%がこれに次ぎ、 C類が15%でもっ

とも少ない。 A類の土器は橋垣内遺跡や四日市市上

野遺跡などで見られる。とくに上野遺跡ではこのA

類が高い比率を占める反面、 B類の土器がまった＜

出土していないのが特徴的である。

また、上野遺跡では台付き甕の比率がひじょうに

高いのに対し、本遺跡では台付き甕はほとんど見ら

れない。当地域の在地的な土器といえる B類は、薄

手のつくりと櫛状工具を使用した施文を特徴とする。

c類には近江地方の流れを汲むC3• C 4類と第III

様式中頃の特徴をもっ C2類がある。 C3• C 4類

は当地域で比較的よく見かける土器であるが、 C2 

類は当地域ではほとんど見られず、わずかに四日市

永井遺跡で類例が見られる程度である。

高杯はA類と B類がある。 A類は水平な口縁部を

もつ高杯で納所遺跡・亀井遺跡・四日市上野遺跡な

ど北勢・中勢地域で比較的よく見かける土器である。

B類は内湾気味に開く杯部をもつ高杯で、四日市上

野遺跡に類例がみられるが、当地域ではあまり見ら

れない土器である。

鉢は胴部が屈曲し、扁平化の進んだ形態のもので、

納所遺跡・橋垣内B遺跡など当地域で見られる土器

であるが、量的にはわずかである。

(2)石器について

本遺跡から出士した石器は総数32点である。これ

は調査面積3,700吋、竪穴住居検出数57棟という遺

構密度と対比した場合、余りにも少ない数量と言わ

ねばならない。それでも、器種的に見た場合、石斧

類12点・石鏃10点・石庖丁 1点・磨石 3点・石皿 1

点・砥石 3点・敲打石 2点と、少数ながらも工具・

収穫具・狩猟具など一応ー通りの器種は揃っている。

これらの石器の所属時期については、同時に出土し

た土器の時期幅を考慮すれば、包含層出士のものも

含め、中期後菓の極めて限定された時期と考えて差

し支えない。したがって、時期の特定できる石器資

料の集積がまだまだ乏しい中勢地域にあっては、本
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遺跡の南200mに所在する山籠遺跡の資料と共に、

竪穴住居単位で石器の器種組成を知ることのできる

極めて貴重な資料ということができる。量的には少

ない資料であるが、ここでは事実確認を中心に若干

の考察を加えてみたい。

a. 石器器種と使用石材

打製系の石器としては石鏃のみであり、石材は安

山岩（下呂石）製の 1点を除き、他はすべてサヌカ

イト製である。サヌカイトの産出地については、奈

良県二上山産に似たものも含れているという指摘が

ある程度にとどめておきたい。

これに対し、磨製系の石器石材は砂岩・凝灰質砂

岩・粘板岩・結晶片岩など比較的豊富である。この

ことは、それぞれの用途にあった石材を選択してい

ることに起因するのであろう。薄い造りの石庖丁に

は片岩系の結晶片岩を使用している。また、磨製石

斧類のうち、小型のノミ形石斧には凝灰質砂岩と粘

板岩が、太型蛤刃石斧と扁平片刃石斧には菫量感が

あり、衝撃に強い硬質の砂岩が使用されている。

その他の石器類には磨石・石皿・砥石・敲打石な

どが存在する。堅果類や穀粒を磨りつぶすのに使用

されたと考えられる磨石には、重量感のある硬質の

砂岩や凝灰質砂岩などの砂岩系の石材を使用し、石

皿には花岡岩、砥石には砂岩、敲打石には花岡岩と

チャートが使用されている。

磨製石器の石材については、主体を成す砂岩が一

志群一志町を中心とする一志層群中に見られ、同一

層準の地層が、他の地域でも伊勢平野沿いの山地や

丘陵地の各所で認められるのをはじめ、結晶片岩に

ついても紀伊半島に広く分布しているものである。

また、磨石・石皿・砥石・敲打石などの石材である

花岡岩・凝灰質砂岩・チャートなどについても基本

的には県内で産出する石材である。

したがって、打製石器の主たる石材が地元では産

出しないサヌカイトであるのに対して、磨製石器な

ど、打製石器以外の石材については、比較的地元で

も入手しやすい石材であったと考えられる。

b. 石器器種による製作地の想定

長遺跡では、打製・磨製を問わず確実な未製品は

確認されていない。磨製石鏃の未製品と考えられる

石器が一点出土しているのみである。しかし、打製

石器については、竪穴住居の床面から、サヌカイト

のフレークやチップ（屑砕片）が検出されているこ

とや、丘陵頂部平坦地の遺構面からサヌカイト原石

を小割りにした大型剥片16片がまとまって出土して

いることなどから、本遺跡では集落内に原石を持ち

込み、石鏃や石錐などの製作が行われていた可能性

が高いといえる。同様の例は、長遺跡の一次調査を

はじめとして、納所遺跡や山籠遺跡などでも認めら

れ、当地域においては、早くからサヌカイトを使用

した集落内での打製石器製作の想定がなされている。

しかし、太型蛤刃石斧や扁平片刃石斧などの磨製石

斧については、本遺跡をはじめとして周辺の遺跡か

らも、原石はおろか製作工程を示す資料さえ出土し

ていないことから、これらの製品については、ある

ルートを通じて他の集落で生産された既製品を入手

していたと考えるのが妥当であろう。

c. 当地域における石器の様相

本遺跡における石器の様相についてはすでに述べ

たとおりであるが、ここではまとまった器種組成を

もつ納所遺跡と山籠遺跡の石器資料に、本遺跡の資

料を加えて、地域的な様相について考えてみたい。

納所遺跡は本遺跡の南 2kmに位置し、当地域にお

ける拠点的集落として著名な遺跡である。弥生時代

中期にその盛期を迎える遺跡で、石器も未製品を含

め、膨大な数が出土している。また、南200mの所

には、本遺跡とほぼ同時期に営まれた山籠遺跡が存

在する。これらの遺跡からは、石鏃や石槍などの狩

猟具、石斧類・石錐・石皿・砥石・敲打石などのエ

具、石庖丁などの収穫具などが出土している。納所

遺跡の石器組成の比率は、弥生中期に限れば石斧30.

7%. 石鏃26.4%・砥石14.3%・敲打石及び凹石10.9

%• 石鏃と打製石斧以外の打製石器9.6%• 石庖丁5.

9% となる。これに対して本遺跡では、石斧37.5%•

石鏃31.2%・磨石、石皿12.5%・砥石9.4%・敲打石

6.3%• 石庖丁3.1%という比率となる。ただし、本

遺跡の場合、百分率を出すには資料の絶対量が不足

しているが、おおよその傾向は知ることができよう。

この 2遺跡を比較すると、いずれも石鏃と石斧で

全体の60,..._,70%を占めている。山籠遺跡においても

この割合は同様である。また、本遺跡では石斧の割

合が高いことと、磨石や石皿といった調理用石器の
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占める割合が高いことが注目される。納所遺跡では

石鏃や石斧の割合が若干低いものの、砥石や敲打石・

凹石といった石器製作に関わる遺物の割合の高いこ

とが注目される。このことは、納所遺跡における石

器製作活動が活発に行われていたことを示すもので

あろう。

石材について見ると、いずれの遺跡でも石鏃や石

槍など、打製石器のほとんどすべてがサヌカイトで

占められているのに対して、磨製石器の場合は、太

型蛤刃石斧や扁平片刃石斧など大型の石斧は砂岩質、

石庖丁は片岩系といったように、器形によって石材

は、ほぼ統一されている。ただし、山籠遺跡出土の

磨製石斧については、砂岩質のものより輝緑岩系の

石材が目立つという特徴が見られるものの、それぞ

れの遺跡においてサヌカイトや砂岩、片岩系といっ

た同じ石材の製品の分布が認められることから、こ

れらの集落の間には、石材・製品の人手・獲得にお

いてなんらかの形で関連があったと考えるのが妥当

であろう。また、山籠遺跡において磨製石斧の石材

に、砂岩より輝緑岩系の石材が目立った点について

は、この集落が他とは異なる独自のルートを通じて

既製品を人手していた可能性を示すものであろう。

d. 石鏃について

最後に石鏃について若干考察を行ってみたい。本

遺跡では10点の石鏃が出士しているが、砂岩製の磨

製石鏃未製品を除いてはすべてサヌカイト製打製石

鏃である。形態的には、平基有茎石鏃 1 点• 平基無

茎石鏃 3点・凸基有茎石鏃 3点・菱形鏃 1点などで

ある。有茎石鏃が、いずれも長さ 3cm未満、重さ 2

g未満であるのに対して、平基無茎石鏃は3.0--4.1

cm、璽さ2.6--3.2gであり、佐原真氏の唱える戦闘

用石鏃の長さ 3cm以上、重さ 2g以上の占める割合

が比較的高いことが指摘されよう。このような傾向

は、同時期の周辺の遺跡においてもうかがうことが

できる。当地域の拠点的集落である納所遺跡では弥

生時代中期前半から後半にかけて、集落の東側に防

禦的な環濠が集中的に形成されるが、それに伴って

石鏃の大型化が認められる。長さ 4cm以上のものが

多く作られ、重さも最高 6gに達するものが出現す

るなど大型化の様相が顕著である。また、山籠遺跡

においても、長さ5.1cm、菫さ3.8gに達するものが

出現するなど、同様の傾向がうかがわれる。

弥生時代中期におけるこれらの動向は、当地域に

おける当時の社会情勢の反映と見ることができ、防

禦的な環濠や戦闘用石鏃の存在からも、集落間、あ

るいは地域間に緊張した状態があったことがうかが

われよう。

(3)屯類・石製品

本遺跡からは勾玉 1点・管玉 2点・不明ガラス製

品 l点・紡錘車 1点が出土している。

弥生時代中期の勾玉は、愛知県朝日遺跡・大阪府

池上曽根遺跡・鬼虎川遺跡・兵庫県田能遺跡・舞鶴市

志高遺跡などで出土しており、丹後地方では拠点的

な集落に 1個という出土状況を示している (54)。ま

た、池上曽根遺跡では大型掘立柱建物の掘方に埋め込

まれ、最古の地鎮を示す可能性が指摘されてい

る (55)。この時期の勾玉の特徴は、小型で半扶状と呼

ばれる定形化する以前の形態をもち、ほとんどが翡

翠で作られている。本遺跡出土のものは、朝日遺跡の

屯造り工房から出土した勾玉に酷似しているが、ひ

じょうに薄い作りが特徴的である。また、半透明で鮮

やかな緑色を呈し、原石の産地は糸魚川流域にもとめ

られる。当該期の勾玉が、土器の地域差を越えて九州

から東北地方にかけて分布することから、その価値

観は凡日本的なものであり、社会的な権威や権力を

象徴するものと認識されていたことがうかがえよう。

管玉は 2点出土しているがいずれも硬玉製で長さ

0.6cmの小さいものである。本遺跡の北西約400mに

位置する安濃町倉谷弥生墳丘墓の主体部から同様の

ものが出土している (56)。また、津山市西吉田遺

跡 (57)の土坑墓 3の主体部からは、材質は異なるが

ほぼ同じ大きさの管玉が出土している。

不明ガラス製品は淡い青色を呈し、長さ0.55cmの

小さなものである。破損した片側を修理した様子が

見られ、完全な製品ではない。また、津山市西吉田

遺跡の土坑墓 3の主体部からも同じ様な大きさのガ

ラス製小玉が出土しているが、この時期のガラス製

品はひじょうに貴重なものであったらしく、こちら

でも破損品が再利用されている。

石製品としては紡錘車の破片が 1点見られるのみ

である。無文で復元すれば14g程度になり、当時の

平均的な大きさと重量のものである。
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5 . まとめ
弥生時代中期頃には関東地方以西において、環濠集

落や高地性集落など「戦争」に備えたとされるムラ

が数多く出現している。主な遺跡として大阪府東山

遺跡・和泉観音寺山遺跡・兵庫県会下山遺跡・池上

口ノ池遺跡・岡山県用木山遺跡・福岡県下稗田遺跡・

佐賀県千塔山遺跡 (58)などがあり、とくに中部瀬戸

内や西摂六甲山系などに営まれた高地性集落につい

ては、中国史書に見える「倭国大乱」の考古学的反

映を示すものではないかと主張されているところで

ある。三重県下においても弥生時代後期には、四日

市市金塚遺跡 (59)や鈴鹿市南谷遺跡 (60)のように環濠

や堀をもった防禦的な丘陵上の集落が出現している。

これらの遺跡と本遺跡を比較した場合、立地面につ

いて見れば、標高100,._,200 mに立地するAタイプの

東山遺跡・会下山遺跡も含めてほとんどの遺跡が台

地上か丘陵頂の比較的平坦な面のみを居住区として

おり、居住区の大半が急斜面に立地する本遺跡とは、

きわだった違いを見せている。もっともこの違いは、

本遺跡の集落規模が格段に大きいことと、それを受

け入れるだけの広い平坦面をもつ台地や丘陵などの

地形に、当地域が恵まれていなかったことにもよる

のであろう。また、付属施設の面においても、これ

らの遺跡には貯蔵穴や土坑などが伴うのに対して、

本遺跡では、そのような遺構がほとんど認められな

いのも特徴的である。これらの点で、本遺跡と似た

様相を呈するのが岡山県用木山遺跡で、斜面をテラ

ス状に造成する集落構造のみならず、集落の廃絶に

ついても同じ様な状況を示している点が興味深い。

また、このような防禦的な集落は、千塔山遺跡が

II期に、下稗田遺跡や東山遺跡がm期に、その他の

遺跡もW期には営みが開始されている。本遺跡にお

いてもm期末,_,N期にその成立が認められるが、当

地域では中期前半の川期初め頃には、拠点集落であ

る納所遺跡に防禦的な環濠が掘削されたり、替田遺

跡や弐ノ坪遺跡で焼失住居が検出されるなど、社会

的緊張状態にあったことが推察される。また、北部

九州や畿内などでは被葬者が石鏃により死亡したと

推定される墓が多数検出されて (61)いるが、当地域

においても、替田遺跡や弐ノ坪遺跡で石鏃を出土す

る土坑墓がいくつか検出され、戦いによる死亡者が

想定されるところである。なお、替田遺跡・弐ノ坪

遺跡・蔵田遺跡など沖積平野の遺跡からはW期の遺

構や遺物がほとんど検出されていないことから、す

でにこの頃には、集落の人々はより安全な場所に移

り住んでいた可能性が高いと考えられる。このこと

から、替田遺跡・弐ノ坪遺跡・蔵田遺跡といった沖

積平野に営まれていたいくつかの集落が、社会の緊

張状態に伴って集団で丘陵に移動したことによって

長の大集落が成立したと考えられる。しかも、それ

は山籠遺跡をも内包する大規模な集落であった可能

性が高いのである。以上のように、当地域において

も皿期の初めの頃には、すでに社会的緊張状態に人っ

ていたと考えられ、それが本遺跡を成立させる要因

になったと推察される。ただ、その緊張状態が水稲

耕作に伴う水争い、土地争いといった程度の限定し

た地域のものなのか、もっと大規模なものなのかは

不明であるが、当地域にあってはこのような防禦的

な集落はV期になるとほとんど見られなくなる。本

遺跡においてもW期をもって完全にその役目を終え

ている。とはいえ、集落全体が焼き討ちに遭って壊

滅したというのではない。集落内には石鏃などを除

いては、完形を保つ遺物類はほとんど検出されず、

継続的な日常生活の様子を留めているものは認めら

れなかった。むしろ、第二次調査では谷地形の場所

に破損土器類を投棄した状況すら示している。以上

のことから推察して、長遺跡は弥生時代中期末のあ

る時期に、身の回りの品々を意識的に取り片づけて、

集落全体が他の場所に移動した感が強く、用木山遺

跡の場合とほとんど同じ状況を示している。ただし、

用木山遺跡では眼下の丘陵裾部に大規模な集落跡で

ある岩田大池遺跡が、用木山遺跡を引き継ぐように

弥生時代後期初頭から始まるのに対して、当地域で

は、沖積平野に近い丘陵裾部に小規模な遺跡が点在

して見られるようになる。このことは、いくつかの

集落の合体により形成されていた本遺跡が、社会的

緊張状態の緩和と共に本来の単位集落に分解して丘

陵裾部へと移動していったことを示すものと考えら

れよう。そして、このことは用木山遺跡でも指摘さ

れたように「本集落は発展的に廃絶し、より便利な

丘陵裾部へと集落をあげて移行したものと考えられ

る。」という状況であったと推察されるのである。
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(15) 平成5年、津市教育委員会が発掘調査。

(16) 池端清行ほか「替田遺跡第 1次」（『一般国道23号 中勢道路埋

蔵文化財発掘調査概報IX』三重県埋蔵文化財センター 1997年）。

(17) 池端清行ほか「弐ノ坪遺跡」（『一般国道23号 中勢道路埋蔵文

化財発掘調査概報x』三重県埋蔵文化財センター 1998年）。

(18) 竹内英昭『平田古墳群』安濃町遺跡調査会 1987年

(19) 中村光司・穂積裕昌「山籠遺跡」（『一般国道23号 中勢道路建

設事業に伴う大古曽遺跡・山籠遺跡・宮ノ前遺跡発掘調査報告』

三重県埋蔵文化財センター 1995年）。

(20) 田中秀和『大城遺跡発掘調査報告書』安濃町教育委員会1998年

(21) 下村登良男「桐山遺跡」（『県営安東地区圃場整備事業地域養老・

森山B ・桐山遺跡発掘調査報告ー付•竹川遺跡ー』三童県文化財

連盟 1972年

(22) 文献(21)に同じ

(23) 本堂弘之・倉田直純ほか「宮ノ前遺跡」（文献(19)に同じ）

(24) 文献(21)に同じ

(25) 津市教育委員会『高松c遺跡発掘調査報告』（『津市埋蔵文化財

センター年報 』 1998年）。

(26) 浅生悦生ほか「大ケ瀬地区」（『野田遺跡群発掘調査報告』津市

教育委員会 1974年）。

(27) 浅生悦生ほか「柳谷地区」（『野田遺跡群発掘調査報告』津市教

育委員会 1974年）。

(28) 伊藤久嗣「平栄遺跡」（『近畿自動車道埋蔵文化財調査報告 I山

口遺跡・大ケ瀬遺跡・平栄遺跡』三重県教育委員会 1973年）。

(29) 萱室康光『尺目遺跡発掘調査報告』津市教育委員会 1975年

(30) 高茶屋出土銅鐸『津市の文化財J津市教育委員会 1989年

(31) 浅生悦生・倉田直純ほか「太田遺跡」（『一般国道23号中勢道路

(9エ区）道路建設事業に伴う松ノ木遺跡・森山東遺跡・太田遺

跡発掘調査報告』三重県埋蔵文化財センター 1993年）。

(32) 「倉谷方形台状墓」（『三重県埋蔵文化財年報 7』三菫県埋蔵文

化財センター 1996年3月）。

(33) 谷本鋭次『津市河辺町・亀井遺跡J三重県教育委員会 1973年

(34) 山田猛「前田遺跡」（『昭和57年度農業基盤整備事業地域埋蔵文

化財発掘調査報告J三重県教育委員会 1983年3月）。

(35) 谷本鋭次「大ケ瀬遺跡」（『近畿自動車道埋蔵文化財発掘調査報

告I」三重県埋蔵文化財連盟 1973年）。

(36) 谷本鋭次『高松弥生墳墓発掘調査報告』津市教育委員会 197僅F

(37) 昭和59年度 津市教育委員会が発掘調査

(38) 小玉道明ほか『坂本山古墳群・坂本山中世墓群』津市教育委員

会1970年

(39) 今尾文昭ほか『三世紀の九州と近畿』橿原考古学研究所 1983年

(40) 都出比呂志「古墳出現前夜の集団関係一淀川水系を中心に一」

『考古学研究』第20巻 4号 1974年

(41) 村川行弘・石野博信『会下山遺跡』芦屋市文化財調査報告第3

集 1964年

(42) 菅原正明『東山遺跡」大阪府文化財調査報告書 1979年

(43) 森浩ー・鈴木博司『観音寺山弥生集落調査概報』観音寺山遺跡

調杏団 1968年

(44) 森浩ー・辰巳和弘ほか『田辺天神山弥生遺跡』同志社大学文学

部考古学調査記録5 1976年

(45) 宮本長二郎氏の御教示による。

(46) 萱室康光ほか『長遺跡発掘調査報告J津市教育委員会 1989年

(47) 北野遺跡第2次調査 上村安生氏の御教示による。

(48) 春日井恒ほか『上野遺跡』四日市市遺跡調査会 1991年

(49) 西田尚史「川原表B遺跡」（『中部平成台団地埋蔵文化財発掘調

査報告書』松阪市教育委員会 1990年）。

(50) 神原英朗『用木山遺跡発掘調査報告』岡山県山陽町教育委員会

1977年

(51) 井守徳男ほか「奈カリ与遺跡」（『北摂ニュータウン内遺跡調査

報告書nJ兵庫県教育委員会 1983年）。

(52) 「頭高山遺跡」神戸市教育委員会 1983年

(53) 松本洋明氏の御教示による。

(54) 『丹後発掘』京都府立丹後郷土資料館 1999年10月

(55)乾哲也編『よみがえる弥生の都市と神殿』摂河泉地域史研究会

1999年

(56) 田中秀和氏の御教示による。

(57) 行田裕美『西吉田遺跡』津山市教育委員会 1985年

(58) 中牟田賢治『千塔山遺跡』基山町遺跡発掘調査団 1978年

(59) 服部芳人ほか「金塚遺跡」（『近畿自動車道名古屋線（第二名神）

埋蔵文化財発掘調査概報n』三重県埋蔵文化財センター 1999年）。

(60) 小菅文裕「南谷遺跡」（『一般国道23号中勢道路 (6エ区）建設

事業に伴う南谷遺跡・稲生遺跡発掘調査報告」三重県埋蔵文化財

センター 1995年）。

(61) 佐藤良二『弥生戦争とサヌカイトー石材の原産地と消費地ー』

香芝市二上山博物館 1998年
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遺構名
平面形 規模 (m) 辺の比率 面積

主柱穴
地床炉

周溝 備 考
（プラン） 東西 南北 短辺．長辺 (rrf) 焼土範囲 (cm)

SH 1 長方形 4.6 4.1 1 • 1.12 18.9 4 中央西寄り 70X50 全周 西辺を拡張

4.7 6.4 1・1.36 30.1 中央北寄り
四辺を拡張

SH2 長方形 4 長径80cmの浅い楕円 全周
拡張後排水溝をもつ

5.5 7.5 1・1.36 41.3 土坑

SH3 長方形 8.0 9.6 1 • 1.20 76.8 4 不明 南側半分 今回検出中第2位の規模

SH4 長方形 4.5 5.2 1 • 1.16 23.4 4 
中央北寄り

全周 西辺を拡張
炭・灰充満土坑

SH5 円形 不明 不明 （全周） 復元径5.5m前後

SH6 （方形） 不明 不明 （全周）

3.8 4.8 1・1.26 18.2 4 北寄り 40X40 
拡張後の炉の東端に細長い

SH7 長方形 （全周）
石を据える

3.8 6.1 1・1.61 23.2 4 南寄り 40X40 

SH8 長方形 (8.0) (2.8) 不明 北寄り 60X40 （全周） 約10cmの貼り床

SH9 
隅丸長方形 (1.0) 4 不明 無
（平行四辺形）

SHlO 長方形 (2.8) 4.2 (3) 
中央付近に 3ヵ所

逆L字状 北西隅の柱穴は不明
径30

SHU 長方形 8.4 12.0 1 1.43 100.8 4 不明 L字状 今回検出中最大の規模

SH12 長方形 6.7 8.1 1 • 1.21 54.3 4 中央北寄り 80X60 
北東隅と南

辺の一部

SH13 長方形 5.2 4.3 1 1.21 22.4 4 中央東寄り 径60
北辺と南西

隅の一部

SH14 （長方形） 4.4 (1.5) (4) 不明 （全周） 柱穴が甫複し確定が困難

SH15 長方形 5.1 4.3 1 • 1.19 21.9 4 中央東寄り 径50 全周
炉の西端に細長い石の抜き

取り痕

SH16 方形 5.1 5.3 1 1.04 27.0 4 中央北寄り 50X40 全周

SH17 長方形 5.5 6.3 1 1.15 34.7 4 中央北寄り 80X70 全固
炉は深さ 6cmを測り、南端
に細長い石を据える

SH18 長方形 (1.4) 3.5 無 北寄り 40X25 逆L字状

SH19 
長方形

(3.9) 4.8 4 中央北寄り 60X40 （全周）
炉は深さ 7cmを測り、南端

（平行四辺形） に細長い石を据える

SH20 長方形 (2.0) 3.8 4 不明 （全周）

SH21 長方形 4.3 3.7 1 1.16 15.9 4 中央径40 全周

SH22 （方形） (3.5) (3.3) (2) 不明 無 北側の主柱穴2個は不明

SH23 方形 2.7 (2.5) 不明 中央径35 （全周）

SH24 
長方形

4.0 5.0 1・1.25 20.0 4 中央北寄り 径45 全周
炉ぱ浅く凹み、深さ 6cmを

（平行四辺形） 測る

SH25 長方形 3.9 5.0 1 1.28 19.5 4 中央 50X35 全周
炉は浅く凹み、深さ 6cmを
測る

SH26 方形 4.6 4.8 1・1.04 22.1 4 中央北寄り 80X70 北東隅のみ
炉は深さ14cmを測り、南端
に細長い石を据える

SH27 （方形） (0.9) (4.3) 不明 不明 無

SH28 長方形 3.7 4.3 1・1.16 15.9 4 
中央北寄り

（全周）
炉には焼けた様子が見られ

径30の浅い凹み ない

第2表竪穴住居一覧表 1 （ ）は現存の数値
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遺構名
平面形 規模 (m) 辺の比率

面積(rr:iう主柱穴 地床炉焼士範囲 (cm) 周溝 備考
（プラン） 東西 南北 短辺：長辺

SH29 方形 4.2 3.9 1 1.08 16.4 無 中央北寄り 径60 全周
炉は浅く凹み、深さ 8cmを
測る

(3.4) 5.0 4 

SH30 隅丸長方形 中央北寄り 50X8Q （全周）
拡張が認められる 炉は浅

(3.4) 6.1 4 
＜凹み深さ 6cmを測る

SH31 長方形 (3.5) 4.5 4 中央北寄り 径30 （全周）
炉ば浅く凹み、深さ 3cmを
測る

SH32 長方形 (3.5) 4.4 4 中央北寄り 径30 （全周）
炉は浅く凹み、深さ 4cmを
測る

SH33 方形 (2.5) 3.1 無 不明 （全周） 東辺の周溝壁に焼土

SH34 
長方形

(3.5) 4.2 4 
中央南寄り

（全周）
炉は焼土壁をもち、深さ3釦m

（平行四辺形） 径40の士坑 の土坑状

SH35 長方形 (2.8) 4.5 4 中央径40の土坑 （全周）
炉は埋土に灰を含む深さ

10cmの浅い土坑状

SH36 長方形 5.0 3.4 1 1.47 17.0 4 中央束寄り 径40 全周
炉は浅く凹み、深さ 6cmを
測る

SH37 
長方形

5.3 6.8 1 1.28 36.0 4 不明 全周
（平行四辺形）

SH38 長方形 4.4 5.6 1 1.27 24.6 4 中央北寄り 径40
西辺と南辺 炉の東端に細長い石を据え

のみ る

SH39 長方形 4.5 5.2 1 1.16 23.4 4 中央北寄り 60X40 （全周）
炉ば浅く凹み、深さ 4cmを
測る

SH40 
（方形） (4.0) (2.5) 不明 不明 （全周） 拡張が認められる
（平行四辺形）

SH41 （方形） (2.7) 不明 不明 （全周）

SH42 （方形） (2.0) (2.0) 不明 不明 （全周）

SH43 円形 不明 不明 （全周） 復元径5.5m前後

SH44 
（方形）

(2.5) (1.7) 不明 （中央） 40X20 （全周）
（平行四辺形）

SH45 隅丸長方形 (2.1) (3.1) (3) 中央北寄り 80X60 
北辺と東辺 北西隅の柱穴は不明

のみ 炉の中央に細長い石を据える

SH46 長方形 (4.0) 3.3 不明 中央北寄り 径50 （全周）

SH47 方形 (4.0) 4.1 4 中央北寄り 径50 （全周）

SH48 （方形） (0. 7) (3.2) 不明 不明 （全周）
南東隅床面に60X30の範囲
で焼士

SH49 （方形） (3.7) 4.8 (2) 60X30 （全周）

SH50 （方形） (3.5) 4.3 無 不明 （全周）

SH51 （方形） (1.7) 4.8 不明 不明 （全周）

SH52 （方形） (3.1) 4.1 不明 中央西寄り 径40 （全周）

SH53 （方形） (2.2) 3.2 不明 不明 （全周）

SH54 長方形 (2.9) 4.1 (3) 中央 150X80 南東隅のみ
北西隅の主柱穴は不明 炉は灰や

焼土が充満深さは10cmを測る

SH55 （方形） (2.0) 5.1 (4) 不明 （全周） 拡張が認められる

SH56 長方形 7.3 9.2 1 1.26 67.2 4 
中央南寄りに 2ヵ所 北辺を除く

今回検出中第3位の規模
70X50 径50 コの字状

SH57 （方形） 4.8 (1.7) (1) 不明 （全周）
拡張が認められる主柱穴は

3度の切り合いをもつ

第3表竪穴住居一覧表2 （ ）は現存の数値
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遺構名
規 模 柱間寸法 柱掘形

備 考
間数 桁行 (m) 梁行 (m) 面積（面） 桁行 (m) 梁行 Cm) 径 (cm) 形

SB58 3Xl 2.1 1.8 3.78 0.7 1.8 25 円
桁行北側に独立

南側に近接の棟持ち柱をもつ

SB59 3Xl 3.4 1.8 6 12 1.0,.....,,1.2 1.8 25 円 近接棟持ち柱をもつ

SB60 3Xl 3.6 2.4 8.64 1.0.......,1.4 2.4 25 円 独立棟持ち柱をもつ

SB61 2Xl 2.6 1.8 4.68 1.3 1.8 25 円 独立棟持ち柱をもつ可能性あり

SB62 2Xl 4.5 2.5 11.25 2.25 2.5 30 円
独立棟持ち柱をもつ可能性あり

プランは平行四辺形に近い

SB63 2Xl 2.5 1. 7 4.25 1.25 1. 7 30 円 プランは平行四辺形に近い

SB64 2Xl 1.9 1.9 3.61 8.5 1.9 40 円 棟持ち柱をもつ可能性あり

SB65 2Xl 2.0 1.9 3.80 2.0 1.9 30 円
SB64とほぼ同じ規模をもつ
棟持ち柱をもつ可能性あり

SB66 3Xl 4.5 1. 7 7.65 1.5 1. 7 30 円 近接棟持ち柱をもつ

SB142 2Xl 4.0 2.6 10.4 2.0 2.6 20 円
北斜面地区

独立棟持ち柱を持つ

第4表掘立柱建物一覧表

遺構名
規模

柱 間 備 考
間数 全長(m)

SA67 3 2.1 0.7X3 SB58の桁行にほぼ平行する

SA68 4 4.4 l.1X4 A-1テラス・ SA68,_,SA71はほぼ同方向に近接して位置する

SA69 3 4.6 西から 1.2+2.2 + 1.2 

SA70 5 5.5 1.1X5 

SA71 3 3.7 西から 1.3+1.1+1.3 

SA72 4 7.5 北から 1.5+1.5+3.0+ 1.5 A-3テラス

SA73 3 6.2 北から 1.6+1.6+3.0 SA72とほぼ平行する

SA74 4 5.6 1.4X4 Bテラス上で壁面に対してほぼ平行する

SA75 4 4.4 1.1X4 Bテラス上で璧面に対して斜めの方位をとる

SA76 3 3.9 1.3X3 Bテラス上で壁面に対してほぼ平行する

SA77 5 5.5 1.1 X5 C-3テラス壁面に平行しSA78• SH25に先行する

SA78 2 3.0 1.5X2 

SA79 5 6.5 1.3X5 C-2テラスでSA80に先行する

第 5表柱列一覧表 1
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遺構名
規模

柱 間 備 考
間数 全長(m)

SA80 6 7.0 1.0+ 1.0+ 1.5+ 1.5+ 1.0+ 1.0 C-2テラスで壁面に沿って湾曲する

SA81 5 7.5 1.5X5 C-3テラス壁面に平行する

SA82 4 3.6 0.9X4 C-3テラス壁面に斜めの方位をとる

SA83 5 8.0 1.6X5 C-3テラス西側の斜面で壁面にほぼ平行する

SA84 3 2.4 0.8X3 Dテラス壁面に直行する方位をとる

SA85 6 5.4 0.6,....,1.2 Dテラス墜面に平行しSA84に直行する

SA86 4 6.8 1.7X4 SA85南端から一段下のGテラスに斜めに取り付く

SA87 3 2.4 0.8X3 EテラスSA87,._,SA90は竪穴によって切られ全体は不明

SA88 3 3.6 1.2X3 

SA89 4 4.8 1.2X4 

SA90 4 4.8 北から 1.1 + 1.1 + 1.3+ 1.3 

SA91 4 1.2 0.3X4 柱穴が隣接して並ぶ小規模な柱列

SA92 3 2.1 0.7X3 SH36の床面で検出したが竪穴との前後関係は不明

SA93 4 1.6 0.4X4 SA93,_,SA96はSH39の西側で検出した小規模な柱列群

SA94 2 2.0 1.ox2 

SA95 2 3.0 1.5X2 

SA96 2 3.0 1.5X2 

SA97 2 2.6 1.3X2 SA97,.._,SA105はGテラスに位置する

SA98 3 3.3 1.1 X3 
SA97と柱筋を揃える
壁面にほぽ平行する

SA99 3 2.7 0.9X3 

SAlOO 6 6.6 1.1 X6 

SAlOl 2 2.2 1.1 X2 墜面に対してやや斜め方向をとる

SA102 3 3.0 1.0X3 SAlOlと柱筋を揃える

SA103 6 6.0 1.QX6 墜面に対してやや斜め方向をとる

SA104 2 2.6 北から 1.1+1.5 柱間は不揃いである

SA105 3 4.5 1.5X3 
Gテラス北側の斜面に位置する
壁面に対して斜め方向をとる

SA106 4 2.8 0.7X4 SA106......,SA110はH-1テラスに位置する

SA107 4 2.8 0.7X4 

SA108 2 3.0 1.5X2 

SA109 2 4.0 2.0X2 
テラス縁辺部に位置する

柱穴の規模は小さい

第6表柱列一覧表2

-114-



遺構名
規模

柱 間 備 考
間数 全長(rn)

SAllO 3 6.0 2.0X3 
テラス西側斜面に位置する

壁面に対して斜め方向をとる

SAlll 11 10.5 ほぼlm等間 SA111--SA121はH-2テラスに位置する

SA112 7 8.1 0.7,.._,1.7 壁面に対してほぼ平行する

SA113 5 5.5 1.1 X5 壁面に対してやや斜め方向をとる

SA114 5 5.0 1.0X5 

SA115 3 3.2 北から 1.3+ 1.3+0.6 壁面に対してやや斜め方向をとる

SA116 3 3.3 1.1 X3 壁面に対して斜め方向をとる

SA117 4 3.6 北から 1.2+0.8+0.8+0.8 

SA118 3 6.3 2.1 X3 

SA119 2 3.5 北から 2.0+ 1.5 

SA120 2 2.2 1.1 X2 壁面に対してほぼ垂直方向とる

SA121 2 2.8 1.4X2 墜面に対してやや斜め方向をとる

SA122 3 5.4 1.8X3 
I-1テラスで壁面にほぼ平行する
全体は不明

SA123 4 3.6 0.9X4 
SA122とほぼ同じ方向をとる
全体は不明

SA124 3 4.9 1.1,..._,2.3 柱穴の規模は小さく柱間は不揃いである

SA125 4 4.3 0.7,....,1.8 SA124と同じ様相を呈する

SA126 1 1.0 1.0 
I-2テラスで壁面にほぼ平行する

全体は不明

SA127 2 1.8 0.9X2 
SA126にほぼ平行する
全体は不明

SA128 10 12.5 
北から7間目が lm SA128,,_,SA132はJテラスに位置する
その他は1.2mの等間 SA128は墜面に平行し柱穴は方形である

SA129 10 11.8 ほぼ1.2m等間 墜面に対してやや斜め方位をとる

SA130 5 6.0 1.2X5 撹乱のため全体は不明

SA131 4 4.8 0.9,....,1.6 壁面に対してほぼ平行する小規模な柱列

SA132 2 3.0 1.5X2 壁面に対してわずかに斜め方位をとる小規模な柱列

SA133 2 4.0 2.0X2 
SH51に先行する
南端で直角に曲がり逆L字状を呈する

SA134 3 3.9 1.3X3 
SH51• SA135に先行する
SA133と同じ方位をとる

SA135 3 4.8 1.6X3 SA133• SA134と方向がわずかに異なる

SA136 3 1.5 0.5X3 
SH54北壁内側に位置する
竪穴との前後関係不明

SA137 6 7.2 両端が1.6m 他は lmの等間 Kテラス壁面に対してほぽ平行する

SA138 3 2.4 0.8X4 SA137にほぼ平行する小規模な柱列である

SA143 10 24.6 
西側ほぼ2.4mの等間 北斜面地区

東側2.3,..._,2.5m 中央部で屈曲し、くの字状を呈する

第 7表柱列一覧表3
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図版 登録番号 遺構
器種

法量 (cm) 調整技法の特徴

番号 CR Nn) 出土位置 ［推定値］ 口縁部 （杯部） 体部 （脚部・底部）
色 調 胎 土 残存度 備 考

1 005-03 SHl 壺 A4 口径 [16 4] 
外端部に刻目 明黄褐 密(~1 mmの長 口縁部 1/5 内外面剥離

内， 2段の連続櫛刺突文 10YR6/6 石を含む）

2 005-02 SHl 壺 A2 口径 [27 6] 内 2段の連続櫛剌突文
明黄褐

密
口縁部 1/4

10YR7/6 

3 005-04 SHl 甕底部Bl 底径 46 内外ナデ
淡黄

密 底部完存
2 5Y8/4 

4 005-01 SHI 甕底部 C 底径 40 内外ナデ
浅黄 密(~1 mmの長

底部完存
2.5Y7/3 石を含む）

5 004-01 SH3 甕 A5 
口径 [18.6] 外 タテ方向ハケ・下半ケズリ 橙 口縁部 1/1

器高 27.1 内ナデ 7 5YR 7/4 
密

0体部2/3

6 002-02 SH3 名ギ A2 口径 [16 7] 
浅黄橙

密
口縁部 1/3 内外面剥離

7 5YR 8/3 激しい

7 002-08 SH3 壺 A7-1
体部最大径 外 タテ方向ハケのちヘラミガキ 淡黄 底部完存

[15 8] 内，粗いヨコ方向ハケ 2 5Y8/3 
密

体部1/2

8 002-05 SH3 甕 A7 口径 [27 8] 
外，端部に刻目

内粗いヨコ方向ハケ
浅黄橙 拉(~3mmの長

内 粗いヨコ方向ハケ lOYRB/4 石を含む）
口縁部 1/5 内外面剥離

， 002-03 SH3 甕底部B2 底径 57 焼成前に穿孔
橙

並
底部完存 内外面剥離

75YR7/6 激しい

10 002-06 SH3 壺底部Al 底径 50 
にぶい黄橙 密(~1 mmの石 底部 内外面剥離

10YR7 /4 英長石を含む） ほほ完存 激しい

11 003-01 SH3 蓋 A2 径 17 7 内 ヨコ方向ハケ
橙

密 完存
内外面剥離

7 5YR6/8 

12 002-01 SH3 蓋 A2 
外・タテ方向ハケのちヘラミガキ 橙

密
全体の 1/3

内 ヨコ方向ナデ 2 5YR 7/8 端部を欠く

13 002-07 SH3 甕底部 底径 48 内外ナデ
黄灰

密 脚部完存
ミニチュア

2 5Y5/l 土器

14 002-04 SH3 高杯脚 A 底径 86 
外ヘラミガキ にぶい黄橙

密
脚部

内 ヨコ方向ナテ 10YR6/4 ほぼ完存

15 001-06 SH4 壺 A2 口径 [25 OJ 
外端部に波状文 にぶい黄橙 拉(~3 mmの石 口縁部 1/3

内 矢羽状の連続櫛刺突文 10YR6/3 英長石を含む）

16 001-05 SH4 蓋 Al 径 12.2 
にぶい橙 拉(~6 mmの石

ほぼ完存
内外面剥離

7 5YR 6/4 英長石を含む） 激しい

17 001-04 SH4 高杯脚 A 底径 [16 OJ 内外，ナデ
黄橙

密
脚部 内外面剥離

lOYRS/6 ほほ完存

18 008-05 SH7 空ギ A5 口径 12.2 内連続櫛刺突文
橙

密
口縁部完存 内外面剥離

7 5YR 7/6 激しい

19 008-04 SH7 壺 B2-a 口径 [21 8] 
外 3条の太い凹線 浅黄橙 密(~2 mmの石

内 ヨコ方向ナデ 7 5YR 8/4 英長石を含む）
口縁部 1/5

20 008-02 SH7 甕 B2-1 口径 [15 7] 
外端部に 2段の刻目

外頸部に連続櫛刺突文
淡黄 密(~4 mmの石

内粗いヨコ方向ハケ 2 5Y8/4 英長石を含む）
口縁部 1/3

21 009-01 SH7 甕 B2-1 口径 20.5 
外端部に 2段の刻目

外肩部に11本の横線文と
浅黄橙 ほぼ完存

櫛描波状文 密
内 粗いョコ方向ハケ

内ナデ
7 5YR8/3 底部を欠く

22 008-01 SH7 壺底部B3 底径 75 
外 タテハケ・ヨコハケ・ナデ 灰

並
内 ヨコ方向ハケのちナデ 5Y4/l 

底部完存

23 008-03 SH7 甕底部B2 底径 52 
にぶい黄橙 並(~3 mmの石

底部2/3
内外面剥離

10YR7/3 英長石を含む） 激しい

24 015-01 S HlO 壺 A4 口径 21 8 
外，端部に刻目

外頸部に横線文内ナデ
にぶい黄橙 拉(~4 mmの石 口縁部完存

内，ナデ 10YR7/4 英長石多く含む）

25 014-01 SHlO 壺 A6 
外頸部に9本単位の 浅黄橙 拉(~3 mmの石 頸部完存 内外面剥離

櫛描横線文3単位以上 7 5YR 8/4 英長石多く含む） 激しい

26 014-02 S HlO 甕 Bl-1 口径 17 6 
外 タテ方向ハケのち肩部ハケ状工具による横線文 にぶい黄橙 密

内 粗いョコ方向ハケ 10YR7/3 
口縁部完存

27 006-02 SHll 壺 B2-a 口径 [24 OJ 
外， 4条の太い凹線 明黄褐 並(~3 mmの石 口縁部 1/5

内：ヨコ方向ナデ 10YR7/6 英長石を含む）

28 006-04 SHll 壺底部Al 底径 6.8 内ナデ
明黄褐 密(~3 mmの石 底部完存 外面剥離

10YR7/6 英長石を含む） 激しい

29 006-03 SH11 甕底部B2 底径 74 内外ナデ
明黄褐 並(~6mmの石

底部1/2 内外面剥離
10YR6/6 英長石多く含む）

30 006-01 SH13 甕底部Al 底径 5.4 内外ナデ
橙 拉(~2 mmの長

底部完存
7 5YR 7/6 石を含む）

31 007-01 S H16 甕底部Bl 底径 [7 8] 
にぶい橙 並(~5 mmの石

底部1/2
内外面剥離

5YR 6/4 英長石多く含む） 激しい

32 025-01 SH17 壺B1-2a
口径 10 2 外， 2条の太い凹線 にぶい黄橙 口縁部完存

底径 8.0 内ナデ 10YR7 /3 i)fz 底部2/3
内面剥離

33 0 2 0-11 SH17 壺B1-2a 口径 [12,0] 
外 2条の太い凹線 にぶい黄橙 密(~2 mmの石 口縁部 1/3

内ナデ 10YR6/4 英長石を含む）

第 8表土器観察表 1
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図版 登録番号 遺構出
器種
法量 (cm) 調整技法の特徴

番号 CR No.) 土位置 ［推定値］ 口縁部（杯部） 体部（脚部・底部）
色調 胎土 残存度 備考

34 0 2 0-1 0 SH17 壺底部B2 底径 [5 OJ 
黄橙

密 底部1/2 内外面剥離
7 5YR 8/8 

35 020-01 SH17 甕底部Al 底径 60 
外 タテ方向ハケ にぶい黄橙 密(~2 mmの石

底部完存
内ナデ 10YR7/4 英長石を含む）

36 022-01 SH17 壺底部A2 底径 [6 OJ 内外ナデ
にぶい黄橙 密(~3 mmの石

底部2/3
10YR6/4 英長石を含む）

37 022-02 SH17 壺底部Al 底径 [9 1] 内外ナデ
橙 並(~3 mmの石

底部 1/3
7 5YR 6/8 英長石多く含む）

外端部に刺突文・粗い
外頸部に刺突文・横線文・ にぶい黄橙

38 023-02 S H17 甕 C3 口径 30 0 タテ方向ハケ
密(~3mmの石 口縁部 内面剥離

内 粗いヨコ方向ハケ
波状文 10YR7/4 英長石多く含む） ほほ完存 激しい

39 023-01 S H17 甕 Al-1 口径 [27 7] 
内外 頸部からナナメ方向 黄褐色 並(~3 mmの石 口縁部 1/3 内外面剥離

ハケ 10YR5/6 英長石多く含む） 体部上半

40 0 2 1-0 1 SH17 甕 A2 口径 [38.0] 内 粗いナナメ方向ハケ
橙 密(~2 mmの石

口縁部 1/5
外面剥離

7 5YR 7/6 英長石を含む） 激しい

41 020-06 S H17 甕底部B2 底径 4 1 内外，ナデ
にぶい黄橙 並 (~Immの石

底部完存
内外面剥離

10YR7 /4 英長石を含む） 激しい

42 020-03 SH17 甕底部B2 底径 62 
明黄褐 拉(~1 mmの石

底部完存
内外面剥離

10YR6/6 英長石を含む） 激しい

43 020-02 SH17 甕底部A2 底径 66 
にぶい褐 密(~7 mmの石

底部完存
内外面剥離

7 5YR 3/5 英長石多く含む） 激しい

44 020-08 S H17 甕底部B2 底径 84 
浅黄橙

密 底部完存
内外面剥離

7 5YR8/4 激しい

45 020-09 SH17 甕底部B2 底径 [10 OJ 
橙 拉(~7 mmの石

底部1/3
内外面剥離

7 5YR 6/8 英長石多く含む） 激しい

46 041-03 S H17 甕底部B4 底径 5.7 
淡黄

密 底部完存
内外面剥離

2 5Y8/3 激しい

47 020-05 SH17 甕底部 C 底径 54 
外 タテ方向ハケ 明赤褐 並(~2 mmの石

脚部完存
内ナデ 2.5YR 5/6 英長石を含む）

48 020-04 SH17 甕底部 C 底径 66 
外 タテ方向ハケ 赤橙 密(~3 mmの石

脚部2/3
内ナデ lOR 6/8 英長石を含む）

49 025-02 SH17 壺
体部最大径

内外ナデ
橙 拉(~2 mmの石 ミニチュア

65 75YR7/6 英長石を含む）
体部完存

土器

50 
外端部に2段の刻目

外 上半に刺突文・横線文・波
橙 並(~3 mmの石

024-01 S H17 甕 B2-2 口径 [34 9] 状文下半にナナメ方向ハケ
内 粗いョコ方向ハケ 7 5YR 6/6 英長石を含む）

口縁部1/3

内，ナデ

51 020-07 S H17 高杯
浅黄 並(~1 mmの石 円盤充墳部 内外面剥離

25Y7/4 英長石を含む） 破片 激しい

52 022-03 SH17 高杯 A 底径 13 0 
外ヘラミガキ 橙 拉(~5 mmの石 脚部

内ナデ 75YR7/6 英長石多く含む） ほほ完存

53 021-02 SH17 土錘
直径 3.2 褐灰 密(~1 mmの石

重量 22 2g 10YR5/1 英長石を含む）
完存

54 021-03 SH17 土錘
直径 29 褐灰

重量 17.2g 10YR5/l 
密 完存

55 021-04 SH17 土錘
直径 3,0 褐灰

重量 19 6g IOYR4/1 
密 完存

56 021-05 SH17 土錘
直径 26 灰黄褐

重量 16 4g 10YR5/2 
密 完存

57 021-06 SH17 土錘
直径 3,0 褐灰

重量 18.4g 10YR6/1 
密 完存

58 021-07 S H17 土錘
直径 27 褐灰

重量 15 6g 10YR5/1 
密 完存

59 021-08 SH17 土錘
直径 29 褐灰

重量 16 6g 10YR4/l 
密 完存

60 021-09 SH17 土錘
直径 27 褐灰

重量 13 Og 10YR4/1 
密 完存

61 027-01 SH18 甕 Cl 口径 [27 OJ 
浅黄橙 密 (~Immの長

口縁部 1/3
内外面剥離

10YR8/4 石を含む） 激しい

62 032-01 S H21 壺 A2 口径 15 0 
橙 内外面剥離

2 5YR 6/6 密
口縁部 1/2

激しい

63 028-01 S H24 壺 B2-b 口径 [23 4] 
外 4条の太い凹線 にぶい橙

内ナデ 7.5YR 7/4 並
口縁部 1/5

64 028-02 S H24 壺底部Al 底径 78 
外：ナナメ方向ミガキ 暗灰黄 並(~3 mmの石

底部1/2
内ナデ 2 5Y4/2 英長石を含む）

65 028-03 S H24 甕 A4 口径 [19 6] 
明黄褐

並 口縁部 1/3
内外面剥離

10YR7 /6 激しい

66 016-04 S H25 壺 B2-a 口径 [25 OJ 外.3条の太い凹線
にぶい橙 拉(~1 mmの石 口縁部 内外面剥離

7 5YR 7/4 英長石を含む） 1/10 激しい
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図版 登録番号 遺構
器種

法量 (cm) 調整技法の特徴

番号 (R No.) 出土位置 ［推定値］ 口縁部 （杯部） 体部 （脚部・底部）
色 調 胎 土 残存度 備 考

67 016-02 S H25 壺底部B2 底径 52 内外ナデ
浅黄橙 並(~1 mmの

底部完存
7 5YR 8/4 長石を含む）

68 016-01 S H25 壺底部A2 底径 56 
外 タテ方向ハケ 橙

密 底部完存
内ナデ 5YR6/8 

69 016-03 S H25 甕底部B3 底径 48 外ナデ
浅黄橙

並
底部完存

内面剥離
10YR8/3 

70 032-03 S H26 甕底部Bl 底径 52 内外ナデ
にぶい黄橙

密 底部完存
10YR6/4 

71 032-04 S H26 甕底部Bl 底径 57 
外ナデ にぶい黄橙 密(~3 mmの石

内 ナデ・ユビオサエ 10YR7/3 英長石を含む）
底部完存

72 032-02 S H26 甕底部B2 底径 72 
にぶい黄橙 密(~4 mmの石

底部完存
内外面剥離

10YR6/3 英長石を含む） 激しい

73 029-03 S H28 壺Bl-IC 口径 [8 5] 
にぶい橙 並(~2 mmの石

口縁部 1/5
内外面剥離

7.5YR 7/4 英長石を含む） 激しい

74 029-01 S H28 甕 A7 口径 21 6 
外端部に刻目

外 肩部ナナメ方向ハケ
にぶい黄橙 並(~1 mmの石英

内 粗いヨコ方向ハケ 10YR6/4 長石を多く含む）
口縁部完存

75 029-02 S H28 蓋 Al 径 92 
淡黄

密 ほぼ完存
内外面剥離

2 5Y8/3 激しい

76 030-01 S H29 
壺体部 体部最大径 外 上半に簾状文・波状文 浅黄橙 体部

A 7-1 16 8 内ナデ 10YR8/4 
並

ほぼ完存

77 030-04 S H29 甕 Al-1 口径 [23 6] 内外ナデ 外，ナナメ方向ハケ
にぶい橙 密(~1 mmの石

口縁部 1/8
5YR 6/4 英長石を含む）

78 030-02 S H29 甕底部A2 底径 64 外，タテ方向ハケ内 ナデ
にぶい黄橙 並(~4 mmの石

底部完存
10YR5/4 英長石を含む）

79 030-03 S H29 台付壺Cl 底径 78 
浅黄橙 並(~3 mmの石

脚部完存
内外面剥離

10YR8/4 英長石を含む） 激しい

80 030-05 S H29 土錘
直径 36 灰

重量 34 4g 5Y4/l 
完存

81 032-07 S H30 壺Bl-lb 口径 90 
にぶい黄橙 並(~1 mmの長

口縁部 1/2
内外面剥離

10YR6/4 石を多く含む） 激しい

82 032-08 S H30 壺B1-2b 口径 10 0 外 1条の太い凹線
にぶい黄橙 密(~1 mmの長

口縁部 1/2
内外面剥離

10YR6/3 石を含む） 激しい

83 042-01 S H30 壺B1-2a 口径 13 5 
外.3条の凹線 浅黄橙 並(~1 mmの石

内 ヨコ方向ナデ 7 5YR 8/4 英長石を含む）
口縁部2/3

84 042-02 S H30 甕 Al-1
体部最大径 外 タテ方向ハケ にぶい橙 体部

13.5 内 タテ方向ナデ 7 5YR 6/4 
並

ほぼ完存

85 032-09 S H30 高杯 A 底径 [11 8] 内外・ナデ
にぶい黄橙 密(~1 mmの石

脚部1/3
10YR7/4 英長石を含む）

86 0 11-0 5 S H30 甕底部A2 底径 76 
にぶい黄橙 拉(~4 mmの石英

底部完存
内外面剥離

10YR6/4 長石を多く含む） 激しい

87 034-03 S H36 
壺体部 体部最大径 外体部下半ヨコ方向ミガキ にぶい橙 密(~2 mmの

A7-1 15 8 75YR7/4 石英長石を含む）
体部 1/2

88 034-01 S H38 壺Bl-la 口径 12 0 
浅黄橙

密 口縁部 1/2
内外面剥離

7 5YR 8/4 激しい

89 034-02 S H38 甕底部B4 底径 48 焼成後に底部穿孔
にぶい橙

並 底部完存 内外面剥離
75YR7/4 

90 035-01 S H39 壺 A2 口径 [16 OJ 外頸部に横線文
にぶい黄橙 並(~3 mmの石英 口縁部 1/5 外面に黒斑

10YR7/4 長石を多く含む） 体部 1/3 有

91 0 17-01 S H43 甕底部 C 底径 56 
黄橙

拉 底部2/3
内外面剥離

10YR8/6 激しい

92 036-01 S H47 壺体部B2
体部最大径 外 タテ方向ハケ後ミガキ 橙 密(~8 mmの石英 体部 内面剥離

[ 42 OJ 頸部に貼付突帯 5YR 6/8 長石を多く含む） ほほ完存 激しい

93 037-01 S H46 甕底部Al 底径 74 
外 板状工具によるナデ 橙

底部 1/2
内 タテ方向ナデ 7 5YR 6/6 並

94 031-01 S H49 壺底部B2 底径 70 内外ナデ
浅黄橙

密 底部2/3
10YR8/4 

95 038-02 S H55 甕 B1-2 口径 [14 OJ 内 ヨコ方向ハケ
明黄褐

亜
体部 1/2 外面剥離

10YR7 /6 底部を欠く 激しい

96 039-04 S H54 壺底部A3 底径 62 
外 タテ方向ハケ 明黄褐 並(~2 mmの石

底部完存
内・粗いョコ方向ハケ 10YR7 /6 英長石を含む）

97 039-03 S H55 甕 Bl-1 口径 [29 5] 
外 タテ方向ハケ・ナデ 外・ナナメ方向ハケ にぶい黄橙 密
内 ヨコ方向ハケ 内．ナデ 10YR7/4 

口縁部 1/5

98 039-02 S H55 甕底部Al 底径 50 内，ナデ
浅黄橙 密(~1 mmの

底部2/3
lOYRB/4 長石を含む）

99 037-05 S H56 甕 A7 口径 [20 4] 
外端部に刻目 外 頸部にナナメ方向ハケ にぶい黄橙 拉

内ナデ 内ナデ 10YR7/4 
口縁部 1/5
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図版 登録番号 遺構
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一色 調 胎 土 残存度 備 考

100 039-01 S H56 甕 C4 器高 14 1 内外ナデ 内ナデ 7.5YR 8/3 密
体部

ほぼ完存

101 038-01 S H56 甕 A7 口径 23 2 
外，端部に刻目 外 タテ方向ハケ にぶい橙 並(~3 mmの石

内粗いョコ方向ハケ 内 タテ方向ハケ・ナデ 7 5YR 6/4 英長石を含む）
口縁部 1/2

102 037-04 S H56 甕底部B3 底径 48 
明黄褐 並(~1 mmの石

底部完存
内外面剥離

10YR6/6 英長石を含む） 激しい

103 037-06 S H57 甕 Bl-1 口径 [23 7] 外，タテ方向ハケ 外・タテ方向ハケ
橙

密 口縁部 1/3
内外面剥離

7 5YR 6/6 激しい

104 037-08 SH57 壺底部A3 底径 60 
外．タテ方向ハケ にぶい黄橙 密(~1 mmの

底部完存
内・ ハケ・ナデ 10YR7/4 長石を含む）

105 037-07 S H57 壺底部B2 底径 60 
外 タテ方向ハケ・ミガキ 浅黄橙

並 底部完存
内：ナデ 10YR8/3 

106 0 4 1-0 1 S H57 壺底部A2 底径 6.0 
浅黄橙 密(~7 mmの

底部完存
内外面剥離

7 5YR 8/6 長石を含む） 激しい

107 053-05 包含層 壺 A2 口径 11 4 内 1段の櫛刺突文 外頸部に簾条文
浅黄橙

密 口縁部 1/3
内外面剥離

10YR8/4 激しい

108 053-03 包含層 壺 A2 口径 [26 5] 内 1段の櫛刺突文
黄橙 並(~1 mmの石

口縁部 1/
内外面剥離

7 5YR8/8 英長石を含む） 激しい

109 049-06 包含層 壺 A2 口径 [24 5] 内 2段の櫛刺突文 外，頸部に櫛描横線文•竹管文
にぶい橙 並(~2 mmの石

口縁部 1/5 内外面剥離
7 5YR 6/4 英長石を含む）

外端部に波状文・下端
にぶい黄橙 並(~2 mmの石

110 001-03 包含層 壺 Al 口径 [21.4] に刻目 口縁部1/5 内外面剥離

内 矢羽状の櫛刺突文
10YR7/3 英長石を含む）

111 056-04 包含層 壺 Al 口径 [27 OJ 内 3段の櫛刺突文
浅黄橙 密(~3 mmの石

口縁部 1/5
内外面剥離

10YR8/4 英長石を含む） 激しい

112 057-01 包含層 壺 A3 口径 25.0 
外端部に波状文 橙 口縁部

内 1段の櫛剌突文 5YR 7/6 
並

ほほ完存

113 051-02 

外櫛状工具による横線文・
橙 並(~1 mmの石

包含層 壺 A7-2 波状文 体部破片

内ナデ
5YR 7/6 英長石を含む）

114 063-01 包含層 壺 A7-2
体部最大径 外・頸部に 3条の沈線 にぶい橙 拉(~5 mmの石英 内外面剥離

30 4 胴体下部に焼成後の穿孔 5YR6/4 長石を多く含む）
体部完存

激しい

115 052-01 包含層 壺Bl-la
口径 10.6 

内外 ヨコ方向ナデ
にぶい橙 口縁部1/2

最大径[30OJ 5YR 7/4 
拉

体部1/4

116 049-02 包含層 壺Bl-2a 口径 [10 OJ 外 2条の太い凹線
浅黄橙

密 口縁部 1/3
内外面剥離

10YR8/4 激しい

117 056-02 包含層 壺Bl-2a 口径 [13 OJ 外 2条の太い凹線
にぶい橙 救(~1 mmの長

口縁部 1/4
7 5YR 6/4 石を含む）

118 018-01 包含層 壺Bl-2a 口径 [12 2] 
外・ 2条の太い凹線 橙 拉(~2 mmの石 内外面剥離

内ナデ 7 5YR 7/6 英長石を含む）
口縁部 1/4

119 056-01 包含層 壺Bl-2a 口径 [14 5] 
外 2条の太い凹線 にぶい橙 拉(~1 mmの石

内ナデ 7 5YR 6/4 英長石を含む）
口縁部 1/4

120 051-01 包含層 壺B1-2a 口径 [12.0] 外.2条の太い凹線
橙 並(~1 mmの長

口縁部 1/5
内外面剥離

7.5YR 7/6 石を含む） 激しい

121 046-04 包含層 壺Bl-2a 口径 [11.5] 内外 ヨコ方向ナデ
橙

密 口縁部 1/4
5YR6/6 

122 058-02 包含層 壺B1-2c 口径 [14.8] 
外 2条の太い凹線 にぶい橙 並(~1 mmの石

内，ヨコ方向ナデ 7 5YR 6/4 英長石を含む）
口縁部 1/5

123 047-03 包含層 壺B2-a 口径 [24 2] 
外 3条の太い凹線 にぶい黄橙 密(~3 mmの石

内 ヨコ方向ナデ lOYR 6/4 英長石を含む）
口縁部 1/6

124 047-02 包含層壺 B3 口径 [11 OJ 
褐灰 Mz (~2mmの石

口縁部 1/2
内外面剥離

lOYR 4/1 英長石を含む） 激しい

125 053-01 包含層壺 A5 ロ径 [10.2] 内外．ヨコ方向ナデ
橙

密 口縁部 1/2
5YR 7/6 

126 047-05 包含層壺 C 口径 [16.2] 外櫛描横線文
浅黄橙

口縁部 1/6
内面剥離

lOYR 8/3 密 激しい

127 017-03 包含層 壺底部A3 底径 62 内ハケ
橙

並 底部完存
外面剥離

5YR 7/8 激しい

128 043-04 包含層 壺底部A2 底径 6.4 
外．タテ方向ハケ にぶい黄橙

底部完存
内．ヨコ方向ハケ 10YR 7/4 井

129 043-05 包含層 壺底部A2 底径 48 
橙 ilfZ (~2mmの石

底部2/3
内外面剥離

7 5YR 6/6 英長石を含む） 激しい

130 056-03 包含層 壺底部Al 底径 6.0 内，粗いハケ
浅黄橙

7 5YR 8/6 並
底部1/2

131 047-01 包含層 壺底部Al 底径 5.2 
外．細いタテ方向ハケ後ナデ にぶい黄橙 並(~1 mmの石

底部2/3
内・ナテ lOYR 7/3 英長石を含む）

132 059-02 包含層 壺底部A2 底径 10.4 
外，タテ方向ミガキ 橙

並 底部 1/2
外面に黒斑

内・ヨコ方向ハケ 5YR 7/6 有
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色 調 胎 土 残存度 備 考

133 048-04 包含層 壺底部Bl 底径 62 外粗いョコ方向ハケ
灰白

並 底部完存
底部木葉痕

7 5Y7 /1 有

134 050-05 包含層 壺底部B2 底径 7 2 
浅黄橙 密(~1 mmの長

底部2/3
内外面剥離

10YR8/3 石を含む） 激しい

135 048-05 包含層 壺底部B3 底径 63 
赤橙

密 底部完存
内外面剥離

lOR 6/6 激しい

136 049-05 包含層 壺底部B4 底径 58 外，タテ方向ハケ
浅黄橙

並 底部完存 内面剥離
10YR8/3 

137 050-09 包含層 台付壺C2 底径 [8 6] 
にぶい橙 並(~3 mmの長

脚部1/3
内外面剥離

7.5YR 7/4 石を含む） 激しい

138 017-02 包含層 台付壺C2 底径 11 0 
橙 拉(~2 mmの長

脚部 1/2
内外面剥離

7 5YR 6/8 石を含む） 激しい

139 047-04 包含層 甕 C2-l 口径 [25 OJ 内外 ヨコ方向ナデ
外 ナナメ方向ハケ 橙 並(~1 mmの石

口縁部 1/5
内 ヨコ方向ハケ 7 5YR 6/6 英長石多く含む）

外 口縁部下端に刻目
外粗いタテ方向ハケ にぶい黄橙 密(~1 mmの

140 045-01 包含層 甕 C2-2 口径 [38 OJ 粗いナナメ方向ハケ
口縁部

内 粗いナナメ方向ハケ
内．粗いヨコ方向ハケ 10YR7/4 長石を含む） 1/10 

141 017-07 包含層 甕 Bl-3 口径 [20 OJ 
黒褐 密(~1 mmの石

口縁部 1/3
内外面剥離

2.5Y3/2 英長石を含む） 激しい

142 0 11-0 1 包含層 甕 B1-3 口径 [26 OJ 
明黄褐

密 口縁部 1/4
内外面剥離

10YR7 /6 激しい

143 050-07 包含層 甕 A3 口径 [15 6] 
外 ヨコ方向ナデ 外 ナナメ方向ハケ 明黄褐

内 ヨコ方向ハケ 内 ナナメ方向ハケ後ナデ 10YR7/6 
密 口縁部1/5

144 017-06 包含層 甕 C3 口径 [24 OJ 
褐灰 並(~1 mmの石

口縁部 1/5
内外面剥離

10YR4/1 英長石多く含む） 激しい

145 041-02 包含層 甕 Bl-1 口径 [15 3] 
橙 密(~2 mmの長

口縁部1/4
内外面剥離

7 5YR 7/6 石を多く含む） 激しい

146 058-01 包含層 甕 B1-1 口径 [15.8] 外櫛剌突文・横線文
淡黄 並(~2 mmの石

口縁部1/5
内外面剥離

2 5YB/4 英長石を含む） 激しい

147 053-02 包含層 甕 Al-1 口径 [28 OJ 
明黄褐

並 口縁部 1/8
内外面剥離

10YR7 /6 激しい

148 057-03 包含層 甕 Al-1 口径 24 0 
にぶい黄橙 並(~2 mmの石 口縁部 内外面剥離

10YR6/4 英長石を含む） 1/10 激しい

149 044-04 包含層 甕 Al-2 口径 [29 4] 
外，端部に 1条の凹線

内外 ヨコ方向ナデ
にぶい橙 並(~1 mmの長

内 ヨコ方向ナデ 7 5YR 7/4 石を含む）
口縁部1/4

150 043-01 包含層 甕 Al-2 口径 [29 5] 
にぶい黄橙 並(~4 mmの石英

口縁部1/2
内外面剥離

10YR6/4 長石を多く含む） 激しい

151 058-04 包含層 甕 A5 口径 [29 5] 内外 ヨコ方向ナデ
黄橙

拉 口縁部 1/6
10YR8/6 

152 048-03 包含層 甕 A2 口径 [36 OJ 内外 ヨコ方向ナデ
にぶい黄橙 密(~1 mmの石

口縁部1/8 内外面剥離
10YR6/4 英長石を含む）

153 
0 5 4 0 1 

包含層 甕 口径 [28 OJ 
外 ナナメ方向ハケ にぶい黄橙 拉(~5 mmの石 口縁部 1/3

055-01 
A6 内 粗いヨコ方向ハケ

内 タテ方向ナデ 10YR7 /4 英長石を含む） 体部1/2

154 048-02 包含層 甕 B2-1 口径 11 2 
外端部に刻目 外 細かいタテ方向ハケ後 にぶい褐 並(~3 mmの石

内 ヨコ方向ハケ ヨコ方向ハケ 7.5YR 5/4 英長石を含む）
口縁部1/2

155 044-03 包含層 甕 B2-1 口径 [19.4] 
外端部に 2段の刻目

外頸部ナナメ方向ハケ
浅黄橙

密
内 細かいヨコ方向ハケ 10YR8/3 

口縁部 1/5

156 046-03 包含層 甕 B2-1 口径 [21 4] 
外端部に 2段の刻目

外 頸部ナナメ方向ハケ
灰黄褐 並(~4 mmの石

内 粗いヨコ方向ハケ 10YR4/2 英長石を含む）
口縁部1/5

157 046-02 包含層 甕 B2-1 口径 [26 OJ 
外・端部に 2段の刻目 外 ナナメ方向ハケ にぶい黄橙 拉(~2 mmの石

内 粗いヨコ方向ハケ 内 ヨコ方向ハケ 10YR7/3 英長石を含む）
口縁部 1/4

外端部に 2段の刻目
橙 拉(~1 mmの長

158 045-02 包含層 甕 B2-1 口径 [28 5] 内 2枚貝によるヨコ方 口縁部1/5

向条痕
5YR 6/6 石を含む）

外 粗いタテハケロ縁
浅黄橙

159 001-02 包含層 甕 B2-1 口径 [32 4] 下端に刻目 外頸部に横線文 密 口縁部1/8
内 粗いョコ方向ハケ

10YR8/4 

160 046-01 包含層 甕 B2-2 口径 [39 OJ 
外端部に 2段の刻目 にぶい黄橙 密(~3 mmの石

内 粗いヨコ方向ハケ 10YR7/4 英長石を含む）
口縁部 1/8

161 051-03 包含層 甕 B2-2 口径 [36 4] 
外端部に 2段の刻目 外櫛描横線文・刺突文 淡黄 並(~4 mmの石 内外面剥離

内 粗いョコ方向ハケ 波状文 2.5Y8/3 英長石を含む）
口縁部1/4

激しい

162 
060-01 

包含層 甕 B2-2 口径 [31 OJ 
外端部に 2段の刻目 橙 口縁部1/2

061-01 内 粗いョコ方向ハケ
外櫛描横線文・刺突文

5YR 6/8 
拉

体部1/2

163 044-02 包含層 甕底部Al 底径 [5 6] 焼成後に底部穿孔
浅黄橙

密 底部2/3
1DYR8/3 

164 017-04 包含層 甕底部Al 底径 74 
浅黄橙 並(~5 mmの石英

底部2/3
内外面剥離

10YR8/3 長石を多く含む） 激しい

165 058-03 包含層 甕底部Al 底径 64 外 タテ方向ナデ
浅黄灰 並(~1 mmの長

底部完存
10YR8/3 石を多く含む）
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166 0 11-0 4 包含層 甕底部Al 底径 54 内外・ナデ
明黄褐 並(~2 mmの長

底部完存 外面剥離
lOYR 7/6 石を含む）

167 017-05 包含層 甕底部Al 底径 90 内 ヨコ方向ハケ
明黄褐 並(~3 mmの石英

底部完存
外面剥離

lOYR 7/6 長石を多く含む） 激しい

168 050-06 包含層 甕底部Al 底径 44 
外 タテ方向ハケ 黄橙 並(~1 mmの

底部完存
内，ナデ lOYRB/6 長石を含む）

169 050-03 包含層 甕底部Al 底径 6.4 
外．ナナメ方向ハケ 橙

密 底部2/3
内 ヨコ・ナナメ方向ナデ 5YR 7/6 

170 056-06 包含層 甕底部Al 底径 42 
橙 ilfz (~lmmの長

底部完存
内外面剥離

5YR 7/6 石を含む） 激しい

外．タテ方向ハケ後タテ方向
浅黄橙

171 050-01 包含層 甕底部Al 底径 54 ナデ 密 底部完存

内，タテ方向ナデ
lOYR 8/4 

172 050-08 包含層 甕底部A2 底径 52 
外 ナナメ方向ハケ後ナデ 黄橙

並 底部 1/2
内，タテ方向ナデ 10YR8/6 

173 057-04 包含層 甕底部A2 底径 5.4 外．タテ方向ナデ
黒褐

並 底部完存
2 5Y 3/2 

174 042-04 包含層 甕底部Bl 底径 6.2 内外 タテ方向ナデ
にぶい黄橙 密(~2 mmの長

底部完存
7 5YR 7/3 石雲母を含む）

175 057-05 包含層 甕底部Bl 底径 56 
浅黄橙

密 底部完存
内外面剥離

7 5YR8/4 激しい

176 0 11-0 2 包含層 甕底部Bl 底径 5.8 
明黄褐 並(~1 mmの長

底部完存
内外面剥離

lOYR 7/6 石を含む） 激しい

177 044-01 包含層 甕底部B2 底径 54 内外 タテ方向ナデ
にぶい黄橙

密 底部完存
lOYR 7 /4 

178 049-03 包含層 甕底部B2 底径 5.0 内外．タテ方向ナデ
橙

拉 底部完存
7.5YR 7 /6 

179 043-03 包含層 甕底部B2 底径 5.8 
にぶい橙 密(~2 mmの石

底部2/3
内外面剥離

7.5YR 6/4 英長石を含む） 激しい

180 050-02 包含層 甕底部B3 底径 6,0 
浅黄橙

並 底部完存
内外面剥離

10YR8/4 激しい

181 048-01 包含層 甕底部B4 底径 68 
外 タテ方向ナデ・ユビオサエ にぶい橙

密 底部2/3
内・粗いタテ方向ハケ 5YR 6/4 

182 053-04 包含層 甕底部 C 底径 58 
橙

密 脚部完存
内外面剥離

7 5YR 7/6 激しい

183 050-04 包含層 鉢底部 底径 48 内外，ヨコ方向ナデ
黄橙

密 底部完存
lOYR 8/6 

184 056-05 包含層 蓋 Al 径 10 4 
にぶい黄橙

密 ほぼ完存
内外面剥離

lOYR 7 /4 激しい

185 011-03 包含層 高杯 底径 36 
外 タテ方向ハケ後ナデ 褐灰

並
脚部 ミニチュア

内．ナデ lOYR 4/1 ほぼ完存 土器

186 049-04 包含層 土錘
直径 32 にぶい黄橙

重量 25 Og lOYR 6/4 
密 完存

187 056-07 包含層 土錘
直径 35 黒褐

重量 35.6g 2 5Y 3/1 
密 完存

188 043-02 包含層 高杯 A 口径 [28,0] 内外．ヨコ方向ナデ
灰白 並(~1 mmの石英

杯部 1/4
2 5Y8/2 長石を多く含む）

189 062-01 包含層 高杯 B 底径 15 0 
にぶい橙 並(~3 mmの長

脚部完存
内外面剥離

75YR7/4 石を含む） 激しい

190 059-01 包含層鉢 Al 口径 [23 2] 内外．ヨコ方向ナデ
にぶい橙 並(~1 mmの長

1/8 
内外面剥離

7.5YR 6/4 石を含む） 激しい

191 042-03 包含層鉢 A2 口径 [26.4] 内外 ヨコ方向ナデ
外．体部下半タテ方向ハケ にぶい黄橙 密(~3 mmの石 1/4 

内．ヨコ方向ナデ lOYR 7/4 英長石を含む） 底部欠

192 057-02 包含層 杯身 口径 [13,6] 内外 ヨコ方向ナデ 内外 ヨコ方向ナデ
灰白

緻密 口縁部 1/5 焼成堅緻
5Y7/1 

193 064-01 包含層甕 口径 16.7 内外 ヨコ方向ナデ
外 叩き板による平行叩き目文 灰白

緻密 ほぼ完形 焼成堅緻
内 あて板による同心円文 N 7/0 

238 065-01 
北斜面 壺体部 体部最大径

外櫛横線文・波状文
黄橙 内外面剥離

包含層 A7-2 32 5 7 5YR 7/8 密
体部 1/2

激しい

第13表土器観察表6
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図版 遺構 法 量（残存値）
考

番号
登録番号

出土位置
種 類 石 材 備

長 cm 幅 cm 厚 cm 重量g

194 004-03 SH3 太型蛤刃石斧 砂岩 (10.8) (4.8) 3.8 263.0 刃部欠損

195 071-01 SH3 石鏃 サヌカイト 1.7 1.3 0.3 0.4 平基有茎

196 070-01 SH7 石鏃 サヌカイト 2.8 1.4 0.4 1.4 平基無茎

197 010-03 SH7 ノミ形石斧 粘板岩 (3.9) 1.1 0.8 4.9 刃部欠損

198 010-02 SH7 ノミ形石斧 凝灰質砂岩 4.3 1.9 0.7 9.8 刃部磨耗

199 010-01 SH7 太型蛤刃石斧 凝灰質砂岩 (10.3) 6.2 3.1 311.9 刃部のみ残存

200 071-03 S H12 石鏃 サヌカイト (2.3) 1.4 0.5 1.4 凸基有茎

201 007-03 SH14 磨石 凝灰質砂岩 11.0 6.3 4.6 518.2 摩擦痕有

202 007-02 S H14 磨石 砂岩 11.2 9.7 4.4 643.5 摩擦痕有

203 026-01 S H17 太型蛤刃石斧 砂岩 (10. 7) 6.5 4.5 532.5 基部欠損後加工痕有

204 032-05 S H26 太型蛤刃石斧 凝灰質砂岩 13.8 6.4 4.2 617.4 完存、使用痕有

205 032-06 SH26 不明 砂岩 4.0 2.3 0.3 4.6 磨製石鏃未製品か

206 072-02 S H29 石鏃 サヌカイト 4.2 1.4 0.3 1.6 菱形鏃

207 030-06 S H29 不明 花岡岩 5.6 4.3 3.6 119.6 敲石の可能性有

208 013-01 S H31 太型蛤刃石斧 砂岩 (7.1) (5.6) (2.0) 103.4 刃部のみ残存

209 070-02 S H32 石鏃 サヌカイト 3.1 1.4 0.5 1.8 凸基有茎（木の葉形）

210 012-01 SH34 砥石 砂岩 20.9 17.5 2.8 1.28kg 有溝砥石

211 033-01 SH38 砥石 砂岩 26.0 14.8 6.1 2.1kg 使用痕有

212 037-02 SH46 扁平片刃石斧 砂岩 (7.8) 4.9 2.2 153.5 刃部欠損して研ぎ直しか

213 031-02 SH49 不明 チャート 5.8 5.4 4.8 229.5 敲石の可能性有

214 040-01 S H57 石皿 花岡岩 20.6 16.2 10.5 6.8kg 多数の凹有

215 073-01 包含層 石鏃 サヌカイト 1.5 0.7 0.2 0.2 失敗品？

216 071-02 包含層 石鏃 安山岩（下呂石 2.8 1.6 0.5 1.5 凸基有茎

217 072-01 包含層 石鏃 サヌカイト 3.0 2.2 0.5 2.6 平基無茎

218 071-04 包含層 石鏃 サヌカイト 4.1 2.2 0.45 3.2 平基無茎

219 019-02 包含層 太型蛤刃石斧 砂岩 9.2 5.0 3.3 286.9 刃先磨耗

220 068-01 包含層 太型蛤刃石斧 砂岩 (9.6) (5.1) (3.9) 218.2 刃部欠損

221 019-01 包含層 太型蛤刃石斧 砂岩 (14.0) 6.3 (4.3) 555.6 刃部欠損

222 058-05 包含層 扁平片刃石斧 砂岩 12.5 6.6 3.0 372.6 完存

223 069-01 包含層 砥石 砂岩 14.0 13.8 5.1 921.8 使用痕は湾曲面を呈す

224 049-01 包含層 石庖丁 結晶片岩 (8.9) (8.6) 0.8 71.0 磨製石庖丁

225 067-01 包含層 磨石 砂岩 (12.6) 11.0 4.9 896.3 摩擦痕有

226 075-01 剥片集中区 剥片 サヌカイト 6.3 5.5 1.5 53.6 

227 076-01 剥片集中区 剥片 サヌカイト 6.9 5.2 1.4 43.1 

228 077-01 剥片集中区 剥片 サヌカイト 8.8 6.0 1.4 65.4 

229 078-01 剥片集中区 剥片 サヌカイト 10.8 4.6 1.6 100.3 楔の可能性有

230 079-01 剥片集中区 剥片 サヌカイト 8.1 7.0 1. 7 95.6 石核の可能性有

231 080-01 剥片集中区 剥片 サヌカイト 9.3 6.2 1.8 99.2 二次加工有

232 081-01 剥片集中区 剥片 サヌカイト 10.5 7.1 1.9 131.6 二次加工有

233 004-02 SH3 管韮 硬玉 0.6 直径 0.26 0.1 

234 003-02 SH3 管玉 硬玉 0.6 直径 0.34 0.1 

235 001-07 SH4 不明 ガラス 0.55 0.3 0.14 0.1 穿孔有

236 074-01 S Hl3 勾玉 硬玉 1.8 1.3 0.3 1.2 

237 037-03 S H56 紡錘車 結晶片岩 復元径 (4.5) 0.4 3.5 1/4残存

第14表 石器・玉類・石製品観察表
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写真図版
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調査区遠景 ・全景
PL1 

調査前遠景（南から・写真中央部の丘陵が調査区）

丘陵地区調査後全景 （西から）
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SH4 

SH4 遺物出土状況 （南から）
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SH17 石斧出土状況（南から、北壁西端部付近）

S H18 (北から）
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PL 18 

S H22 (西から）
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P L23 C地区ー3

C-2テラス（上段） •C -3 テラ ス （下段） • SA79~SA83 (北西から）
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P L29 D地区ー6

-S 863• S A84~S A86 (北東から）
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E地区ー1
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F地区ー 6 P L38 

S H41・S H42 • S A93 (北西から）
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P L42 

H地区（上段） . J地区（下段）（南西から）

H-2 テラス・ SH45·S864• S865• SA106~SA121 (西から）
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H-2テラス SA111~SA116 (北から）

SA 106~ SA 110 (北西から）
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I地区ー 4 P L48 

S H48• S H49 (東から）
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K地区全景
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K地区ー4 P L54 

S H56 9.2m X7.3m (東から）
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S H57P 1土器埋設状況（南西から）

Kテラス・ SA 137• S A 138 • S D 145• S H 56 暗渠排水溝出口（南から）
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北斜面地区

北斜面地区ー1 P L58 

SB  142 (北東から）
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（付）範囲確認調在

1 . 新池1号墳

西岡古墳の所在する丘陵から浅い谷を経て北に張

り出した小丘陵上にあり、津市一身田上津部田字小

廣に所在する周知の遺跡であった。平成元年 8月28

日,..._,30日に範囲確認調査を実施した。東西方向の尾

根上にある高まりに対し、尾根方向とそれに直交す

る方向にトレンチを設定し、必要に応じてサブトレ

ンチを人れた。その結果、丘陵尾根の高まり及び、

サブトレンチを入れた平坦部や微高地からも古墳、

その他遺構と考えられる状況は見つからず、自然地

形であった。

2 . 新池2号墳

新池に向かって東に延びる舌状丘陵の尾根にあり、

津市一身田上津部田字ノノ坪に所在する周知の遺跡

であった。新池 1号墳との間には西から東に向かっ

て深い谷が入り込む。平成 8年4月4日,..,_,24日に範

囲確認調査を実施した。墳丘と考えられる尾根上の

高まりに対し0.5mX 16m 0.5m X 14m の2本の

トレンチを設定した。またこの高まりの東にも墳丘

状の高まりが見られたため尾根の主軸線に沿って

0.5m X 43mのトレンチを設定した。

調査の結果、どのトレンチも腐食士匝下地山で、

遺構・遺物ともなく自然地形であった。しかし、当

初墳丘と考えていた高まりの周辺が平坦になってい

ることから、自然地形を人工的に整形した可能性が

ある。

第121図 遺跡位置図 (1: 50,000) (国土地理院 1: 25,000 津西部・津東部・椋本・白子）
〔1 新池2号墳、 2 新池 1号墳、 3 西岡古墳、 4 長遺跡〕
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